
        
            
                
            
        

    











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１　２人ふたりからのメッセージ







「ん～～ひまだなぁ……」

　わたしは、家いえのリビングでゴロゴロしながら、窓まどから見みえる青あお空ぞらにうかんでる雲くもを、ぼんやりながめる。

　今日きょうは、家いえには、わたししかいない。

　ケイはどこかに出でかけていて、お父とうさんとおじさんは仕し事ごとだ。

　遊あそびにいくにも、実み咲さきや優ゆ月づきや水み夏なつは、今日きょうは用よう事じがあるんだって。

　そんなわけで、午ご後ごの１時じだっていうのに、わたしは１人ひとり、家いえでゴロゴロとしている。

　体からだを動うごかしてもいいんだけど、朝ちょう食しょく前まえにランニング15キロと格かく闘とうの型かた稽げい古こは、すませちゃったんだよなぁ。

　なにか、おもしろいことでもあればいいんだけど……。

　　　ピロリン

　　　ピロリン

　スマホから、通つう知ち音おんがつづけて２回かい、鳴なる。

　わたしが起おきあがってスマホを手てに取とると、メッセージが２件けんとどいていた。

　アリー先せん輩ぱいと……奏かなでからだ。

「２人ふたりから同どう時じにって、なんの用ようだろう？」

　わたしは、メッセージを確かく認にんする。

　読よんでいるうちに、自し然ぜんとほおがゆるむ。

「おもしろそうなこと、きたよ！　となると……せっかくだし、こうしちゃえば……っと」

　わたしは、アリー先せん輩ぱいと奏かなでにむけて、それぞれメッセージを送そう信しんする。

　少すこしして、ピロリン、ピロリンと、またたてつづけに２つ、返へん事じがくる。

「２人ふたりともオーケー、っと。やった！」

　わたしは、リビングで１人ひとりで思おもわず、にやける。

「よーし！　楽たのしくなってきたぞー！」

　わたしは気き合あいを入いれると、さっそくスマホで調しらべものをはじめた。







　　　　２　意い外がいな組くみ合あわせ







　お休やすみの日ひということもあって、駅えき前まえは人ひと通どおりが多おおくて、にぎやかな話はなし声ごえがきこえる。

　わたしは、待まち合あわせ場ば所しょの駅えきの改かい札さつ前まえで、待まっていた。

　日ひかげにいても、じわじわとした熱ねっ気きで、自し然ぜんと汗あせがにじむ。

　そろそろ、くるころだと思おもうけど……。

「アスカ先せん輩ぱい──────っ！」

　声こえがしてふり返かえると、すぐ目めの前まえに、飛とびついてくる奏かなでのすがたがある。

　とっさに、奏かなでを抱だきとめて、ゆっくりと地じ面めんにおろす。

「だから、いきなり飛とびついたら危あぶないってば！」

　わたしが怒おこると、奏かなでがシュンとした表ひょう情じょうになる。

「ごめんなさい。つい、アスカ先せん輩ぱいを見みたら、うれしくなっちゃって」

　奏かなではわたしからはなれると、ぺこりと頭あたまを下さげる。

　危あぶないのはたしかだけど、奏かなでも、こんなことを、だれにでもするわけじゃない。

　わたしにだけ、なんだよね。

　わたしなら絶ぜっ対たいに受うけ止とめるって、信しん頼らいされてるというか……。

　だから、強つよくは言いいづらい。

　まあ、あいかわらずの奏かなでで、ちょっとほっとしたかな。

　メッセージのやりとりで、今日きょう、奏かなでと遊あそびにいくことにしたんだよね。

　そして、もう１人ひとり……。

　そのとき、あたりがざわっとして、空くう気きが変かわった。

　まわりの人ひとの視し線せんが、電でん車しゃの改かい札さつ口ぐちのほうに、むかうのがわかる。

　わたしが改かい札さつ口ぐちに目めをやると、アリー先せん輩ぱいが銀ぎん色いろの髪かみをなびかせて、キョロキョロとまわりを見みまわしているところだった。

「アリー先せん輩ぱい！　こっちです」

　わたしは、アリー先せん輩ぱいにむけて、手てをふる。

　アリー先せん輩ぱいは、わたしに気きづくと、わずかにほほえんで、こちらに歩あるいてくる。

「こんにちは」

　アリー先せん輩ぱいは、いつもと変かわらない無む表ひょう情じょうで、あいさつする。

　だけど、わたしの目めには、それが「アリー先せん輩ぱいなりのうれしそうな表ひょう情じょう」だって、最さい近きん、わかるようになったんだよね。

　よろこんでる顔かお、悲かなしんでる顔かお、笑わらっている顔かお、ちょっと怒おこってる顔かお。

　一いっ見けん「無む表ひょう情じょう」なんだけど、ちゃんと見みれば、表ひょう情じょうに微び妙みょうにちがいがある。

　なんだか、昔むかしのケイを思おもいだすよ。

　ケイのことも、最さい初しょは「なに考かんがえてるかわからないなあ」って思おもってたんだよね。

　それが今いまでは、少すこしは、わかるようになった気きがするし。

　少すこしはアリー先せん輩ぱいとも、なかよくなれてるってことかな。

「こんにちは、先せん輩ぱい！　迷まよいませんでしたか？」

「大だい丈じょう夫ぶ」

　コクッとうなずいたアリー先せん輩ぱいと、すこしはなれたところで奏かなでが、おたがいをチラッと見みている。

　そういえば、２人ふたりは、ほぼ初しょ対たい面めんだったんだっけ。

　今日きょう、この３人にんで出でかける計けい画かくを立たてたのはわたしだから、紹しょう介かいをしないとね！

「奏かなで、こちらが緋ひ笠がさアリー先せん輩ぱい。最さい近きん転てん校こうしてきた３年ねん生せいだよ」

　そして、

「アリー先せん輩ぱい、この子こが白しら里さと奏かなで。１年ねん生せいで、なかよくしてる後こう輩はいなんです」

　わたしは、奏かなでにアリー先せん輩ぱいを、アリー先せん輩ぱいに奏かなでを、紹しょう介かいする。

「緋ひ笠がさ先せん輩ぱい。はじめましてです。ウワサにはきいてたんですけど、すっごくきれいです」

　奏かなでが、ぺこりとおじぎをする。

「……よろしく」

　アリー先せん輩ぱいも、かるく頭あたまをさげる。

　う～ん……。２人ふたりとも、ちょっとかたいかなぁ。
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　アリー先せん輩ぱいの言こと葉ばが少すくないのは、いつものことだけど。

　人ひと懐なつっこい奏かなでも、やっぱり３年ねん生せいの先せん輩ぱいが相あい手てだからか、遠えん慮りょがちな気きがする。

　２人ふたりとも、わたしの好すきな先せん輩ぱいと後こう輩はいだから、できるならなかよくなってほしいよね。

　よし！

　２人ふたりが早はやくなかよくなって、今日きょう１日にちを楽たのしめるように、がんばろう！

「それじゃあさっそく、いこう！　目もく的てき地ちはあそこだよ」

　わたしは、ここからでも見みえる、３つの巨きょ大だいタワーを指ゆびさす。

　いっしょに遊あそびにいくなら、ここだと思おもったんだよね。

　わたしも、何なん度どもきたことがある、スカイタワー。

「スカイタワーにいくのは、アスカ先せん輩ぱいの演えん劇げきを観みたとき以い来らいです」

「わたしも」

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいが言いって、また、チラッと目めを見みあわせた。

　そうか、２人ふたりとも、同おなじ会かい場じょうにいたんだ。

「よし、じゃあいこう。はぐれないようにしようね」

　わたしは言いいながら、スカイタワーにむけて歩あるきだす。

　最も寄より駅えきで待まち合あわせたから、歩あるいて20分ぷんほどで、つくはずだ。

「はい！　アスカ先せん輩ぱい！」

　わたしの左ひだりどなりに奏かなでがやってきて、左ひだり腕うでを手てにとる。

「うん。いこう」

　同どう時じに、私わたしの右みぎ腕うでを、アリー先せん輩ぱいが遠えん慮りょがちにつかんでくる。

　………………え？　な、なにごと？

「え～と。２人ふたりとも歩あるきにくくない？」

　と言いってみるけど、

「いいんです、これで」「問もん題だいない」

　えーっ？

　……まあ、２人ふたりが言いうならいっか。

　スカイタワーへの歩ほ道どうはかなり広ひろいから、わたしたちが横よこにならんでも、通つう行こう人にんの邪じゃ魔まにはならないし。

　ちょっと歩あるきにくいけど、そのまま３人にんで歩あるいていくことにする。

　さあ、今日きょうは目めいっぱい楽たのしむぞ！







　　　　３　クライミングで、いざ勝しょう負ぶ！







　歩ほ道どうが少すこし混こんでいたこともあって、スカイタワーにつくのには、30分ぷんほどかかった。

　お休やすみの日ひだけあって、けっこう人ひとが多おおい。

　真ま下したから見み上あげると、スカイブルータワー、スカイイエロータワー、スカイレッドタワーの３つのタワーが、てっぺんが見みえないぐらい高たかく、そびえ立たっている。

「前まえにきたときにも思おもいましたけど、このタワーの迫はく力りょくには、びっくりしますね」

　奏かなでがタワーを見み上あげて、ほう、とため息いきをついている。

「ここでは、いろいろ事じ件けんがおきてるけど、そのわりには、人ひとが減へったりしないよね」

　ビルに爆ばく弾だんがしかけられたり、人ひとがおそわれる事じ件けんがあったり、この間あいだもお店みせで爆ばく発はつがあったりと、ふつうに考かんがえたら、お客きゃくがいなくなりそうなものだけど。

「事じ件けんが起おきるたびに、きちんと対たい策さくを考かんがえて、それをお客きゃくさんにわかるように説せつ明めいしているから──らしい」

　アリー先せん輩ぱいが言いう。

「そうみたいですね。事じ件けんの原げん因いんが、タワーのせいではないことははっきりしていますし、ビル側がわも、事じ件けんがあるたびに、対たい応おう策さくを発はっ表ぴょうしているので、かえって安あん心しんできるみたいです」

　奏かなでも答こたえる。

「２人ふたりとも、くわしいね？」

　わたしは、ぜんぜん知しらなかったんだけど。

「ここに遊あそびにくることが決きまってから、調しらべました！」

「……ニュースで見みた」

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいが、そろって自じ慢まんげに笑わらう。

　とはいっても、アリー先せん輩ぱいの「笑えみ」は、奏かなでには伝つたわらなかったかもしれないけど。

　やっぱり、２人ふたりとも、頭あたまがいい。

　でも、わたしだって今こん回かいのために、遊あそび場ば所しょについては、しっかり調しらべてきたからね。

「最さい初しょはスカイイエロータワーにいくのはどうかな。体たい験けん型がたアトラクションとか、遊あそべるところがいっぱいあるし」

　わたしは、アリー先せん輩ぱいと奏かなでに提てい案あんする。

「はい、そうしましょう！」

「楽たのしみ」

　さっそく、３人にんでスカイイエロータワーにむかう。

　スカイイエロータワーに入はいると、外そとの暑あつさとうってかわって、クーラーがきいていて、ひんやりとすずしい。

　タワー内ないも人ひとが多おおいけれど、お客きゃくが３つのタワーに分わかれるせいか、歩あるくのにこまるほどじゃない。

「体たい験けん型がたアトラクションは、10階かいかな」

　わたしは、スマホでスカイイエロータワーの案あん内ない図ずを確かく認にんする。

「エレベーター、あそこにありますよ」

　奏かなでが言いって、３人にんでエレベーターに乗のりこむ。

　10階かいにたどりつくと、とりあえず、フロアを歩あるいてみることにする。

　最さい新しんのＶブイＲアールゲームや、体からだにセンサーをつけて、運うん動どうをするゲームなど、いろいろなものがある。

「あれ！　やりたいです！」

　奏かなでが立たちどまる。

　奏かなでが指ゆびさしたほうを見みると、スポーツクライミングのコーナーになっている。

　インストラクターの人ひとがいて、はじめての人ひとには教おしえてくれるみたい。

「スポーツクライミングか、いいね！　アリー先せん輩ぱいはやったことありますか？」

　わたしの問といに、アリー先せん輩ぱいは首くびをふる。

「やったこともないし、どういうものかも、よく知しらない」

　アリー先せん輩ぱいは、ピンときていないみたい。

　知しらない人ひとには、あまり見みる機き会かいがないスポーツだもんね。

　スポーツクライミングっていうのは、崖がけを登のぼることを身み近ぢかなスポーツにしたものなんだ。

　垂すい直ちょくに立たった壁かべに、カラフルな色いろをした、ホールドっていう手てや足あしをかける場ば所しょがついていて、それを伝つたって壁かべを登のぼっていく、というスポーツ。

　速はやさを競きそったり、傾けい斜しゃのある難むずかしい壁かべを登のぼったり、いろいろな種しゅ目もくがある。

　オリンピック競きょう技ぎにもなってるんだよね。

「……という感かんじです」

　わたしが、説せつ明めいすると、アリー先せん輩ぱいはすぐにうなずいた。

「だいたい、わかった。ちょっと興きょう味みがある」

「ならわたし、登のぼり方かたを教おしえますよ！」

　トレーニングで、経けい験けんはけっこうあるから、基き本ほんくらいは教おしえられる。

「あ、緋ひ笠がさ先せん輩ぱいばっかりずるいです！　わたしも！　わたしも！」

　奏かなでが、わきから、わたしとアリー先せん輩ぱいの間あいだに、割わって入はいってくる。

「奏かなでは経けい験けん者しゃだし、かなり得とく意いなんでしょ」

　わたしは、奏かなでにジト目めをむける。

　奏かなでがスポーツクライミングが得とく意いだっていう話はなしは、前まえに本ほん人にんからきいたことだし。

　いつもの動うごきを見みていれば、それもそうだろうね、っていう身みがるさだし。

「むうぅ…………なら、アスカ先せん輩ぱいとクライミング勝しょう負ぶがしたいです！」

　奏かなでが、今こん度どはちがう提てい案あんをしてくる。

　勝しょう負ぶかぁ。

　そういえば、奏かなでとそんなふうに、スポーツで競きそったことって、なかったかも。

「それならやってもいいけど……アリー先せん輩ぱいはどうしますか？」

「２人ふたりの対たい決けつを見みてる。がんばって」

　アリー先せん輩ぱいの表ひょう情じょうが、ほんのわずかに変かわって、わたしと奏かなでの勝しょう負ぶに、わくわくしているのがわかる。

「それじゃあ、見みててください！」

「負まけませんよ、アスカ先せん輩ぱい」

　奏かなでの気き合あいが入はいっている。

「わたしだって、こういうのは得とく意いだから負まけないよ」

　わたしたちは、インストラクターの人ひとに、２人ふたりとも経けい験けん者しゃだということを説せつ明めいしてから、コースを借かりる。

　勝しょう負ぶは簡かん単たん。

　15メートルの同おなじコースが２つならぶ壁かべを、合あい図ずでいっしょにスタート。

　早はやく頂ちょう上じょうまで登のぼりきったほうが、勝かち。

「スピード」ともよばれるルールの、クライミングだ。

　わたしと奏かなでは動うごきやすいかっこうになって、専せん用ようのくつも借かりる。

　安あん全ぜんのために、ハーネスとよばれる道どう具ぐを腰こしのあたりにつけて、ロープで壁かべと結むすびつける。

　これで、途と中ちゅうで落おちても、床ゆかに激げき突とつする心しん配ぱいがない。

　下したはクッションになっているけど、15メートルの高たかさからだと、クッションの上うえでも、落おちたらあぶないからね。

　わたしと奏かなでは、壁かべの前まえに、それぞれ立たつ。

　いつの間まにか、まわりの人ひとたちの目めがわたしたちに集あつまってる。

　その一いち番ばん前まえには、アリー先せん輩ぱいのすがたもある。

　わたしは、奏かなでを見みる。

　めずらしく、奏かなでは口くち数かず少すくなく、じっと壁かべを見みあげている。

　どのホールドをとって登のぼっていくか、イメージを作つくっているんだと思おもう。

　集しゅう中ちゅうしているのが、見みているだけで伝つたわってくる。

　わたしも、奏かなでから壁かべに視し線せんをうつす。

　大おおきく１回かい深しん呼こ吸きゅうして、頭あたまを切きりかえる。

「はじめます」

　インストラクターの人ひとが、声こえをかけてくれる。

「はい、大だい丈じょう夫ぶです」「お願ねがいします」

　奏かなでとわたしがそろって答こたえる。

　　　ブ────！

　開かい始しを知しらせる音おとが鳴なり、わたしと奏かなでは、同どう時じに壁かべにとりついて、一いっ気きに登のぼりはじめる。

　スピードを競きそう壁かべだから、それほど難むずかしいコースには作つくられていない。

　だけど、一いっ瞬しゅん、気きを抜ぬけば落らっ下かするぐらいには、難むずかしい。

　その壁かべを、奏かなではかるがると登のぼっていく。

　わたしより速はやい。
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　だけど、わたしはあわてずに、自じ分ぶんのペースで登のぼっていく。

　あと７メートル。

　壁かべの半はん分ぶんをすぎたところで、奏かなでの登のぼるペースが少すこし落おちてきた。

　頂ちょう上じょうまで、まだ３メートル。

「ふぅ！」

　わたしは息いきをつき、ペースを上あげて奏かなでを逆ぎゃく転てんする。

　そのまま、一いっ気きに頂ちょう上じょうにタッチして、ゴールする。

　ほんの１秒びょうおくれて、奏かなでが頂ちょう上じょうにたどりつく。

「ああ…………負まけたぁ～～～。クライミングならアスカ先せん輩ぱいに、勝かてると思おもったのにぃ」

　奏かなでが、天てんをあおいでくやしがっている。

「そう簡かん単たんには負まけないよ」

　けっこう、危あぶなかったけどね。

　後こう半はんになって、奏かなでの腕うでにつかれが出でてこなかったら、あそこで追おいつけなかったかも。

「アスカ先せん輩ぱいは、まだ余よ裕ゆうがありそうですね。わたしは全ぜん力りょくいっぱいだったのに」

　地ち上じょうにおりると、奏かなでが手てのひらをプルプルとふっている。

　全ぜん力りょくを出だしたから、少すこししびれているのかも。

　それに対たいして、わたしはまだまだ、つかれはまったくないからね。

「そんなことないよ。あれ以い上じょう、速はやくは登のぼれないし」

　わたしはいつも、持じ久きゅう力りょくを中ちゅう心しんに鍛きたえているから、１時じ間かんだって登のぼりつづけられるけど、速はやく登のぼるのには、そこまでむいていない。

　レッドとして必ひつ要ようなのって、一いっ瞬しゅんの速はやさも大だい事じだけど、長ながい間あいだ、動うごきつづける持じ久きゅう力りょくのほうだったりするからね。

　敵てきの真まん中なかで、力ちからつきて動うごけなくなったりしたら、こまるから。

　…………そんなこと、奏かなでには言いえないけどさ。

「２人ふたりとも、すごかった」

　アリー先せん輩ぱいが、両りょう手てにスポーツドリンクを持もって、近ちかよってくる。

「ありがとうございます。見みててどうでしたか？」

　ドリンクを受うけとって、アリー先せん輩ぱいにきく。

「やってみたくなった」

　アリー先せん輩ぱいにしてはめずらしく、はっきりとわかるぐらい、表ひょう情じょうが変かわっていた。

　そんなにおもしろがってもらえたなら、勝しょう負ぶしたかいがあったかな。

　奏かなでも、得とく意いな顔かおだ。

　そのあと、わたしと奏かなでは、インストラクターの人ひとに、競きょう技ぎとして本ほん格かく的てきにやってみないか、と熱ねっ心しんにさそわれたけど、それは断ことわって……アリー先せん輩ぱいに登のぼり方かたを教おしえたりして、楽たのしんだ。







　　　　４　イエロータワーのクイズ女じょ王おう!?







「あれは、なに？」

　スポーツクライミングのコーナーをはなれて、スカイイエロータワー内ないを歩あるいていると、アリー先せん輩ぱいが足あしを止とめて、首くびをかしげる。

　なにか気きになるものが、あったらしい。

　わたしも目めをむけるけど、液えき晶しょう画が面めんがならんでいて、いったいなにをする場ば所しょなのかは、わからない。

「クイズコーナーみたいですよ？」

　奏かなでが、スマホの画が面めんを見みながら言いう。

　スマホに、スカイイエロータワーの案あん内ない図ずを表ひょう示じさせてるみたい。

「クイズコーナー？　そんなふうに見みえないけど、どういうルールなんだろう」

　そのとき、

「イエロータワークイズ王おう決けっ定てい戦せん！　ただいま参さん加か者しゃ募ぼ集しゅう中ちゅうです。３人にん一ひと組くみで参さん加かできます！」

　そのコーナーにいた女じょ性せいが、声こえをあげた。

　なるほど。

　３人にん一ひと組くみで参さん加かするタイプのクイズゲームなんだ。

　体からだを動うごかすだけじゃなくて、頭あたまを使つかうタイプのアトラクションもあるんだね。

「やってみたい」

　アリー先せん輩ぱいは、興きょう味みしんしんらしい。

「おもしろそうですね！　ちょうどわたしたちも３人にんだし」

　奏かなでも乗のり気きだ。う～ん……。

「でも……クイズだと、わたしはあまり力ちからになれないと思おもうけど……」

　正しょう直じきに言いって、クイズはそんなに得とく意いじゃない。

　アリー先せん輩ぱいの頭あたまのよさは、いっしょに旅りょ行こうにいったとき、ケイとのチェス対たい決けつを見みて知しっているし、奏かなでだって、成せい績せきがいい以い上じょうに、雑ざつ学がくにくわしい子こなんだよね。

　わたしは、頭ず脳のうについては、ケイにたよってるからなあ……。

　と思おもっていると、

「大だい丈じょう夫ぶ。アスカのぶんも、がんばる」

　アリー先せん輩ぱいが、やる気きだ。

　両りょう手てをぎゅっとにぎって、わたしのほうを見みつめてくる。

　うぅ……そんな目めで見みられたら、やらないなんて言いえないですよ。

「わかりました。参さん加かしましょう」

　わたしは、参さん加か者しゃを募つのっていた女じょ性せいに、声こえをかけて、参さん加か希き望ぼうを伝つたえる。

　すると、すぐにべつの女じょ性せいがやってきて、ルール説せつ明めいをしてくれた。

　イエロータワークイズ王おう決けっ定てい戦せんは、３人にん一ひと組くみで挑ちょう戦せんするクイズ。

　制せい限げん時じ間かんの５分ふん以い内ないに、何なん問もん正せい解かいできるか、スコアで勝しょう負ぶする。

　難むずかしい問もん題だいはポイントが高たかく、簡かん単たんな問もん題だいはポイントが低ひくい。

　１つの問もん題だいにたいして、１回かいしか答こたえることができなくて、まちがえたら次つぎの問もん題だいにうつる。

　簡かん単たんな問もん題だいをたくさん答こたえる方ほう法ほうや、少すこし時じ間かんがかかっても難むずかしい問もん題だいに挑ちょう戦せんしてポイントをかせぎにいくなど、戦せん術じゅつ的てきな要よう素そもある、らしい。

　戦せん術じゅつとかのあたりは、奏かなでが説せつ明めい係がかりの女じょ性せいに質しつ問もんしてるのを、きいてただけなんだけど。

　クイズ番ばん組ぐみみたいなイメージとちがって、ほかの参さん加か者しゃと競きそうわけじゃなく、あくまでスコアで勝しょう負ぶするっていうのは、緊きん張ちょうしなくていいかも。

　でも、参さん加かしている様よう子すは、モニターでほかの人ひとが見みられるようになってるらしいけど。

　係かかりの女じょ性せいに案あん内ないされて、クイズの会かい場じょうにむかう。

　そこはさっき見みた、液えき晶しょう画が面めんがならんでいる場ば所しょ。

　シートの正しょう面めんには、40インチの大おお型がた液えき晶しょうテレビみたいな画が面めんがあり、手て元もとの台だいに赤あかいボタンがおいてある。

　このボタンを押おすことで、解かい答とう権けんが得えられるみたい。

　これは、たまにテレビのバラエティ番ばん組ぐみとかで、見みるやつにそっくりだ。

　ううぅ……さっきのスポーツクライミングより、緊きん張ちょうしてきたかも。

　ボタンの前まえ中ちゅう央おうにアリー先せん輩ぱい、左ひだりにわたしで、右みぎに奏かなでが座すわる。

　気き合あいの入はいっているアリー先せん輩ぱいに、ボタンを押おしやすい位い置ちにいてもらう作さく戦せん。

「それでは、準じゅん備びはよろしいですか？」

　係かかりの人ひとに言いわれて、わたしは、２人ふたりを見みる。

「問もん題だいない」

　アリー先せん輩ぱいが答こたえる。

「いつでもいけますよ！　緋ひ笠がさ先せん輩ぱいにも負まけませんから！」

　奏かなで、チーム内ないでは争あらそわなくていいんだからね。

　奏かなでの気き合あいが入はいりすぎなのが気きになるけど、いけそうかな。

「大だい丈じょう夫ぶです。よろしくお願ねがいします」

　わたしは、係かかりの女じょ性せいに返へん事じをする。

「では、開かい始しします。……イエロータワークイズ王おう決けっ定てい戦せん、スタート!!」

　かけ声ごえと同どう時じに、目めの前まえの40インチの画が面めんに、パッと問もん題だいが表ひょう示じされる。


『昔むかしの人ひとには地ち球きゅうを中ちゅう心しんにして、ほかの星ほしがまわりをまわっている天てん動どう説せつが信しんじられていましたが、それに異いを唱となえ、地ち球きゅうのほうが動うごいている地ち動どう説せつを提てい唱しょうしたのはだれ？』



　男だん性せいの声こえで、問もん題だいが読よみあげられる。

　……って、ぜんぜんわからないんだけど！

　わたしが、あせりそうになっていると……。

　　　ポン！

　アリー先せん輩ぱいが、すばやくボタンを押おしている。

「コペルニクス」

　　　ピンポンピンポン！

　アリー先せん輩ぱいの答こたえは正せい解かいだったらしく、画が面めんにも大おおきく〇と表ひょう示じされる。

　そのまま、次つぎの問もん題だいが表ひょう示じされる。


『三さん権けん分ぶん立りつは、立りっ法ぽう権けん、行ぎょう政せい権けん、司し法ほう権けんに権けん力りょくを分わけることですが、それぞれの権けん力りょくを持もっているのは、どこ？』



　　　ポン！

　またアリー先せん輩ぱいがボタンを押おす。

「立りっ法ぽう権けんは国こっ会かい、行ぎょう政せい権けんは内ない閣かく、司し法ほう権けんは裁さい判ばん所しょ」

　　　ピンポンピンポン！

　す、すごっ!?

　アリー先せん輩ぱいは、問もん題だいの読よみあげが終おわる前まえに、すでにボタンを押おしていた。

　つまり、質しつ問もんを見みた瞬しゅん間かんには、答こたえがわかっていたらしい。

　奏かなでもおどろいた顔かおをしている。

　そこからも、アリー先せん輩ぱいの快かい進しん撃げきはすごかった。


『カイロが温あたたかくなるのはどうして？』



「酸さん化か反はん応のう」

　　　ピンポンピンポン！


『アメリカの初しょ代だい大だい統とう領りょうはジョージ・ワシントンですが、２代だい目め大だい統とう領りょうはだれ？』



「ジョン・アダムズ」

　　　ピンポンピンポン！

　アリー先せん輩ぱいは、次つぎ々つぎと答こたえる。

　問もん題だいがどんなジャンルでも関かん係けいない。

　とにかく、出でてくる問もん題だいはすべて解といていく。
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「しゅーりょー！　５分ふんたちました」

　係かかりの人ひとが、終おわりをつげる。

　途と中ちゅう、雑ざつ学がくの質しつ問もんに奏かなでが２～３問もん答こたえたけど、それ以い外がいは全ぜん部ぶアリー先せん輩ぱいが答こたえてしまった。

「はあぁ……」

　アリー先せん輩ぱいが、ボタンに前まえのめりだった体からだをのばして、息いきをはく。

「すごいですよ、アリー先せん輩ぱい！」

「緋ひ笠がさ先せん輩ぱい、なんであんなに速はやく答こたえられるんですか！　競きそうどころじゃなかったですよ」

　わたしと奏かなでは、思おもわず両りょうどなりからアリー先せん輩ぱいに抱だきつく。

「…………。勉べん強きょうしたから？」

　アリー先せん輩ぱいは、とまどった顔かおで答こたえる。

　勉べん強きょうしたからって、こんなに答こたえられるのはすごい！

　だけど、アリー先せん輩ぱいには、すごいことをしたという気き持もちはなさそうだ。

「得とく点てんが出でます！」

　係かかりの女じょ性せいが言いって、わたしたちは画が面めんに注ちゅう目もくする。


『３４０点てん』



　画が面めんに点てん数すうが表ひょう示じされる。

　だけど、この表ひょう示じだけだと、高たかいのか低ひくいのか、わからない。

　そのあとに画が面めんが切きりかわり、今いままでの参さん加か者しゃの順じゅん位いが表ひょう示じされる。

「すごいです！　３４０点てんは現げん在ざいのトップと同おなじ、トップタイのスコアになります！」

　係かかりの人ひとが、声こえをはりあげる。

　うしろから、おおっ！　という声こえがきこえて、びっくりしてふり返かえると、はじまる前まえより人ひとが集あつまっていた。

　クイズに集しゅう中ちゅうしすぎて、気きがつかなかったよ。

「前ぜん回かい、このスコアを出だしたのは、有ゆう名めい大だい学がく生せいが組くんだチームでした。それとならぶ、すばらしいスコアです。みなさん、この３人にんの女じょ子し中ちゅう学がく生せいたちに、ぜひ拍はく手しゅを！」

　　　パチパチパチパチ！

　係かかりの人ひとが、紹しょう介かいしてくれたおかげで、見みていた人ひとが拍はく手しゅしてくれる。

　３人にん組ぐみといっても、わたしはなにもしてないし、ほとんどアリー先せん輩ぱいのおかげなんだけどね。

「やっぱり、わたしはぜんぜん役やくにたてなかったですねえ」

　最さい初しょからそうだろうと思おもってたから、気きにしてないけど。

　そのとき、アリー先せん輩ぱいが、くるりとわたしのほうをむく。

　真しん剣けんな目めで見みつめてくる。

　え、なに？

「そんなことない。アスカが横よこにいたから、安あん心しんしてクイズに集しゅう中ちゅうできた」

　アリー先せん輩ぱいが、首くびを横よこにふって、はっきりと言いいきる。

「そうですよ！　これは３人にんでとったスコアなんですから！」

　奏かなでも言いう。

　まあ……２人ふたりがそう言いうなら。

　でも、今こん度ど挑ちょう戦せんする機き会かいがあったら、何なん問もんかでも、自じ分ぶんが答こたえられるようになりたいな。

　そのためにも、もっと勉べん強きょうしないとなぁ。

「満まん足ぞく。……２人ふたりとも、付つき合あってくれてありがとう」

　クイズコーナーからはなれると、アリー先せん輩ぱいがわたしと奏かなでに、お礼れいを言いう。

「アリー先せん輩ぱいが楽たのしめたなら、よかったです！」

　わたしの言こと葉ばに、奏かなでも大おおきくうなずいている。

「ところで、そろそろ、お腹なかすきません？」

　奏かなでが、お腹なかをおさえて言いう。

　たしかに、体からだも動うごかして、頭あたまも働はたらかせたから、お腹なかがへってきてる。

　時と計けいを見みると、お昼ひるにはちょっと早はやいけど、タワー内ないの人ひとごみを考かんがえたら、早はやいぐらいがいいのかも。

「そうだね。そろそろ、お昼ひるご飯はん食たべにいこっか」

「さんせーい！」

「お腹なかへった」

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいの元げん気きな返へん事じで、お昼ひるご飯はんを食たべにいくことが決きまった。







　　　　５　人じん生せい初はつのハンバーガー!?







　お昼ひるご飯はんを食たべるため、わたしとアリー先せん輩ぱいと奏かなでは、スカイブルータワーにやってきた。

　スカイブルータワーは、レストランなど食しょく事じができるところが、集あつまっているんだよね。

　高こう級きゅうな値ね段だんのお店みせから、安やすくて気きがるに食たべられるところまで。

　いろいろなお店みせがそろっているのが、いいところなんだ。

「なにか、食たべたいものはある？」

　わたしは、奏かなでとアリー先せん輩ぱいにきく。

「う～ん……なにがいいかなぁ。ラーメンもいいし、お好このみ焼やきも……」

　奏かなでが、フロアの電でん子し掲けい示じ板ばんに表ひょう示じされている、案あん内ない図ずを見みながら、迷まよっている。

　あれだと奏かなではすぐには、決きめられなそうだ。

　アリー先せん輩ぱいは、どうかな？

「………………ハンバーガー」

「えっ？」

「ハンバーガーを、食たべてみたい」

　アリー先せん輩ぱいが、ぽつりと言いう。

「ハンバーガーですか？　……ん、今いま、食たべてみたい、って？」

　わたしは、アリー先せん輩ぱいの言いい方かたにひっかかりをおぼえて、首くびをかしげる。

「もしかして、緋ひ笠がさ先せん輩ぱいって、ハンバーガーを食たべたことが、なかったり？」

　奏かなでが、おそるおそるといった様よう子すでたずねる。

「うん。ない」

　アリー先せん輩ぱいが、コクリとうなずく。

　う、うそ……そんなことって……！

　わたしと奏かなでは、顔かおを見みあわせると、同どう時じに深ふかくうなずきあう。

「それは、今日きょう食たべましょう！　絶ぜっ対たいに!!」

　奏かなでが、アリー先せん輩ぱいにぐいっとせまる。

「……そう？」

　アリー先せん輩ぱいは、奏かなでのいきおいにびっくりした顔かおになってる。

「たしか、スカイブルータワーにはハンバーガー屋やさんが５軒けんあるよね。でも、はじめて食たべるなら、どこがいいかなあ……」

　わたしは、スマホでスカイブルータワーの案あん内ない図ずを見みながら、ハンバーガー屋やさんを選えらぶ。

「ハンバーガーなら、どこでもいい」

　アリー先せん輩ぱいが、わたしと奏かなでを不ふ思し議ぎそうに見みながら言いう。

「どこでもよくないです！　アリー先せん輩ぱいには絶ぜっ対たいに、今日きょう食たべられてよかったと思おもうハンバーガーを、食たべてもらいます!!」

　わたしは、はっきりと宣せん言げんする。

　そこは、ゆずれない。

「アスカ先せん輩ぱい。こことか、いいんじゃないですか？」

　奏かなでが、スマホで表ひょう示じされたお店みせを、見みせてくる。

「悪わるくないけど、ここはハンバーガーの種しゅ類るいが少すくないんだよね。メニューにバリエーションがある、こっちのほうがよくない？」

　わたしと奏かなでの本ほん気き具ぐ合あいに、アリー先せん輩ぱいがきょとんとした顔かおをしているけど、今いまは後あとまわしだ。
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「どうして、２人ふたりともそんなに本ほん気き？」

「それはもちろん、おいしいものが食たべたいからですよ！」

「とくにこれは、アリー先せん輩ぱいがはじめて食たべるハンバーガーなんだし、それで今こん後ごのアリー先せん輩ぱいのハンバーガーへの気き持もちも決きまるから、とっても重じゅう要ようですっ!!」

　アリー先せん輩ぱいの質しつ問もんに、わたしと奏かなでは言いいきる。

　わたしも奏かなでも、ハンバーガーはかなり好すきなんだよね。

　以い前ぜん、奏かなでと、どこの店みせのハンバーガーがおいしいかで、昼ひる休やすみを３日かぐらいかけて、話はなしあったぐらい。

　アリー先せん輩ぱいには、今日きょう、最さい高こうのハンバーガーとの出で会あいを、してもらいたい。

「……わかった。お店みせは２人ふたりにまかせる」

　アリー先せん輩ぱいは、いまいち理り解かいできていない表ひょう情じょうなものの、まかせておくことにしたらしい。

　それならば、とわたしと奏かなではさらに話はなしあう。

　結けっ局きょく、10分ぷんほど奏かなでと話はなして、メニューのバリエーションの多おおいほうのハンバーガー屋やさんにいくことにした。

　混こみあう前まえに、とさっそくむかうと、お昼ひるには少すこし早はやい時じ間かんということもあって、そこまでお客きゃくは多おおくない。

　これなら、ゆっくりと店てん内ないで食たべられそうだ。

「なにをたのめばいい？」

　注ちゅう文もんの列れつにならびながら、アリー先せん輩ぱいがきいてくる。

「オーソドックスなハンバーガーもありますし、ちょっと変かわったものが挟はさんであるのもありますから。好すきなものが、一いち番ばんですよ。アドバイスとしては、飲のみ物ものをセットにしたほうがいいです。のどがかわいていると思おもうので」

　食しょく事じ選えらびは、気きになったものや、好すきなものが入はいっているのを、自じ分ぶんで選えらぶのが一いち番ばんだと思おもう。

　アリー先せん輩ぱいにとっては、はじめて選えらぶハンバーガーだ。

　自じ分ぶんが気きになったものを、食たべてほしい。

　わたしのおすすめもあるけど、それはまた次つぎのときにすればいいし。

「わかった。むぅ……」

　アリー先せん輩ぱいは、メニュー表ひょうをじいっと見みつめて迷まよってから、肉にく厚あつなトマトとハンバーグが挟はさんである、オーソドックスなハンバーガーに決きめたらしい。

　列れつの自じ分ぶんの番ばんになると、注ちゅう文もんしている。

　わたしは、チーズ入いりのハンバーガーと野や菜さいたっぷりのハンバーガーの２つ、奏かなではチキンカツ入いりのハンバーガーを、それぞれ飲のみ物ものとセットで頼たのむ。

　店てん内ないの空あいている席せきにすわり、ハンバーガーができあがるのを待まつ。

　アリー先せん輩ぱいが、そわそわとして落おちつかない様よう子すでいる。

「先せん輩ぱい、今いままで、ハンバーガーを食たべる機き会かいがなかったんですか？」

　わたしは、気きになっていたことをきいてみる。

「なかった。こういうお店みせに入はいることに、家か族ぞくがあまりいい顔かおをしなかった」

「そうなんですね……」

　きびしいおうち、ということなのかな。

　だとすると、今いま、この店みせに入はいってよかったのか、気きになるところだけど……。

　奏かなでもちょっと心しん配ぱいそうな顔かおになってる。

「今いまは、問もん題だいない。家か族ぞくも気きにしていない」

　アリー先せん輩ぱいが、わたしと奏かなでの表ひょう情じょうに気きづいたらしく、先さき回まわりして答こたえてくれる。

「それならよかったです」

　そのうち、店てん員いんさんができあがったハンバーガーを、席せきに持もってきてくれた。

　トレイごと受うけとって、それぞれの前まえに、自じ分ぶんのたのんだハンバーガーをならべる。

「これが……実じつ物ぶつの、ハンバーガー……」

　アリー先せん輩ぱいが、そっとハンバーガーの包つつみ紙がみを半はん分ぶん開ひらいて、ちょこんとかじる。

　食たべ方かたは知しっていたらしい。

　わたしと奏かなでは、そんなアリー先せん輩ぱいを、息いきをのんでじっと見みつめる。

「…………おいしい」

　アリー先せん輩ぱいは、ゆっくりと味あじわってから、一ひと言ことつぶやく。

　わたしと奏かなでは、ほっと息いきをつく。

「じゃあ、わたしたちも。いただきます！」

「いただきます！」

　わたしと奏かなでも、自じ分ぶんのハンバーガーにとりかかる。

　食たべはじめると、運うん動どうしたり頭あたまを使つかったりしたあとなので、お腹なかがすいていて、あっという間まに、ぺろりと食たべ終おわる。

　アリー先せん輩ぱいもハンバーガーを、残のこさず食たべていたから、満まん足ぞくしてくれたと思おもう。

　トレイを片かたづけて、お店みせを出でたところで、アリー先せん輩ぱいが立たち止どまる。

「アリー先せん輩ぱい、どうかしました？」

　わたしはふり返かえって、アリー先せん輩ぱいにきく。

「…………アスカ、奏かなで。ありがとう。とても、おいしかった」

　アリー先せん輩ぱいはそう言いって、わずかに笑えみをうかべる。

　ふだん、表ひょう情じょうを変かえないアリー先せん輩ぱいだけど、今いまのは、奏かなでにも笑わらったことがはっきり伝つたわったはずだ。

　奏かなでがうれしそうに、わたしを見みてくる。

　わたしも、奏かなでにうなずき返かえす。

「また、いっしょにきましょうね！　今こん度どはわたしのおすすめを教おしえます」

　奏かなでが身みを乗のりだして、アリー先せん輩ぱいに言いう。

「楽たのしみ。今日きょう、アスカと奏かなでが食たべてるのもおいしそうだったし、ハンバーガーが奥おく深ぶかいってわかった」

　アリー先せん輩ぱいも、うれしそうだ。

　ハンバーガーとの出で会あいは、うまくいったってことでよさそう。

　アリー先せん輩ぱいと奏かなでも、いつの間まにかなかよくなったみたいで、よかった。

　さて、次つぎだけど……。

　お腹なかもいっぱいになったことだし、少すこしゆっくりしたいところだよね。

　どこに、いこっかなー。







　　　　６　アスカのスタイリング勝しょう負ぶ!?







「これなんて、どうですか!?」

「むむっ……それもいいけど、アスカにはこっちのほうが合あう」

「ああっ！　似に合あう、似に合あうけど、これだって……」

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいが、代かわる代がわる言いいあっている。

　ここはスカイブルータワーにある、リーズナブルな値ね段だんのアパレルショップ。

　お腹なかがいっぱいだから、のんびり見みてまわれるところということで、スカイブルータワーのファッションのフロアにやってきたのだけれど……。

　なぜか、はじまったのがアリー先せん輩ぱいと奏かなでによる「どちらがアスカに似に合あう服ふくを選えらべるか」勝しょう負ぶ。

「ど、どうして、こうなったの……？」

　アリー先せん輩ぱいと奏かなでが、次つぎ々つぎと持もってきては、わたしにあてがう服ふくに、とまどう。

　アリー先せん輩ぱいも奏かなでも、自じ分ぶんの服ふくを選えらべばいいのに、なぜか、わたしの服ふくを選えらんでくる。

　しかも、２人ふたりともぜんぜん別べつの方ほう向こうの服ふく。

　だけど、それぞれに服ふくのセンスがいい。

　選えらんできては、わたしに服ふくをあてて、似に合あうかどうかチェックして、おたがいをうならせてる。

　…………２人ふたりが、すっかりなかよくなったのはうれしいけど……こういうことには、なれてなくて、どういう顔かおをしてればいいのか、こまる。

　今いまは、わたしだったら選えらばなそうな、ガーリーなワンピースをアリー先せん輩ぱいが、わたしに合あわせている。

　わたしとしては、これはさすがに似に合あわないんじゃ、と思おもうものの、奏かなでもアリー先せん輩ぱいも、口くち々ぐちに「似に合あう！」と言いう。

　奏かなでが選えらんでくるのは、ストリート系けいの洋よう服ふく。

「むむむぅ……。緋ひ笠がさ先せん輩ぱいのセンス、わたしにはないタイプで、くやしいけどすごくいいです」

「奏かなでの持もってくる服ふくも、アスカに合あっている。見みる目めがある」

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいはおたがいにそう言いって、わたしそっちのけで、うなずきあっている。

　でも、もうそろそろ限げん界かいだよ。

　２人ふたりに代かわる代がわるほめられてるせいで、まわりの人ひとにも注ちゅう目もくされちゃって、さすがに……。

　演えん劇げき部ぶの舞ぶ台たいの上うえで注ちゅう目もくされるのとは、ぜんぜんちがって、ほおが熱あつくなる。

「ふ、２人ふたりとも、スト────ップ!!　わたしの服ふくばっかり選えらんでないで、自じ分ぶんのも選えらぼうよ」

　わたしが、とうとう恥はずかしさに我が慢まんできなくなって、奏かなでとアリー先せん輩ぱいに言いう。

「ええーっ、アスカ先せん輩ぱいの服ふくを選えらぶのが、楽たのしいのに！」

「選えらびがいがある」

　奏かなでもアリー先せん輩ぱいも、なぜか不ふ満まんげな顔かおをしてる。

「そんなことないよ。２人ふたりの服ふくだって選えらぶの楽たのしいよ。ね？」

　わたしは、真面目まじめな顔かおでお願ねがいする。

「わかりました。なら、おたがいに似に合あうと思おもうものを提てい案あんしませんか」

「それがいい。奏かなでの服ふくも選えらんでみたい」

　わたしは、ほっと息いきをつく。

　よかった。ほめられすぎて、冷ひや汗あせをかくのって、はじめての経けい験けんだよ。

　そこからは、３人にんでどれが似に合あう、とおたがいに洋よう服ふくを選えらびあっていった。

　あっという間まに時じ間かんをすぎて、さすがにちょっとひと休やすみしよう……と、数すう軒けんめのお店みせを出でる。

　アリー先せん輩ぱいも奏かなでも、すごく楽たのしそうだ。

　わたしたちは、近ちかくにフルーツジュースのスタンドを見みつけて、入はいることにした。

　わたしがオレンジジュース、アリー先せん輩ぱいがグレープジュース、奏かなでがマンゴージュースだ。

「すっごく楽たのしかった！　アスカ先せん輩ぱいには、もっといろんな服ふくを着きてもらいたいです。ファッションモデルになってもいいくらい！」

「うん。どれも似に合あってた」

「そ、そんなことないから。それにいろんな服ふくを買かうって言いっても、おこづかいが足たりないよ」

　結けっ局きょく、洋よう服ふくは買かっていない。

　おこづかいだと、そんな簡かん単たんに洋よう服ふくを買かったりできないし。

「それはそうですよねー」

　奏かなでは深ふかくうなずくものの、アリー先せん輩ぱいは、きょとんとしている。

　……もしかして、アリー先せん輩ぱいの家いえって、すごくお金かね持もちなのかな？

　ハンバーガーを食たべたことがなかったし、おこづかいが足たりないって話はなしに、ピンときてないみたいだし……。

　そんなことを考かんがえながら、ジュースを飲のんでいると、

「…………あれ？」

　不ふ意いに、奏かなでが声こえをあげる。

「どうかした、奏かなで？」

　わたしが奏かなでを見みると、けげんそうな顔かおをしている。

「いえ、あそこの男おとこの子こなんですけど……」

　奏かなではそう言いって、目めでしめす。

　奏かなでの視し線せんの先さきをたどっていくと、５歳さいぐらいの男おとこの子こが、フロアのはしに立たっている。

　その男おとこの子こにむかって、20代だい後こう半はんぐらいの女じょ性せいが、話はなしかけているところだ。

　べつに、変へんなところはなさそうに見みえる。

「あの男おとこの子こがどうかしたの？　お母かあさんと、いっしょにいるだけに見みえるけど」

「ううん。なんか変へん」

　アリー先せん輩ぱいも、気きになったらしい。

「そうなんですよ。なんだか、あの男おとこの子この様よう子すがおかしいっていうか……」

　奏かなでにそう言いわれて、あらためて見みてみる。

　……言いわれてみれば。

　たしかに、男おとこの子この様よう子すが、少すこしぎこちない感かんじはする。

　お母かあさんに対たいするしぐさというには、緊きん張ちょうしているような……。

　だけど、人ひとの事じ情じょうはそれぞれだし、ここから見みているだけでは、はっきりとはわからない。

　ただ……。

　それとは別べつに、気きになったことがあった。

　男おとこの子こではなくて、女じょ性せいのほう。

　なぜか、やたらと、まわりに視し線せんをやっている。

　その動うごきが、妙みょうに気きになる。

　男おとこの子このほうに気きをとられているのか、奏かなでは女じょ性せいのほうには気きづいていないらしい。

「もしかしたら、なんかのトラブルかも？　本ほん当とうはあの人ひとはあの子この親おやじゃなくて、誘ゆう拐かいされそうになってるとか！」

　奏かなでが、拳こぶしをギュッとにぎりこんで言いう。

「それは、考かんがえすぎだと思おもうけど……」

　わたしは、首くびをひねる。

　でも、トラブルっていう可か能のう性せいは、なくもない。

　たしかめるには……。

「────尾び行こうしてみればいい」

　アリー先せん輩ぱいが、ぽつりと言いう。

「いいですね！」

　奏かなでも、すぐに話はなしに乗のる。

　ええっ!?
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「ちょ、ちょっと、２人ふたりとも！　尾び行こうってそんなこと」

　わたしは、奏かなでとアリー先せん輩ぱいを止とめる。

　もし、本ほん当とうに事じ件けんだったら危あぶないし、なにもなかったら、ただの親おや子こ連づれのあとをつけることになる。それはそれで、問もん題だいだよ。

「なにもなければ、いいんです。もし、気きづかれたらあやまります。でも……もしあれが本ほん当とうに事じ件けんだったりしたら、ここで見みすごしたら、取とり返かえしがつかないかもしれません」

　奏かなでが、わたしのほうをむいて、真面目まじめな顔かおでうったえる。

　その顔かおは、なんだか、あの高こう校こう生せい探たん偵てい──奏かなでのお兄にいさんに、似にている気きがするよ。

　それに……。

　なにもあやしいところがない相あい手てなら問もん題だいだけど、さっきも考かんがえたとおり、わたしが見みても、気きになる点てんがある。

「……わかった。でも、あの２人ふたりがたしかに親おや子こだってわかったら、すぐに尾び行こうはやめるよ」

　なにもなければ、きちんとあやまろう。

「はい！」

「うん」

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいが、そろって大おおきくうなずく。

　２人ふたりが無む茶ちゃなことをしないか心しん配ぱいだけど、わたしがいっしょにいれば、大だい丈じょう夫ぶかな？

　……本ほん当とうに事じ件けんが起おきるって、決きまっているわけでもないんだし。

　ただ、いちおう保ほ険けんはかけておくべきだよね。

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいが、男おとこの子このほうを注ちゅう目もくしながら、いそいでジュースを飲のみほしてる間あいだに、わたしはこっそりと、スマホのトークアプリで連れん絡らくを入いれておく。

　メッセージの相あい手ては、七な音お。

　最さい近きん、旅りょ行こうと事じ件けんでいっしょになったこともあって、とくに用よう事じはなくてもメッセージをやりとりしたりして、けっこう仲なかがいいんだよね。

　怪かい盗とうと探たん偵ていが仲なかがいいっていうのは、どうなのかとは思おもうけど。

　でも、ケイからも止とめられてないし、七な音おとやりとりするのはおもしろいから、気き軽がるに連れん絡らくをとりあってる。

　七な音おに知しらせておけば、響ひびきにも連れん絡らくがいくだろうから。

　奏かなではあとで、尾び行こうなんて危あぶない真似まねをしたことを、怒おこられるかもしれないけど。

　それでも、事じ件けんだった場ば合あいを考かんがえて、七な音おに連れん絡らくを入いれておいたほうがいい。

　いざとなったとき、警けい察さつへも知しらせてもらえるし。

　男おとこの子こと、女じょ性せいが歩あるきだす。

「動うごきだしました！」

「ついていく」

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいが、立たちあがって、わたしをふり返かえる。

　わたしは、奏かなでとアリー先せん輩ぱいについていくかたちで、尾び行こうをはじめることになった。







　　　　７　わたしたちの正せい義ぎ感かん







　スカイブルータワー内ないの通つう路ろをいく男おとこの子こと女じょ性せいのあとを、わたしたちはそっと、ついていく。

　今いまは人ひとごみもあるから、尾び行こうがばれることより、見み失うしなわないようにすることが重じゅう要ようだ。

「尾び行こうをするの、はじめて」

　アリー先せん輩ぱいが、ちょっと緊きん張ちょうした様よう子すで言いう。

「ふつうの人ひとは、一いっ生しょう経けい験けんしないと思おもいますよ？」

　わたしは、アリー先せん輩ぱいに指し摘てきする。

　そうしないと、まちがったことを、おぼえちゃいそうだし。

「わたしは、経けい験けんありますけど？」

「奏かなで。また、お兄にいさんに怒おこられるよ」

「うっ……」

　わたしの言こと葉ばに、奏かなでがうめく。

　奏かなでは、たった１人ひとりで、タキオンの大だい拠きょ点てんに乗のりこんじゃったことがあるんだよね。

　あのときは、本ほん当とうに驚おどろいたよ。

　無ぶ事じに奏かなでが帰かえってきたあと、かなりきびしく𠮟しかったと、旅りょ行こうのときに響ひびきからきいている。

　やさしいお兄にいちゃんっぽかったから意い外がいだけど、それだけ奏かなでを心しん配ぱいしたってことだよね。

「２人ふたりとも、今いまは、よけいなことを話はなしている場ば合あいじゃない」

　アリー先せん輩ぱいに指し摘てきされて、はっと男おとこの子こと女じょ性せいのほうを見みると、２人ふたりが人ひとごみからぬけ出だしたところだった。

「早はやく追おう」

「あたりに人ひとが減へったから、見みつからないように気きをつけましょう」

「うん！」

　こっちの方ほう向こうにあるのって、駐ちゅう車しゃ場じょうだったっけ？

　駐ちゅう車しゃ場じょうにいくにしては、遠とおまわりなような……。

　人ひと通どおりが少すくないのもあたりまえだ。なぜ、こんな道みちを……？

　あやしいかもと思おもえば、あれもこれもあやしく見みえてくる。

　そもそも、わたしは人ひとをうたがうのは、むいてないんだよね。

　目めの前まえの情じょう報ほう１つ１つに、ふりまわされてしまうことが多おおい。

　ケイみたいに、冷れい静せいに判はん断だんできればいいんだけど。

　尾び行こうをつづけていると、男おとこの子こと女じょ性せいは、やはり駐ちゅう車しゃ場じょうのあるほうにむかう。

「駐ちゅう車しゃ場じょうにいくみたいですね」

　奏かなでが、気きづいたらしい。

「車くるまで帰かえるだけ？」

　アリー先せん輩ぱいが首くびをかしげる。

「かもしれません。それならそれで、いいんですけど……駐ちゅう車しゃ場じょうにいくなら、もっと近ちかいルートが……」

　奏かなでは言いって、ほかの人ひと気けのない通つう路ろを、ものかげにかくれつつ進すすむ。

　アリー先せん輩ぱいとわたしは、そのあとをついていくようなかたちだ。

「ただの中ちゅう学がく生せいのアスカ」には、尾び行こうの技ぎ術じゅつなんてないから、奏かなでに先せん導どうされるのはあたりまえだ。

「……！」

　奏かなでが、声こえを出ださずに、片かた手てでわたしたちに「止とまって」としめす。

　すぐに、３人にんで柱はしらの陰かげにかくれる。

　視し線せんの先さきには、男おとこの子こと女じょ性せいのすがたがある。

　あれは……。

　わたしが見みていると、駐ちゅう車しゃ場じょうにとめたワンボックスカーから出でてきた、人にん相そうの悪わるい男おとこたちが、男おとこの子こと女じょ性せいのほうへ近ちかづいていく。

　男おとこたちは５人にん。

　女じょ性せいが、人にん相そうの悪わるい男おとこたちと話はなしをして、笑わらっている。

　男おとこの子こが、おびえたように尻しりごみするが、男おとこの１人ひとりが男おとこの子この手てをとって、強つよく引ひっぱる。

「た、たすけて……」

　男おとこの子こが、今いまにも泣なきだしそうな、か細ぼそい声こえで言いうのがきこえる。

「あれって……」

「奏かなでの予よ感かんが当あたったみたいね」

　男おとこの子こはおびえているし、この状じょう況きょうは、事じ件けんだと考かんがえていい。

「助たすける？」

　アリー先せん輩ぱいがふりむいて、きいてくる。

「それは……」

　男おとこたちは、５人にんもいる。こちらは３人にん。

　とてもじゃないけど、「ただの女じょ子し中ちゅう学がく生せい」が勝かてる相あい手てじゃない。

「あっ……」

　奏かなでが声こえをあげる。

　男おとこの子このほうを見みると、薬やく品ひんらしきものを男おとこにかがされて、ぐったりとしている。

「助たすけなきゃ！」

　それを見みた奏かなでが、飛とびだそうとする。

「ダメ」

　とっさに、わたしは奏かなでの腕うでをつかんで止とめる。

「どうして!?」

　奏かなではふり返かえって、声こえをひそめてわたしに言いう。

「大人おとなの男おとこが５人にんもいるところに飛とびこんで、あの男おとこの子こを守まもりながらどうにかできるの？」

　わたしは、奏かなでをまっすぐに見みつめて言いう。

　冷れい静せいにならなきゃ、助たすけられるものも助たすけられない。

「……できないです」

　奏かなでが、くやしそうな顔かおでうつむく。

「七な音おさんに連れん絡らくしてくる。すぐに警けい察さつにも連れん絡らくしてくれるだろうし、わたしたちができるのは、ここまでだよ。２人ふたりは、このままかくれてて」

　わたしは言いって、その場ばをはなれる。

　男おとこたちに声こえが聞きかれない場ば所しょまではなれてから、七な音おに電でん話わをかける。

　すぐに出でてくれた七な音おに、わたしは手て短みじかに事じ情じょうを説せつ明めいする。

『わかった。警けい察さつにも手て配はいしてもらうわ。あたしもむかうし、アスカたちは念ねんのため、すぐその場ばをはなれてね』

　勝かっ手てに尾び行こうしたことを注ちゅう意いしたそうだったけど、なにも言いわないのは、今いまはそんな場ば合あいじゃない、ということだろう。

「わかってます。それじゃあ、お願ねがいします」

　わたしは電でん話わを切きり、奏かなでとアリー先せん輩ぱいのところにもどろうとする。

　すると──。

「はなして！」

　奏かなでの、怒ど鳴なり声ごえがきこえる。

　なにかあった!?

　わたしは走はしって、奏かなでとアリー先せん輩ぱいのところにむかう。

　おそかった！

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいは、男おとこたちに見みつかったらしい。

　男おとこたちにつかまって、むりやり車くるまに乗のせられそうになっている。

　男おとこの数かずが２人ふたり増ふえて、７人にんになっているから、別べつのところからきた男おとこたちと出でくわしてしまったのかもしれない。

　２人ふたりをその場ばに残のこして連れん絡らくにいったのが、わたしのミスだった。

　いっしょに移い動どうしていれば……。

　だけど、くやんでも、今いまの状じょう況きょうが変かわるわけじゃない。

　頭あたまを切きりかえて、わたしは物もの陰かげにかくれつつ、助たすけに出でるタイミングをうかがう。

　男おとこたちに腕うでをつかまれたまま、あばれている奏かなでが、わたしに気きづいて、目めがあう。

　奏かなでの口くちが、動うごいてる。

　なにかを伝つたえようとしている……？

　わたしは、奏かなでのくちびるの動うごきを読よむ。

「『に・げ・て・く・だ・さ・い』……！」

　助たすけにくるな、ってこと!?

　アリー先せん輩ぱいも、チラッとこちらを見みて、うなずいている。
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　わたしは、ギュッとくちびるを、かみしめる。

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいの言いっていることは、正ただしい。

　この場ばは、警けい察さつの助たすけを待まつべきだ。

「アスカ」が、ここで飛とびだしても、２人ふたりや男おとこの子こを助たすけることはできない。

　男おとこたちにつかまる人にん間げんが、もう１人ひとり増ふえるだけ。

　だからといって、今いまからわたしがレッドのすがたに着き替がえるには、時じ間かんがなさすぎる。

　今いま、少すこしでも目めをはなせば、助たすけ出だす手てがかりを失うしなうことになる。

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいが、薬やく品ひんをかがされて、気きを失うしなった。

　そうなれば……。

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいは、そのままワンボックスカーに乗のせられる。

　　　キキーッ！

　そのままワンボックスカーは、タイヤを鳴ならす荒あらい運うん転てんで、駐ちゅう車しゃ場じょうから飛とびだしていく。

　わたしは、しっかりとその車くるまを目めに焼やきつける。

　待まってて、３人にんとも。

　絶ぜっ対たいに助たすけるから────怪かい盗とうレッドが。







　　　　８　たよりになる相あい棒ぼう







　車くるまのすがたが見みえなくなると、わたしはすぐに電でん話わをかける。

　今こん度ども、すぐにつながった。

「緊きん急きゅう事じ態たいなの────ケイ」

　わたしは前まえ置おきなしに言いう。

『どうした？』

　ケイはすぐに、わたしのただならない様よう子すに気きづいたのか、短みじかくきいてくる。

　わたしは、今いま起おきた誘ゆう拐かい事じ件けんと、さらわれた奏かなでとアリー先せん輩ぱい、それに男おとこの子このことを説せつ明めいする。

『わかった。すぐにいく』

　いく……って、ここに!?

　しかも「すぐ」って……？

　そういえば、さっきから、電でん話わのケイのうしろからきこえる音おとが、がやがやとしてる。

「すぐって、ケイは今いま、どこにいるの？」

『──レッドタワーだ』

　……へ？

　えええええっ!?
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　10分ぷんほどして、ケイがわたしが待まつ駐ちゅう車しゃ場じょうにやってきた。

　走はしってきたのか、少すこし息いきがはずんでいる。

「ケイ！　よかった、近ちかくにいてくれて。もしかして美び術じゅつ館かん？」

　前まえにもケイは、スカイレッドタワーの美び術じゅつ館かんに、きてたことがあったんだよね。

　そのときは、ケイの知ち識しきで演えん劇げき部ぶを助たすけてもらった。

　今こん回かいはレッドのパートナーとしてだ。

「ああ。それよりアスカ、事じ件けんのほうだ。追つい跡せきをはじめるぞ」

　ケイは、その場ばにすわりこむと、バッグから自じ作さくのノートパソコンをとりだす。

　すでに、ケイはレッドモードになってる。

「わかった！　連つれ去さった車くるまのナンバーはおぼえてるよ。あと車くるまの特とく徴ちょうも」

　わたしも、表ひょう情じょうを引ひきしめて、ケイに伝つたえる。

　あのとき、連つれ去さるすがたから目めをはなさなかったから、連つれ去さった車くるまのナンバーも、どんな車くるまかもわかる。

　車くるまが走はしり去さってから、10分ぷん以い上じょう。

　ふつうなら、ナンバーだけの手てがかりで、追つい跡せきなんてできない。

　──でも、ケイなら。

「つかんだ」

　ケイが、ノートパソコンを見みつめたまま言いう。

「ここから10キロほどはなれた、街まちはずれの廃はい工こう場じょうだ。アスカなら、走はしったほうが早はやい」

「りょーかい！　ケイ、ナビをお願ねがい」

　わたしは、耳みみにレッドでつかうインカムをつける。

　レッドのコスチュームには、着き替がえてない。

　昼ひる間まにレッドのコスチュームで、街まち中なかを移い動どうするのは、かえってめだちすぎるからね。

「街まち中なかの大おお通どおりを、移い動どうすることになる。休やすみで人ひとが多おおい歩ほ道どうだが、いけるな？」

　ケイがきいてくる。

「もちろん！」

　わたしは、その場ばでかるく準じゅん備び運うん動どうをしながら、うなずく。

　体からだがほんのり温あたたまったところで、姿し勢せいを低ひくくする。

「いくよっ！　待まっててね、アリー先せん輩ぱい、奏かなで。それに男おとこの子こ！」

　わたしは、地じ面めんを蹴けって、走はしりだす。







　　　　９　手てかげん無む用ようの悪わる者ものたち







　わたしは、駐ちゅう車しゃ場じょうからスカイブルータワーを飛とびだすと、歩ほ道どうをかける。

『アスカ。そのまま、次つぎの信しん号ごうまでまっすぐだ』

　ケイのナビをききながら、スピードをゆるめずに歩ほ道どうを走はしる。

　休やすみの日ひだから人ひとが多おおいけど、わたしは、人ひとごみをぬうように走はしりつづける。

「な、なに今いまの!?　風かぜ？」

「人ひとが通とおったのか……？」

「女おんなの子こに見みえたけど」

　わたしが走はしりぬけたあとに、歩ほ道どうにいる人ひとたちが、おどろいたように、声こえをあげてるのが遠とおくにきこえる。

　だけど、そのときには、わたしの背せ中なかはだいぶ遠とおくなっているはずだ。

　なにが起おきたかなんて、わからない人ひとがほとんど。

『次つぎの信しん号ごうを右みぎだ。そのまま、まっすぐ進すすんで、右みぎ手て側がわにある、屋や根ねが緑みどり色いろの工こう場じょうが目もく的てき地ちだ』

　ケイのナビにしたがって走はしって、15分ふん。

　アリー先せん輩ぱいや奏かなで、男おとこの子こがさらわれた場ば所しょに、たどりついたらしい。

　たしかに、遠とお目めに工こう場じょうらしい建たて物ものがある。

　わたしは、走はしる速そく度どを少すこしだけゆるめて、近ちかづいていく。

　ケイのナビ通どおりに進すすんでいくと、緑みどり色いろの屋や根ねとシャッターがおりた、さびれた工こう場じょうが現あらわれる。

「あそこに……!?」

　はやる気き持もちをおさえて、わたしは身みをひそめて、様よう子すをうかがう。

　あたりに人ひと気けはなく、工こう場じょうからも人ひとは出でてこない。

　工こう場じょうのまわりには、高たかい壁かべがあって、遠とお目めにはこうやって見みえるけど、近ちかづくと工こう場じょうのすがたも見みえなくなるはず。

　わたしは、それを確かく認にんしてから、身みを隠かくせる場ば所しょで、手て早ばやくレッドのコスチュームに着き替がえる。

　着き替がえ終おえると、そっと工こう場じょうに近ちかづいていく。

　正しょう面めんからではなく、横よこ側がわの高たかい壁かべに近ちかづいてみる。

　壁かべの高たかさは３メートルぐらいだろうか。

　これだと、外そとからは、ほとんど工こう場じょうの中なかを見みられることはなさそうだ。

　誘ゆう拐かい犯はんがかくれるには、ちょうどよさそう。

『もう使つかわれてない工こう場じょうで、防ぼう犯はんシステムはない。だが、見み張はりは立たっている。気きをつけろ』

「りょーかい」

　わたしは、壁かべに手てをかけると、地じ面めんをけって、ジャンプする。

　一いち度ど、壁かべの表ひょう面めんのわずかな凸でこ凹ぼこに指ゆびをかけて、いきおいをつけ、そのまま壁かべのてっぺんに手てをかける。

「よっと」

　わたしは、壁かべの上うえから、中なかをのぞいてみる。

　工こう場じょうだったころのものか、廃はい材ざいやさびついた機き械かいが、敷しき地ちにおかれている。

　だけど、見み張はりはすぐ近ちかくには、いないみたいだ。

　そのまま、わたしは壁かべの中なかにおりたつ。

　足あし音おとを消けしつつ、工こう場じょうの建たて物ものに近ちかづいていく。

　工こう場じょうの建たて物ものの入いり口ぐちの前まえに、金きん髪ぱつの男おとこが２人ふたり立たっている。

　作さ業ぎょう着ぎじゃないし、工こう場じょうの関かん係けい者しゃには見みえない。

　それに壁かべの中なかに入はいってみてわかったけど、この工こう場じょうは、使つかわれなくなってだいぶ時じ間かんがたってると、ひと目めでわかるぐらい、さびれてる。

　この敷しき地ち内ないに人ひとがいること自じ体たいが、おかしいんだよね。

　絶ぜっ対たい、なにかある。

　中なかの状じょう況きょうがわからないうちに、見み張はりに見みつかりたくはない。

　連つれ去さられた３人にんを、無ぶ事じに助たすけだすためには、まず３人にんの安あん全ぜんを確かく認にんしなくちゃ。

　わたしは、見み張はりがいない方ほう向こうから、建たて物ものに近ちかづいてみる。

　工こう場じょうのせいか、窓まどの位い置ちが、わたしの身しん長ちょうより高たかい場ば所しょにある。

『屋や根ねにのぼれないか？』

「やってみる」

　わたしはまわりを見みまわして、近ちかくに廃はい材ざいが積つみ重かさなっているのを見みつける。

　距きょ離りはあるけど、あそこからなら、いけそうだ。

　わたしは廃はい材ざいの積つみ重かさなった上うえにのぼると、いきおいをつけて工こう場じょうの建たて物ものの屋や根ねに飛とびつく。

　うまく屋や根ねに飛とびうつった、と思おもった瞬しゅん間かん──

　　　ガタン！

　屋や根ねの一いち部ぶから、大おおきな音おとが鳴なる。

　足あし音おとを消けして着ちゃく地ちしたけど、屋や根ねの一いち部ぶがきしんで音おとが出でたみたい。

　古ふるい建たて物もので、建たてつけが悪わるくなっていたのかも。

「なんだ？」

　音おとを聞きいて、見み張はりをしていた男おとこが、こちらに近ちかづいてくる。

　や、やばっ!?

　屋や根ねにふせて、見み張はりの男おとこからすがたを見みえないようにするけど、注ちゅう意いがこっちにむいたままなのはこまる。

「…………にゃ～」

　わたしは、屋や根ねで身みを低ひくくしたまま、猫ねこの声こえ真似まねをする。

　……どう、かな？

「ちっ、猫ねこかよ。おどろかせやがって」

　見み張はりの男おとこが、ぶつくさ言いいながら、もどっていく。

　ふうぅ……。

　わたしは、ほっと息いきをつく。

　見み張はりのすがたが完かん全ぜんに見みえなくなってから、わたしは、屋や根ねからさかさまになって、窓まどから工こう場じょうの中なかをのぞく。

　奏かなでやアリー先せん輩ぱいを連つれ去さった男おとこたちや、はじめに声こえをかけていた女じょ性せいのすがたがある。

　男おとこたちは、楽たのしげになにか話はなしてる。

　その近ちかくに、うしろ手でに縛しばられている、奏かなでとアリー先せん輩ぱいと男おとこの子このすがたがある……！

　わたしは、ギュッ、とくちびるをかみしめる。
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『さしせまった危き険けんはなさそうだ。少すこし様よう子すを見みる。あせるなよ、アスカ』

　ケイが、注ちゅう意いしてくる。

「……わかってる。絶ぜっ対たい無ぶ事じに助たすけだすんだから」

　わたしが、そのまま窓まどから、聞きき耳みみを立たてていると、男おとこたちが話はなしているのがきこえてくる。

「それで、身みの代しろ金きんはとれそうなのか？」

「ああ。さっきガキの親おやに連れん絡らくして、金かねを用よう意いするように言いった。よほど大だい事じなんだろうな、『すぐに用よう意いするから、子こどもにだけは手てを出ださないでくれ』って、泣ないてたのんでいたぜ」

　駐ちゅう車しゃ場じょうにいた男おとこたちが、悪わるそうな笑えみをうかべながら、話はなしている。

　男おとこの子こはお金かね持もちかなにかで、親おやからお金かねをとるつもりらしい。

「それなら、問もん題だいなさそうね。こっちとしても、子こどもを傷きずつけないですむのはありがたいわ」

　男おとこの子こといた女じょ性せいが言いう。

「おい。変へんな情じょうがわいたわけじゃないだろうな」

　男おとこの１人ひとりが、するどい目めを女じょ性せいにむける。

「ちがうわよ。始し末まつが大たい変へんでしょ。それで、連つれてきたこの子こたちはどうするの？　中ちゅう学がく生せいぐらいでしょ？」

「今いま、身み元もとを探さぐらせてる。金かねがとれそうなら、そっちからもいただくさ」

　男おとこはそう言いって、ニヤリと笑わらう。

　あいつら勝かっ手てなことを！

　すぐにでも飛とびだしたい気き持もちがわくけど、ぐっと我が慢まんする。

　飛とびだすのは、今いまじゃない。

　そのとき、インカムからケイの声こえがきこえた。

『あの男おとこの子この身み元もとがわかった。大おお手て企き業ぎょうの社しゃ長ちょうの、ひとり息子むすこだ。今いまの会かい話わからみても、身みの代しろ金きん目め当あての誘ゆう拐かいとみて、まちがいない』

「手てかげんする必ひつ要ようのない悪あく人にんってわけね。だけど、あいつら、アリー先せん輩ぱいたちの近ちかくにいて、なかなかはなれないよ。さすがにわたしでも、全ぜん員いんを同どう時じに倒たおすのはむずかしいし」

　わたしは、誘ゆう拐かい犯はんたちの様よう子すをうかがう。

　３人にんのうち、だれかが人ひと質じちにとられたら、助たすけだすのが難むずかしくなる。

　失しっ敗ぱいはできないし、チャンスは一いち度どきり。

『そのために、おれがいる。策さくは考かんがえてある』

　ケイが、自じ信しんたっぷりな声こえで言いった。







　　　　10　ヒーロー登とう場じょうのＢビーＧジーＭエム







　ケイの指し示じで、わたしは工こう場じょうの屋や根ね伝づたいに移い動どうして、入いり口ぐちの反はん対たい側がわにむかう。

　音おとをたてないように、いつもより慎しん重ちょうに移い動どうして、窓まどから中なかの様よう子すを見みる。

　こちら側がわは、出で入いり口ぐちがないせいか、ほぼ警けい戒かいされていない。

　見み張はりも、工こう場じょうの入いり口ぐちにしかいなかったし、誘ゆう拐かい犯はんたちが視し線せんをむけるのも、入いり口ぐちの方ほう向こうばかりだ。

　しかも、ここには、放ほう置ちされた工こう場じょうの機き械かいがおかれていて、死し角かくが多おおい。

　ケイの計けい画かく通どおり、忍しのびこむにはちょうどいい。

　わたしは、窓まどガラスを音おとをたてないように開あけて、廃はい工こう場じょうの中なかに入はいる。

　長ながく使つかわれていなかったからか、空くう気きがほこりくさい。

　それに、工こう場じょうだからか、鉄てつのにおいも混まじっている。

　機き械かいの陰かげにかくれつつ、足あし音おとを立たてずにアリー先せん輩ぱいたちがいる場ば所しょに、近ちかづいていく。

　アリー先せん輩ぱいたちまで、あと５メートルの場ば所しょまで、たどりつく。

『いけるか？』

　ケイの問といに、わたしはインカムを、軽かるくコツコツと２回かいたたく。

　声こえを出だすとばれる可か能のう性せいがあるから、この方ほう法ほうはあらかじめ決きめてあった。

　ノーが１回かい、イエスが２回かいだ。

　誘ゆう拐かい犯はんたちは、わたしがいるほうには、視し線せんをむけてこない。

　建たて物ものの奥おくにだれもいないと最さい初しょに確かく認にんして、そのままなんだろう。

　だからこそ、ケイはこの作さく戦せんを立たてたんだろうけど。

『しかけるぞ』

　わたしは、いつでも飛とびだせるように、体たい勢せいをととのえる。

『３、２、１……ＧＯゴー！』

　ケイの合あい図ずと同どう時じに、わたしが飛とびだす…………わけでは、なく。

　　　♪～

　廃はい工こう場じょうの入いり口ぐちのほうから、とつぜんピアノの演えん奏そうが流ながれはじめる。

　曲きょく名めいは知しらないけど、小しょう学がっ校こうの給きゅう食しょくの時じ間かんにきいた記き憶おくがある、軽けい快かいなメロディの曲きょくだ。

『ベートーヴェンの「トルコ行こう進しん曲きょく」だ』

　ケイがこんなときなのに、わざわざ教おしえてくれる。

　どうして、こんな誘ゆう拐かい犯はんのいる場ば所しょに、似につかわしくない音おん楽がくが流ながれはじめたかといえば。

　もちろん、わたしが仕し掛かけをしておいたからだ。

　廃はい工こう場じょうの裏うら側がわにまわる前まえに、入いり口ぐちの上うえの屋や根ねに、ケイ特とく製せいの超ちょう小こ型がたスピーカーを設せっ置ちしておいた。

　それを、ケイが遠えん隔かく操そう作さで作さ動どうさせたらしい。

「な、なんだ、これは！」

「クラシック？　ふざけないで。早はやく止とめなさいよ！」

「どこから鳴なってるか、わからねえんだよ！」

　誘ゆう拐かい犯はんたちは、あわてている。

　それもそうだ。

　とつぜん、きこえるはずのないクラシック音おん楽がくが流ながれはじめたら、おどろくに決きまってる。

　まして、誘ゆう拐かい犯はんたちは、ここで犯はん罪ざいをおかそうとしているんだから。

　だけど、それがチャンスになる。

　誘ゆう拐かい犯はんたちは、音おとの出で所どころに気きをとられて、アリー先せん輩ぱいたちから目めをはなしてる。

　わたしは、物もの陰かげから飛とびだし、アリー先せん輩ぱいたちがいる場ば所しょにむけて、指し弾だんで煙けむり球だまを放はなつ。

　　　パンッ

　煙けむり球だまは割われると、一いっ気きに白しろい煙けむりをふき出だして、あたりがまったく見みえなくなる。

　ケイが作つくった新しん装そう備びで、催さい眠みんガスの代かわりに、10秒びょうほど、半はん径けい３メートルに煙けむりがまきあがり、視し界かいをふさぐ効こう果かがあるんだって。

　逆ぎゃくにいえば、時じ間かんは10秒びょうしかない。

「なんだ、これは！」

「警けい戒かいしろ！」

　────９。

　誘ゆう拐かい犯はんの男おとこたちが、声こえをあげたときには、わたしはすでに煙けむりの中なかに飛とびこんでいる。

「がっ」

「ごほっ」

　アリー先せん輩ぱいたちの近ちかくにいた、男おとこ２人ふたりを、けりとパンチで倒たおす。

　────５。

　煙けむりの中なかで、わたしの視し界かいもほとんど見みえないけど、煙けむり球だまを放はなつ前まえに、男おとこたちの立たっている場ば所しょは確かく認にんしてあったから、こちらからすれば、一いっ方ぽう的てきに攻こう撃げきできる。

　これが、煙けむり球だまの使つかい方かたの１つだ。

　わたしは、そのままアリー先せん輩ぱいたちのもとに、たどりつく。

　────３。

　煙けむりの中なかで、わたしはアリー先せん輩ぱいと奏かなで、それに男おとこの子こをしばるロープを切きる。

　そのタイミングで、煙けむりが晴はれていく。

　────０。

　アリー先せん輩ぱいたちと、誘ゆう拐かい犯はんの間あいだに、わたしが立たちふさがる。

　ほんの10秒びょう前まえまで、いなかったはずのわたしが目めの前まえにとつぜん現あらわれたことに、誘ゆう拐かい犯はんたちは、あっけにとられている。

　だけど、すぐに怒ど気きがこもった声こえをあげる。

「てめえ、なにものだ！」

「ふざけやがって！」

　誘ゆう拐かい犯はんたちは、こちらにむけてかまえをとる。

　見み張はりをしていた男おとこたちも、さわぎをきいて、やってくる。

　さっき倒たおした２人ふたりをのぞいて、誘ゆう拐かい犯はんの残のこりは、８人にん。

　あとは、アリー先せん輩ぱいたちを守まもりながら、誘ゆう拐かい犯はんを倒たおせれば……。

「ど、どうしているの……」

「なんで、ここにいる？」

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいが、目めを見み開ひらいておどろいている。

　そういえば、誘ゆう拐かい犯はんたちと同おなじくらい、２人ふたりもおどろかせることになっちゃったんだよね。

　説せつ明めいしている時じ間かんがなかったから、しかたがないんだけど。

　男おとこの子こだけは、どういうことかわからないのか、きょとんとしている。

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいは、わたしをまじまじと見みつめながら言いった。

「「────怪かい盗とうレッド」」







　　　　11　息いきを合あわせて







「怪かい盗とうレッドだとぉ!?」

　誘ゆう拐かい犯はんたちは、奏かなでとアリー先せん輩ぱいの言こと葉ばに、たじろいでいる。

　怪かい盗とうレッドの名な前まえは、知しっているみたいね！

　そして、どういう存そん在ざいなのかも。

「まさか本ほん物ものか？」

「関かん係けいねえ！　相あい手ては１人ひとりだ」

「そうだ。こっちは、10人にん近ちかくいるんだ！」

　正せい確かくには、８人にんだけど。

　誘ゆう拐かい犯はんたちが、わたしのことをとりかこむようにして、にらみつけてくる。

　わたしはそれを冷れい静せいに見みながら、アリー先せん輩ぱいたちを、ちらりと確かく認にんする。

　わたしは声こわ色いろを変かえて、奏かなでとアリー先せん輩ぱいにむけて言いう。

「今いま、あいつら片かたづけてくるから、少すこしだけ待まってて。その間あいだ、男おとこの子こをお願ねがいね」

「わかりました！」

　奏かなでは、男おとこの子こをかばうように立たつ。

　アリー先せん輩ぱいも、だまってうなずくと、男おとこの子この手てをにぎる。

　これで男おとこの子こが、勝かっ手てに飛とびだしたりする心しん配ぱいは減へったかな。

　となると──。

　わたしは、大おおきく２歩ほ、前まえに出でる。

　あまりアリー先せん輩ぱいたちの近ちかくで戦たたかうと、巻まきこむことになる。

　わたしがかまえると、誘ゆう拐かい犯はんたちが、じりじりとうしろに下さがる。

「ぶちのめしてやる！」

　誘ゆう拐かい犯はんの中なかの１人ひとりが怒ど鳴なると、おそいかかってくる。

　わたしは待まち受うけると、男おとこの拳こぶしをギリギリでかわす。

「おっとと」

　いきおいで、よろめく男おとこに、わたしはカウンターで、みぞおちにパンチを入いれる。

「がはっ！」

　ずるりと、地じ面めんに男おとこが倒たおれていく。

　起おき上あがる気け配はいはない。

　それを見みて、残のこりの誘ゆう拐かい犯はんたちの顔かおに、あせりがうかぶ。

「１人ひとりでいくな！　人にん数ずうの有ゆう利りを活いかせ！」

　金きん髪ぱつの男おとこがさけぶ。

　誘ゆう拐かい犯はんが、５人にんほど前まえに出でてくる。

「いいよ。かかってきなよ」

　わたしがわざと挑ちょう発はつすると、誘ゆう拐かい犯はんたちがそろって、むかってくる。

　５人にんまとめてきても、連れん係けいがとれていなければ、こわくない。

　１人ひとりのパンチをかわしたところで、次つぎにむかってきた男おとこのほうに足あしをかけ、バランスをくずさせる。

　すると、１人ひとり目めの男おとこが、次つぎにむかってきた男おとこに、倒たおれこむ。

「おい、邪じゃ魔まだ！」

「うるせえ！　足あしをかけられたんだ！」

　誘ゆう拐かい犯はん同どう士しで、ケンカをはじめている。

　そんなすきを見みせてる余よ裕ゆうがある？

　わたしは、一いっ気きに間ま合あいをつめると、手て前まえの男おとこに発はっ勁けいをはなつ。

「ぐほっ！」

　２人ふたりの誘ゆう拐かい犯はんが、組くみあったまま、床ゆかをはげしく転ころがる。

　それを見みて、残のこりの３人にんはおどろいて、足あしを止とめてる。

　おそい！

　わたしは、３人にんとの距きょ離りをつめて、下げ段だんの回まわしげりで、２人ふたりを転ころばせる。

　残のこりの１人ひとりを、下したからの掌しょう底ていで打うち上あげる。

「ぐっ！」

　転ころばせた２人ふたりのお腹なかに、パンチをたたきこむと、そのまま気きを失うしなう。

　バタン、と掌しょう底ていで打うち上あげた男おとこが、地じ面めんに落おちて、倒たおれこむ。

　これで残のこり２人ふたり。

　あとは、リーダーっぽい金きん髪ぱつの男おとこと女じょ性せいだ。

　だけど、リーダーっぽい男おとこは、仲なか間まが次つぎ々つぎとやられていくのに、どこか余よ裕ゆうがあるように見みえる…………まさか！

　わたしは、うしろに気け配はいを感かんじて、ふり返かえる。

　身みをかくしていたらしい９人にん目めの男おとこが、アリー先せん輩ぱいや男おとこの子このほうにむかって走はしってる！

　奏かなでは、こちらに目めをむけていて、男おとこのことに気きづいていない。

　しまった！　間まに合あわない！

　わたしは、アリー先せん輩ぱいたちのほうへ、かけていく。

　だけど、この距きょ離りだと、男おとこのほうが、アリー先せん輩ぱいたちのところへ先さきにたどりつく。

　ここから指し弾だんで……ダメだ！　アリー先せん輩ぱいや男おとこの子こにも影えい響きょうが出でちゃう。

「こいつらを人ひと質じちにとれば、形けい勢せい逆ぎゃく転てんだ！」

　男おとこが、男おとこの子こに手てをのばす。

　だけど──。

「ダメ！　連つれていかせない」

　アリー先せん輩ぱいが、男おとこの子この前まえに立たちはだかる。

　アリー先せん輩ぱい!?

　いつもは表ひょう情じょうが変かわらないアリー先せん輩ぱいが、目めいっぱいに男おとこをにらみつけている。

「邪じゃ魔まだ！」

　男おとこがアリー先せん輩ぱいにむかって拳こぶしをふりあげる。

「やらせないっ！」

　男おとこの意い識しきがアリー先せん輩ぱいに向むいた瞬しゅん間かん、奏かなでが、近ちかくにあった角かく材ざいを、男おとこにむけてふりかぶる。

　　　バシンッ！

　男おとこに直ちょく撃げきしたかと思おもった角かく材ざいは、顔かおの横よこで、しっかりと受うけ止とめられる。
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「やりやがったな！」

　男おとこが奏かなでとアリー先せん輩ぱいに、怒いかりで血ち走ばしった目めをむける。

「緋ひ笠がさ先せん輩ぱい、逃にげてください！」

「奏かなでこそ」

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいが、男おとこの子こを抱だきかかえるようにして、かばう。

　このままだと、２人ふたりが危あぶない。でも……。

　──それだけ時じ間かんをかせいでくれれば、十じゅう分ぶんだよ。

　わたしは、男おとことアリー先せん輩ぱいたちの間あいだに、すばやく割わって入はいる。

「なっ……！」

　男おとこがおどろきの表ひょう情じょうで、わたしを見みる。

「邪じゃ魔まなのは、あなたよ！　はあっ！」

　わたしは、発はっ勁けいで男おとこをふきとばす。

　地じ面めんに転ころがった男おとこは、床ゆかに倒たおれたまま、ぐったりしている。

　ふぅ…………なんとか間まに合あった。

「ごめんなさい。ケガはない？」

　わたしは、声こわ色いろを変かえて、奏かなでたちにたずねる。

「はい、大だい丈じょう夫ぶです」

「うん。問もん題だいない」

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいが答こたえる。

　男おとこの子こにも、ケガはないみたいだ。

　わたしは、ぐるりと、残のこりの２人ふたりの誘ゆう拐かい犯はんをふり返かえる。

「おい、やめろ。金かねならやる。分わけ前まえは５対たい５……いや７対たい３でいい。どうだ？」

　金きん髪ぱつのリーダーらしき男おとこが、ふざけたことを提てい案あんしてくる。横よこから女じょ性せいが、

「その子こを傷きずつけるつもりはなかったの。ただ、お金かねがかせげると思おもって」

　男おとこの子こを、スカイブルータワーで連つれさった女おんなが言いう。

　わたしは、なにも答こたえずに、身みを低ひくくすると、２人ふたりの目めの前まえまで、一いっ瞬しゅんで飛とびこむ。

　誘ゆう拐かい犯はんの男だん女じょは、なにが起おきたかわからないように、ぽかんとした顔かおをしている。

　わたしは、女おんなの首くび筋すじに手しゅ刀とうを食くらわせて気き絶ぜつさせながら、男おとこのみぞおちに、拳こぶしをたたきこむ。

「ごほっ……！」

　うめき声ごえをもらして、金きん髪ぱつの男おとこがひざからくずれおちる。

　女おんなも地じ面めんに倒たおれて、動うごく様よう子すはない。

　わたしは、念ねんのため気け配はいを探さぐったけど、これで全ぜん員いんでまちがいない。

　とりあえず、終おわったかな。

　わたしは、ようやくほっと息いきをついた。







　　　　12　次つぎの機き会かいも、また！







　わたしは、気きを失うしなった誘ゆう拐かい犯はんたちを、手て近ぢかなロープで、うしろ手でにしばりあげておく。

　これで、万まんが一いち、目めを覚さましても、なにもできない。

　その前まえに、警けい察さつがくるだろうけど。

「あの……ありがとうございます！」

　奏かなでが近ちかづいてきて、いきおいよく頭あたまを下さげる。

「ぐうぜん、気きづいただけだから」

　わたしは、わざとそっけなく言いう。

　奏かなでとか身み近ぢかな人ひとを相あい手てに、レッドとしていろいろと話はなしていると、調ちょう子しがくるいそうだし。

「あなたが怪かい盗とうレッド……」

　アリー先せん輩ぱいが近ちかよってきて、じっと見みつめてくる。

　ううぅ……。

　なんだか、２人ふたりに見みられるのは、やっぱり落おちつかないよ。

　早はやくこの場ばをはなれたい。

　ちょうどそのとき、パトカーのサイレンが遠とおくのほうからきこえてくる。

「警けい察さつがきたみたいね。もう大だい丈じょう夫ぶでしょ。引ひきあげるわ」

　わたしは、２人ふたりに背せ中なかをむける。

「あっ……」

　奏かなでの声こえがきこえたけど、わたしはそのまま工こう場じょうの入いり口ぐちから外そとに出でる。

　奏かなでやアリー先せん輩ぱいは……追おってはきてないよね。

　わたしは確かく認にんすると、工こう場じょうの屋や根ねにのぼる。

　そのまま、工こう場じょうの様よう子すを見みることにする。

　さすがに、警けい察さつが到とう着ちゃくするまでは、なにかあるかもしれないし心しん配ぱいだしね。

　パトカーのサイレンの音おとが大おおきくなり、工こう場じょうの前まえに４～５台だいのパトカーが止とまる。

　制せい服ふくすがたの警けい官かんや、私し服ふくすがたの刑けい事じなどが、ぞくぞくとおりてくる。

　そして、その中なかには七な音おと響ひびきのすがたがある。

　響ひびきまできたんだ！

　わたしは屋や根ねの上うえで、体からだをふせて、息いきをひそめる。

　響ひびきや七な音お、それに警けい察さつ官かんたちが、工こう場じょうの中なかに入はいっていく。

　わたしは、窓まどから工こう場じょうの中なかを見みる。

「これは……レッドに先さきを越こされたか」

「そうみたいね」

　響ひびきと七な音おが、しばられた誘ゆう拐かい犯はんたちを見みて、苦にがい顔かおをしてる。

『もう問もん題だいないな。あとは、警けい察さつや白しら里さと響ひびきや深ふか沢ざわ七な音おにまかせる』

　ケイから、通つう信しんが入はいる。

「うん。ありがとね、ケイ。てきとうなところで引ひきあげるから」

『わかった』

　ケイとの通つう信しんが切きれる。

　さて。工こう場じょうの中なかの様よう子すは……。

「お、お兄にいちゃん!?」

　奏かなでは、響ひびきのすがたにおどろいてる。

「奏かなで。また無む茶ちゃをして……」

　響ひびきが、奏かなでを見みつめて、しぶい顔かおで言いう。

　だけど、その響ひびきの目めには、安あん心しんした色いろがはっきりと見みえる。

「ごめんなさい……」

　奏かなでは、響ひびきのそんな目めに気きづかないのか、しょんぼりと、うなだれている。

　響ひびきは、奏かなでから、警けい官かんに保ほ護ごされている男おとこの子こに視し線せんをむける。

「でも、おかげで、あの子こは無ぶ事じだった。そのことは誇ほこっていい」

「えっ……？」

　奏かなでがびっくりしたように、顔かおを上あげる。

「あとで、父とうさんと母かあさんに怒おこられるだろうから、覚かく悟ごしておくことだな」

「うう、やっぱり……」

　奏かなでは、がっくりと肩かたを落おとす。

　奏かなでのお父とうさんってことは、警けい視し総そう監かんのあの人ひとだよね。

　こわそうな人ひとだったもんなぁ。

「アリーさん。あなたも、そんな無む茶ちゃをするタイプだなんて思おもわなかったわ。アスカから連れん絡らくがきたから、なんとか間まに合あったけど」

　七な音おがアリー先せん輩ぱいに、声こえをかけている。

「自じ分ぶんでも、こんなことをするとは思おもわなかった」

　アリー先せん輩ぱいも、意い外がいだというような、不ふ思し議ぎそうな顔かおをしてる。

「気きをつけて。いつでも、だれかが助たすけてくれるわけじゃないことぐらい、わかるでしょ」

「……たしかにそう」

　七な音おの言こと葉ばに、アリー先せん輩ぱいは、なぜか少すこしさびしげにうなずく。

　うん。そろそろ、いいかな。

　わたしはそう考かんがえて、工こう場じょうの敷しき地ちの外そとに出でると、もとの服ふくに着き替がえて、廃はい工こう場じょうの入いり口ぐちにむかう。

「君きみはだれだい？　勝かっ手てに入はいってきてはこまるな」

　入いり口ぐちに立たっている警けい官かんに、よび止とめられる。

「あの……中なかにいる中ちゅう学がく生せいの友ゆう人じんです」

「知しり合あいかい？　だが、だからといって中なかに入いれるわけには……」

　警けい官かんが、こまった表ひょう情じょうでいると、

「アスカ先せん輩ぱい！」

　工こう場じょうの建たて物ものから、外そとに出でてきた奏かなでとアリー先せん輩ぱいが、わたしに気きづく。

　わたしは警けい官かんをふりきって、奏かなでとアリー先せん輩ぱいのもとに走はしる。

「無ぶ事じでよかった！」

「アスカ先せん輩ぱいこそ、無ぶ事じだったんですね！」

　奏かなでにいきおいよく、抱だきつかれる。

　おっと！

　奏かなでを、いつものように受うけ止とめる。

　あぶない、と注ちゅう意いしようかとも思おもったけど、今こん回かいだけは大おお目めにみよう。

　あんなことが、あったあとだし。

「アスカ先せん輩ぱい、ありがとうございます！」

「アスカ、ありがとう」

　わたしからはなれた奏かなでと、アリー先せん輩ぱいが、とつぜん言いう。

　な、なに!?　もしかして、レッドの正しょう体たいがばれた？

　だけど、どうして!?　ばれるようなことなんて、なにも……！

　内ない心しんであせっていると、

「お兄にいちゃんや七な音おさん、警けい察さつをよんでくれたんですよね。どうしてか、レッドのほうが早はやくきてくれちゃいましたけど」

「あの男おとこの子こも無ぶ事じに助たすけられた。アスカのおかげ」

　奏かなでとアリー先せん輩ぱいの説せつ明めいに、わたしはかんちがいに気きづく。

　そっか。２人ふたりからしたら、わたしが助たすけをよんだことになってるんだっけ。

　レッドとして動うごいたことが、念ねん頭とうにあったから、うっかりあせっちゃったよ。

「そ、そんなことないよ。わたしは、助たすけをよんだだけだし」

　わたしは、首くびを横よこにふる。

「おかげで、助たすかったんです！　……それにしても、レッドには何なん度ども助たすけてもらってるなぁ。恩おんをぜんぜん返かえせてないよ」

　奏かなでが、ぽつりと言いう。

「怪かい盗とうレッドなら、そんなこと気きにしないんじゃない？」

　わたしは、奏かなでがまたレッドを待まちぶせしてお礼れいを言いいにきたりしないように、くぎをさしておく。

　そんなわたしを、アリー先せん輩ぱいがじっと見みつめてくる。

「ど、どうかしましたか、アリー先せん輩ぱい？」

　そんなに見みつめられると、落おちつかないんですけど。

「────なんでもない。今日きょうは楽たのしかった、アスカ」

　アリー先せん輩ぱいは、いつもと変かわらない表ひょう情じょうで言いう。

　なんだったんだろう？

　わたしは首くびをかしげつつ、こたえる。

「最さい後ごの事じ件けんは、予よ定てい外がいでしたけどね。また今こん度ど、遊あそびましょう！」

「うん。いきたい。……奏かなでもいっしょに」

　アリー先せん輩ぱいが、うなずきながら、つけくわえる。

「あの、緋ひ笠がさ先せん輩ぱい…………今朝けさは、はりあってごめんなさい。ちょっぴり『アスカ先せん輩ぱいと２人ふたりきりがよかった』なんて思おもっちゃって……。でも１日にちいっしょに遊あそんで、やっぱり緋ひ笠がさ先せん輩ぱいもいっしょでよかったです。またみんなで遊あそびにこられたらうれしいです！」

　奏かなでは、ためらいがちにアリー先せん輩ぱいに言いう。

「……ん？　こちらこそ。ぜひ遊あそぼう」

　アリー先せん輩ぱいは、きょとんとした顔かおでうなずいている。

「はいっ！」

　奏かなでが大おおきくうなずく。

　よくわからないけど、奏かなでも、アリー先せん輩ぱいとなかよくなったってことかな。

　最さい初しょに感かんじたぎこちなさも、ぜんぜんない。

「あっ、そうだアスカ先せん輩ぱい、緋ひ笠がさ先せん輩ぱい。警けい察さつの人ひとが事じ情じょうをききたいそうです。いっしょにいきましょう！」

　奏かなでが照てれたように、顔かおを赤あかくしながら大おおきな声こえで言いう。

「うん、いこう！　さあ、アリー先せん輩ぱい」

　わたしは奏かなでに返へん事じをすると、アリー先せん輩ぱいに手てを伸のばす。

　アリー先せん輩ぱいは、わたしの手てをにぎると、わずかにほほえむ。

　後こう半はんは、事じ件けんに巻まきこまれてつぶれちゃったけど、男おとこの子この誘ゆう拐かいもふせげたし、こんなおでかけも悪わるくないかも。

　でも、たまにで十じゅう分ぶん。

　今こん度どは、３人にんで１日にちしっかり、遊あそびたおしたいからね！
















　　　　１　天てん才さい画が家かのいる教きょう室しつ







　真まっ白しろな壁かべに、落おちついた赤あか色いろの屋や根ねの建たて物もの。

　校こう舎しゃとしては、ずいぶんとしゃれた造つくりで、まさに「有ゆう名めいなお嬢じょう様さま学がっ校こうのシンボル」らしいわ。

　そして、この建たて物ものの美うつくしさが、わたくし──宝ほう条じょう有あり栖すが、学校ここに通かようことに決きめた、理り由ゆうの１つでもある。

　この学がっ校こうは、お金かね持もちのご令れい嬢じょうが多おおく通かよっていることで知しられてる。生せい徒との親おやが政せい財ざい界かいの著ちょ名めい人じんだったり、有ゆう名めいアスリートだったりするのは、よくあること。

　わたくしからすれば、「小しょう学がっ校こう」にはちがいないし、「お嬢じょう様さま」といっても、ちょっとマナーがしっかりしているだけで、特とく別べつなことなんて、特とくに感かんじないのだけれど。

「おはよう！　有あり栖すちゃん。なにしてるの？」

　いつの間まにか、わたくしの横よこに立たっていた女おんなの子こが、話はなしかけてくる。

　髪かみをサイドテールに結ゆって、くりくりとした目めが、いつもチワワを思おもい出ださせる。

「校こう舎しゃを見みているのよ。いつ見みてもきれいだと思おもって」

「うん、この学がっ校こうの校こう舎しゃはきれいだよね。……ああ、でも前まえのさわぎは、大たい変へんだったけど」

「ああ……あのときね」

　わたくしは、顔かおをしかめる。

　夏なつ休やすみ明あけに、急きゅうに校こう舎しゃが、全ぜん面めん的てきに立たち入いり禁きん止しになったことがあったのだ。

　理り由ゆうは、この校こう舎しゃを設せっ計けいした建けん築ちく家かにあったらしい。

　──桧ひ崎さき修しゅう介すけ。

　それが、建けん築ちく家かの名な前まえだ。

　もうずいぶん前まえに亡なくなっているのだけど、彼かれが設せっ計けいした建たて物ものの１つが、とつぜん爆ばく発はつしたという。

　そのせいで、桧ひ崎さき修しゅう介すけが設せっ計けいした建けん築ちく物ぶつすべてで、総そう点てん検けんがされることになったとか。

　まったく、バカバカしい話はなしだわ。

　このすてきな校こう舎しゃを設せっ計けいした建けん築ちく家かが、ムダに自じ分ぶんの建たて物ものを爆ばく破はするわけがない。

　だからきっと、その爆ばく発はつには、なにか意い味みがあったにちがいない。

　すべての建けん築ちく物ぶつを点てん検けんするだなんて……ムダでしかないわ。

　案あんの定じょう、なにも危き険けんなところは見みつからなかったらしいわ。

　この校こう舎しゃが小しょう学がく生せいが使つかいやすいように考かんがえつくされていて、桧ひ崎さき修しゅう介すけの設せっ計けいが、どれだけすばらしいものかということが、再さい確かく認にんされただけだったそうよ。

　まあ、そのことだけは悪わるくなかったと思おもうわ。

「ねえ、有あり栖すちゃん。そろそろ行いかないと、授じゅ業ぎょうに遅おくれちゃうよ」

　わたくしのそばに立たつ女おんなの子こが、あせったように言いう。

「まだ、大だい丈じょう夫ぶよ。西さい園おん寺じさん」

　わたくしは、言いいながらも、ゆっくりと校こう舎しゃにむかう。

「のんびりしすぎだよ、有あり栖すちゃんは～」

　西さい園おん寺じさんは、ほっとしたような顔かおで、わたくしの横よこにならんで歩あるきだした。







　教きょう室しつがにぎやかなのは、お嬢じょう様さま学がっ校こうでも同おなじ。

　わたくしが教きょう室しつに足あしをふみ入いれたとき、一いっ瞬しゅんだけ静しずまった気きがしたけれど、気きのせいね。

　そのまま窓まどぎわの席せきにつく。

　西さい園おん寺じさんは、わたくしの席せきの前まえだ。

　どうしてかはわからないけれど、わたくしはこの西さい園おん寺じさんに好すかれている。

　よく話はなしかけられるし、教きょう室しつ移い動どうもいっしょにすることが多おおい。

　逆ぎゃくにいえば、クラスの西さい園おん寺じさん以い外がいの子ことは、必ひつ要ようなことしか会かい話わした記き憶おくがないわ。

　いつの間まにか、そうなっていた。

「わたくしが『お嬢じょう様さま』だから」というのは理り由ゆうにはならない。だって、ここにいるのは全ぜん員いん、お嬢じょう様さまだもの。

　考かんがえられるとすれば、「わたくしが画が家かだから」という理り由ゆうのようね。

　美び術じゅつの世せ界かいで、わたくしの絵かい画がは評ひょう価かされているし、新しん聞ぶん、テレビ、雑ざっ誌し、インターネット……いろいろなところで、取とりあげられている。

　そのせいでみんな、わたくしに話はなしかけづらくなっている……というのが、西さい園おん寺じさんからきいた話はなしよ。

『わたくしたちはたしかにお嬢じょう様さまだけど、それはパパやママがすごいってだけでしょ。でも有あり栖すちゃんは有あり栖すちゃん自じ身しんがすごいじゃない。だからなんとなく、みんな気きおくれしちゃうんだよ』

　いつだったか、西さい園おん寺じさんがそう言いっていたことがある。

　ちなみに西さい園おん寺じさんは、気きおくれしないのかときいたところ、

『わたくし、そういうの気きにしないから。わたくしが将しょう来らい、有あり栖すちゃんを超こえるすごい人ひとになれるとは思おもえないし。だったら気きおくれするだけムダでしょ』

　……だそうだ。

　さっぱりしているのか、自じ己こ評ひょう価かが低ひくいだけなのか。

　ともかく、この学がっ校こうでわたくしが「友とも達だち」と言いえるのは、この西さい園おん寺じるりさんだけということになる。

　まあ、わたくしにとっては、西さい園おん寺じさんだけで３人にん分ぶんぐらいのさわがしさを感かんじるから、ちょうどいいのだけれどね。
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　　　　２　本ほん質しつを見みぬく瞳ひとみ







　学がっ校こうが終おわり、わたくしは１人ひとりで校こう門もんを出でる。

　校こう門もんのところには、黒くろ塗ぬりの高こう級きゅう車しゃが迎むかえにきている生せい徒とも少すくなくなく、敷しき地ち内ないから徒と歩ほで出でていく生せい徒とは、下げ校こう時じ刻こくのわりには少すくない。

　西さい園おん寺じさんも、迎むかえの車くるまで帰かえったはずだ。

　わたくしは校こう門もんを出でると、すたすたとそのまま学がっ校こうからはなれる。

　学がっ校こうから、だいぶはなれたところで、

「……サクス」

　と小ちいさく呼よぶ。

　音おともなく、スッと背はい後ごに男おとこが立たつ。

　スーツすがたに変へん装そうをした、サクスだ。

　人にん相そうはあまりよくないが、これなら、せいぜいボディガードぐらいには見みえる。

「今日きょうはどうだったかしら？」

「数すう人にん、有あり栖すを狙ねらっている人にん間げんがいたから、片かたづけておいた」

　サクスが、さらりと答こたえる。

「ご苦く労ろう様さま。こりないわね」

「それだけ、『画が家か・宝ほう条じょう有あり栖すに価か値ちがある』と考かんがえる人にん間げんが多おおいんだろう」

　ありがた迷めい惑わくな評ひょう価か、というやつね。

　サクスにはわたくしを狙ねらってやってくる人にん間げんを、さっぱりきれいに片かたづけてもらっている。

　それが、わたくしがラドロに入はいる条じょう件けんの１つとして、「ラドロのおじいちゃん」に、お願ねがいしたことだからなのだけれど。

　学がっ校こうの帰かえりには、宝ほう条じょう家けの迎むかえを使つかわない。

　わたくしが狙ねらわれたら、運うん転てん手しゅさんが巻まき込こまれてしまうもの。

　ボディガードを車くるまに乗のせていても、並なみのボディガードでは相あい手てをしきれないこともあるでしょうし。

　その点てん、サクスなら気け配はいさえ気きづかれずに、わたくしを狙ねらう人にん間げんにお帰かえり願ねがえるというわけ。

「……そろそろ、むかうぞ」

　サクスが言いうのと、ラドロの黒くろ塗ぬりの高こう級きゅう車しゃがやってくるのは、同どう時じだった。

　学がっ校こうの帰かえりは、ラドロの車くるまで送おくってもらっている。

　もちろん、わたくしのお父とう様さまとお母かあ様さまは、最さい初しょすごく心しん配ぱいしていたけれど、そこはラドロのおじいちゃんが、うまく説せつ明めいしてくれたわ。

　ラドロのおじいちゃんの「表おもての顔かお」は、さまざまな技ぎ術じゅつを持もつ職しょく人にんの工こう房ぼうを支し援えんし、その技ぎ術じゅつを世せ界かいにむけて販はん売ばいする会かい社しゃの会かい長ちょうなのだもの。

　そして、宝ほう条じょう家けでは、ラドロのおじいちゃんの会かい社しゃと大おおきな取とり引ひきをしている。

　つまり「お得とく意い様さま」というわけ。

　お父とう様さまとラドロのおじいちゃんも、個こ人じん的てきに何なん度ども食しょく事じをしたりして、仲なかがいいの。

　だから「画が家かであるわたくしが、放ほう課か後ごに、ラドロのおじいちゃんのところへ美び術じゅつ品ひんを見みに行いく」という理り由ゆうで、帰かえりの迎むかえをまかせる、ということになったのよ。

　そうそう。

　ラドロのおじいちゃんが会かい長ちょうを務つとめている会かい社しゃは、別べつに悪わるいことはしていないわよ。

　……まあ、「泥どろ棒ぼう稼か業ぎょうから足あしを洗あらいたいと言いっている人にん間げん」もやとっているから、ちょっとグレーな気きはするけれど。

　でも、泥どろ棒ぼうをやめたくても、その後ごできる仕し事ごとがないという人にん間げんを、助たすける意い味みもあるんだろうし、それに、もともと泥どろ棒ぼうだから、物ものの目め利ききができる。

　そんな人ひとたちの才さい能のうを活いかしていると言いえるかもしれないわ。

　……そんなことを考かんがえているうちに、わたくしが乗のっている車くるまが、ラドロの本ほん拠きょ地ちである高こう層そうビルの地ち下か駐ちゅう車しゃ場じょうに入はいっていく。

「ありがとう」

　わたくしは、運うん転てん手しゅのおじさんにお礼れいを言いって、車くるまを降おりる。

　そのまま、エレベーターで、ラドロが使つかっているフロアへ向むかう。

　このビルはラドロの持もち物もので、低てい層そう階かいには、ふつうの企き業ぎょうが入はいっている。

　そして、ラドロの構こう成せい員いんが使つかう階かいは、30階かいから上うえ。

　わたくしは、40階かいで降おりて、ろう下かを歩あるく。

　すると、正しょう面めんに両りょう開びらきの大おおきなドアがある。

　サクスがドアを開あけてくれて、わたくしが中なかに入はいると、そこはパーティー会かい場じょうのような広ひろさ。

　ここは、ラドロの構こう成せい員いんが情じょう報ほう交こう換かんする場ばとして、使つかわれている。

　今いまも、40～50人にんのさまざまな人にん間げんが、あちらこちらで話はなしをしている。

「おっ、有あり栖すの嬢じょうちゃんじゃねえか。調ちょう子しはどうだい？」

　40代だいぐらいの無ぶ精しょうひげのおじさんが、にこやかに話はなしかけてくる。

「ええ、問もん題だいないわ。おじさんも元げん気きそうね」

「おうよ。この間あいだ、大おお仕し事ごとを終おえたばかりだから、少すこし休やすもうかとは思おもってるけどな」

「それはいいけど、腕うでがにぶらないように気きをつけなさいよ」

「嬢じょうちゃんに言いわれるまでもないさ。何なん年ねんこの世せ界かいにいると思おもってんだい」

　おじさんは、トントンと自じ分ぶんの腕うでをたたいて見みせる。

　この場ばでも、わたくしは異い端たんな存そん在ざいといっていい。

　わたくしは、ラドロの中なかでは幹かん部ぶと同おなじあつかい。それで、周しゅう囲いの対たい応おうは、はっきりとわかれている。

　このおじさんみたいに、一いっ定ていの敬けい意いは払はらいつつも、年とし相そう応おうの相あい手てとしてかわいがるタイプ。そして……。

「宝ほう条じょうさん。おつかれさまです」

「ええ、おつかれさま」

　次つぎに、事じ務む的てきに対たい応おうして、すぐに、サッと距きょ離りをとるタイプ。

　たぶん、わたくしをどうあつかっていいのか、はかりかねているんでしょうね。

　そして、最さい後ごが……。

「……おい、いつからラドロは子こどもの遊あそび場ばになったんだ？」

　あからさまに、敵てき意いを向むけてくるタイプ。

　50代だいぐらいの男おとこが、わたくしに近ちかづいてくる。

「おい、有あり栖す嬢じょうちゃんは、そういうんじゃねえって……」

　さっきの顔かおなじみのおじさんが、かばおうとしてくれたけれど、わたくしはそれを手てで制せいする。

「文もん句くがあるのなら、直ちょく接せつ、ラドロのボスに言いうべきではないかしら？　ここでわたくしにネチネチ言いって追おい出だそうなんて……うちの小しょう学がっ校こうの生せい徒とだって、もう少すこしまともなアイデアが出だせるんじゃないかしらね」

「なんだと!?」

　わたくしの挑ちょう発はつに、顔かおを真まっ赤かにする男おとこ。

　後うしろには、ほかにも、わたくしをにらみつけている男おとこが、何なん人にんか見みえる。

　この男おとこと、似にたような意い見けんを持もっているのだと思おもうわ。

　べつに、ケンカがしたいわけではないけれど、わたくしがラドロの幹かん部ぶと同どう様ようの待たい遇ぐうである以い上じょう、ここで引ひくわけにはいかない。

　そんなことをすれば、ラドロという組そ織しきの「上じょう下げ関かん係けい」が、崩ほう壊かいしてしまう。

　昔むかしのラドロは上じょう下げ関かん係けいのない、情じょう報ほう交こう換かんの集あつまりでしかなかったらしいけれど……今いまのラドロは、ちがう。

　組そ織しきの「上うえ」に立たつものがいて、「下した」にいるものを支ささえる形かたちになっている。

　わたくしが、この人ひとたちの敵てき意いに負まけては、ラドロの幹かん部ぶ全ぜん体たいがその程てい度どだと思おもわれてしまう。

　わたくしが、一いっ歩ぽも引ひかずに男おとこたちをにらみ返かえしていると、なにごとかと、まわりの視し線せんが集あつまってくる。

「……ちっ。今日きょうは帰かえる」

　男おとこは、きびすを返かえして、部へ屋やを出でていく。

　あわてて、それについていく男おとこたちが数すう人にん。

　幹かん部ぶあつかいのわたくしと「もめている」と思おもわれるのがいやだったみたいね。

　まあ、わたくしも、それを狙ねらっていたのだけれど。

　泥どろ棒ぼうたちにとって、ラドロという組そ織しきは、とても助たすかる存そん在ざいらしい。だから彼かれらも、そこから追おい出だされるようなことはしたくない。

　でも、もともと１人ひとりで長ながく泥どろ棒ぼうをやってきた人ひとだと、プライドがゆるさないこともある……そんなところでしょうね。

　後うしろにいた男おとこもふくめて、全ぜん員いんの顔かおは覚おぼえたから、あとでラドロのボスのおじいちゃんに、それとなく伝つたえておくわ。

　ラドロに不ふ満まんを持もった者ものが、敵てき対たい組そ織しきに情じょう報ほうを流ながす……なんてことが、ないとも限かぎらないわけだから。

　わたくしが、ここに顔かおを出だしている意い味みの半はん分ぶんは、そんな意い味みもあるわ。

　わたくしという存そん在ざいをエサにして、ラドロにいだいている本ほん心しんを引ひき出だす。

　……ほんと、あのおじいちゃん、人ひと使づかいが荒あらいのよね。

「──おいおい、そいつはほんとかよ！　まさか引ひき受うけたのか？」

「声こえがでかいって。当とう然ぜん、断ことわったよ。ラドロからも追おい出だされたような連れん中ちゅうだしな。だけど、やけに自じ信しんありげだったな……あいつら程てい度どの腕うでじゃ、西さい園おん寺じ家けの屋や敷しきに忍しのびこむなんて、リスクが高たかすぎることぐらいわかってるはずだが……」

　きこえてきた会かい話わに、わたくしの眉まゆが、ピクリと反はん応のうする。

　西さい園おん寺じ……。

「ねえ、その話はなしについて、少すこしくわしくきかせてくださらない？」

　わたくしは、話はなしをしていた男おとこたちに近ちかづいていく。

「え、宝ほう条じょうさん。今いまの話はなしですか？　お、おれはちゃんと断ことわりましたよ」

「ああ、そういうことをうたがっているんじゃないわ。その元もとラドロの人ひとが、どこかのお屋や敷しきを狙ねらっているの？」

「○×区くにある、西さい園おん寺じ家けですよ。セキュリティも堅かたいし、かんたんに狙ねらえるような屋や敷しきじゃないんですがね」

「あなたをさそったというのは、どういう連れん中ちゅうなの？」

「こう言いっちゃなんですが、いっしょにされたくないレベルのやつらですよ。５～６人にんでグループを組くんでいるんですが、やり方かたが強ごう引いんで、入はいった家いえや店みせを必ひつ要よう以い上じょうに壊こわしたり、運うん悪わるく出でくわした者ものにケガを負おわせたことも数かず知しれずっていう、強ごう盗とうまがいの連れん中ちゅうですよ」

　男おとこは、自じ分ぶんを責せめる話はなしではないとホッとしたのか、すらすらと説せつ明めいしてくれる。

　なるほどね……。

「ありがとう。参さん考こうになったわ」

　わたくしはお礼れいを言いって、その場ばをはなれる。

　○×区くの西さい園おん寺じ家けの屋や敷しきといえば、あの子この家いえでまちがいないわ……どうしたものかしら。

　今いまの話はなしを頭あたまの中なかで整せい理りしようと思おもっていると、

「──有あり栖す。ボスがおよびだ」

　サクスが無ぶ愛あい想そうな声こえで、わたくしをよぶ。

　あら。

　けっこう、ここに長なが居いしてしまったみたい。

「おい、サクスさんだ。いつの間まにきたんだ？」

「足あし音おとどころか、部へ屋やに入はいってくる気け配はいさえも感かんじなかったぞ」

「さすが、あのサクスさんだ」

　あちこちで、泥どろ棒ぼうたちがざわめいている。

「サクスは、わたくしとちがって人にん気き者ものね」

　わたくしはクスクスと笑わらって言いうと、サクスと部へ屋やの外そとに出でた。

「……どうでもいい」

　サクスは、興きょう味みなさそうに言いう。

　本ほん当とうに興きょう味みがないのでしょうね。

　このサクスという男おとこは、自じ分ぶんの腕うでをみがくことだけに関かん心しんがある。

　自じ分ぶんより明あきらかに腕うでのおとる人にん間げんたちのほめ言こと葉ばなんて、気きにもとめないはずだわ。

　だから逆ぎゃくに、ラドロのおじいちゃんに対たいしては、最さい大だい限げんの敬けい意いを持もっているみたい。

　ラドロのおじいちゃん──初しょ代だいファンタジスタは、泥どろ棒ぼうの世せ界かいでは、「生いきる伝でん説せつ」あつかいされているみたいだから。

　……「２代だい目めファンタジスタ」である恭きょう也やの苦く労ろうを考かんがえると、ちょっとかわいそうになってくるくらい。

「ねえ、サクス」

　わたくしは、ろう下かを歩あるきながら、話はなしかける。

「ラドロでは、同おなじ組そ織しきの構こう成せい員いんの仕し事ごとを邪じゃ魔ますることは、禁きんじられているのよね？」

「そうだ」

　サクスは、小ちいさくうなずく。

「なら、構こう成せい員いんじゃない泥どろ棒ぼうの仕し事ごとを邪じゃ魔ますることなら？　問もん題だいないんでしょ？」

「まあ、そういうことになるな」

「それなら、やりたいことがあるんだけれど」

「……レッドの真似まね事ごとでもするのか？」

　サクスは、わたくしのやりたいことを、見み抜ぬいていたらしいわ。

　でも、甘あまく見みられたものね。

「ちがうわ」

　わたくしは、首くびを横よこにふる。

「わたくしは、学がっ校こうの友ゆう人じんにふりかかろうとしている不ふ幸こうを避さけるだけ。彼かの女じょになにかあると、わたくし、学がっ校こうでの話はなし相あい手てに困こまるのだもの。だれもかれも助たすけたがるような、正せい義ぎの味み方かたなんかといっしょにしないでほしいわ」

　本ほん当とうよ。

　あんなお人ひと好よしといっしょにされたら、かなわないわ。

「なるほどな。有あり栖すが動うごく理り由ゆうはわかった。……だが、おれがかかわらねばならない理り由ゆうは？　おれは、お前まえからやとわれているわけじゃない」

　サクスは、まっすぐにわたくしを見みすえてくる。

　その目めのするどさは、学がっ校こうのクラスメイトなら、腰こしをぬかして、尻しりもちをついてしまうかも。

　だけど、わたくしはまったくこわさを感かんじない。

　だってそうでしょ。

　いつもわたくしが絵えを描かくとき見みているのは、「世せ界かい」そのもの。

　世せ界かいと向むき合あう覚かく悟ごがあれば、人にん間げん１人ひとりの視し線せんなんて、こわくない。

「……そうよね、サクス。そのとおりだわ」

　わたくしは、クスリと笑わらう。

「サクスは、わたくしではなく、おじいちゃんにやとわれて、わたくしのボディガードをしているだけ。立たち場ばで言いえば、ラドロの幹かん部ぶなんだもの」

「幹かん部ぶを幹かん部ぶとしてあつかわない有あり栖すに言いわれるのも、どうかと思おもうがな」

「あら。わたくしは、敬けい意いを持もつべき相あい手てには、ちゃんと持もっているわ。──サクス、あなたに対たいしてもそうよ。だからこそよ」

　わたくしは、言こと葉ばに力ちからをこめる。

「泥どろ棒ぼうの矜きょう持じとして、そいつらのやり方かたは許ゆるせるのかしら？」

　そう言いいながら、サクスの目めを見みつめる。

「それに、ボスだって。たとえ一いっ時ときでもラドロにいた人にん間げんが、そんなことをしようとしているのは、喜よろこばしいことかしら？」

　わたくしは、わざと「ボス」という言こと葉ばを出だしてみせる。

「調ちょう子しのいいことを言いう。……だが、いいだろう。協きょう力りょくしよう」

　サクスは、苦にがい顔かおをしていたけれど、うなずいた。

　まず、わたくしの話はなしに耳みみをかたむけたのが失しっ敗ぱいよ。

　わたくし、人ひとを口くち車ぐるまにのせるのは、得とく意いなの──まあ、おじいちゃんや、ケイみたいに、それが通つう用ようしない例れい外がいはいるけれど、ね。







　　　　３　泥どろ棒ぼうのプライド







　──深しん夜やの１時じ。

　わたくしは、西さい園おん寺じ家けのお屋や敷しきの庭にわの木きのかげにかくれていた。

　サクスの調ちょう査さとわたくしの分ぶん析せきにより、問もん題だいの泥どろ棒ぼうグループが西さい園おん寺じ家けに忍しのびこむのが、今日きょうの深しん夜やだとわかったから。

　ここで、待まちぶせしているというわけ。

　そのサクスだけれど、いったいどこにいるのか……。

「──やつらがきた。６人にんだ」

　突とつ然ぜん、すぐうしろからサクスの声こえが聞きこえて、わたくしは身みをかたくする。

　ジロリとサクスを見みると、

「なんだ？」

　いぶかしげに、サクスが言いう。

　あのね……おどろくのよ！　わたくしでも！

　こんな真ま夜よ中なかの真まっ暗くらなところで、とつぜん音おとも立たてずにうしろに立たたれたら！

　と言いいたいのだけれど、口くちがさけても言いってやらないわ。

「……なんでもないわ。それでやつらの動うごきは、予よ想そう通どおりかしら？」

「有あり栖すの読よみ通どおりだ。やつらは西さい園おん寺じ家けの使し用よう人にんの１人ひとりと通つうじている」

「でしょうね。ボンクラ泥どろ棒ぼうなんかに、この家いえのセキュリティを、突とっ破ぱできるとは思おもえないわ」

　そういうわたくしは、サクスにかかえられて、ここまで入はいってきたけれどね。

　警けい備び員いんは常じょう時じ５人にんほどと、お屋や敷しきの広ひろさにくらべて少すくない。

　けれど、赤せき外がい線せんセンサーや、暗くら闇やみでも感かん知ちが可か能のうな顔かお認にん証しょうシステム搭とう載さいのカメラなど、異い常じょう事じ態たいを知しらせるシステムは、かなりのものがしかけられている。

　ひとたびこのシステムに引ひっかかれば、５分ふんもたたずに警けい備び員いんが、外そとから山やまほどやってくるというわけ。

　そんな西さい園おん寺じ家けのお屋や敷しきに、腕うでも知ち恵えもたいしたことがない泥どろ棒ぼうが、正せい攻こう法ほうで忍しのびこめるはずがないわ。

　なのに、西さい園おん寺じ家けへ忍しのびこむことをさそわれていた男おとこは、「やけに自じ信しんありげだった」と言いっていた。

　なにか裏うらがあるのは、まちがいない。

　それで調しらべてみたら、西さい園おん寺じ家けに５年ねんほど勤つとめている使し用よう人にんの男おとこが、裏うらであやしい動うごきをしていたのよね。

　セキュリティ管かん理りの場ば所しょまで把は握あくしているということは……西さい園おん寺じ家けにつかえるようになったときから、裏うら切ぎるつもりだったのかもしれないわ。

　まったく。

　人にん間げんっていうのは、どうしてこう、どうしようもないところがあるのかしらね。

「動うごくか？」

　サクスが、わたくしにきいてくる。

　当とう然ぜん、答こたえは決きまっているわ。

「──たたきつぶすわ」

　　　　[image: くぎり]

　暗くら闇やみの中なか、西さい園おん寺じ家けの勝かっ手て口ぐち近ちかくに、男おとこが１人ひとり立たっている。

　逃にげ場ば所しょの見み張はり役やくなのだろう。

　あたりをキョロキョロ見みまわしながら、落おちつかない様よう子すでいる。

　このあたりに設せっ置ちしてある赤せき外がい線せんセンサーは、すでに機き能のうを切きってあるみたいね。

　ここまでのシステムは通つう常じょう通どおりだったから、全ぜん部ぶのシステムを落おとしているわけではなさそうだわ。

　まあ、そんなことをしたら、すぐに異い変へんに気きづかれてしまうから、当とう然ぜんだけれど。

　そういうところは、悪わる知ぢ恵えが働はたらくのね。

「サクス」

　わたくしが声こえをかけるのと同どう時じに、サクスがわたくしの横よこからすがたを消けした。

　次つぎの瞬しゅん間かん、サクスが男おとこの背はい後ごにおりたつ。

　　　ストン

　わたくしは、目めで追おえなかったけれど、どうやら首くび筋すじに手しゅ刀とうを落おとしたようね。

　男おとこの体からだが、声こえもなくグラリとゆれて、地じ面めんに倒たおれこむ。

　あれでは、だれになにをされたのかも気きづかなかったでしょうね。

　さあ、次つぎよ。

　わたくしは、またサクスの両りょう腕うでにかかえられて、次つぎのポイントにむかう。

　勝かっ手て口ぐちから、屋や敷しきのほうにむかうと、また１人ひとり、男おとこが見み張はりに立たっている。

　さっきと同おなじ手て順じゅんで、サクスが見み張はりをしている男おとこを気き絶ぜつさせる。

「今いま、４人にんの気け配はいが、屋や敷しきの中なかに入はいった」

　サクスがつげる。

「そう。それにしても、便べん利りよね、気け配はいがよめるとかいうの。人ひとの居い場ば所しょもわかるんでしょ」

　わたくしには、当とう然ぜんそんなものはよめない。

　というか、よめるほうが異い常じょうよね。

　怪かい盗とうレッドのイノシシ担たん当とう……じゃなくて、実じつ働どう担たん当とうのアスカも、さらりとやってのけていたけど。

　あれは野や性せいのカンなのかしら？

「なれれば、できるようになる」

　サクスは、なんでもないことのように言いう。

　で・き・ま・せ・んー！

　まったく。

　自じ分ぶんが一いっ般ぱん人じんとかけはなれてるってことを、もう少すこし自じ覚かくしてほしいわ。

「とにかく、やつらが屋や敷しき内ないで仕し事ごとを始はじめる前まえに、つぶすわよ」

「了りょう解かいした」

　サクスが、わたくしをかかえて、暗くら闇やみの中なかを進すすむ。

　すると、すぐに屋や敷しきが見みえてくる。

　その横よこ側がわに回まわりこみ、やつらが忍しのびこんだルートにたどりつく。

「センサーのついた窓まども、そのシステム自じ体たいを切きってしまえば警けい報ほう器きはならない……か。つくづく内ない部ぶの裏うら切ぎりとは、めんどうなものね。信しんじられるものが、どんどん減へってしまう」

「この窓まどのむこうに、やつらがいる」

「いいわ。このまま行いって」

　サクスが、窓まどを飛とびこえる。

　すると、ろう下かを移い動どうしようとしていた、あやしい男おとこたちが、ギョッとした顔かおでわたくしたちを見みる。

「な──!?」

　声こえをあげようとした男おとこに、サクスが瞬しゅん時じに、麻ま酔すい針ばりを刺さしてだまらせる。

「真ま夜よ中なかに人ひとの家いえで大おお声ごえをあげようなんて、はしたないわよ」

　　　ストン

　と、わたくしはサクスの腕うでからすべりおり、泥どろ棒ぼうグループに話はなしかける。

　１人ひとりは倒たおしたから、残のこり３人にん。

　あ、裏うら切ぎり者ものの使し用よう人にんも数かぞえれば、４人にんね。

「なにものだ、てめえら」

　声こえをおさえて、男おとこの１人ひとりが言いってくる。

　様よう子すからして、こいつがリーダーみたいね。

「この状じょう況きょうで言いうことかしら？　そのセリフ……サクス」

　わたくしの言こと葉ばが終おわる前まえに、サクスが動うごきだす。

「がっ」

「はうっ」

「ぐっ」

　体たい術じゅつと麻ま酔すい針ばりで、あっという間まにリーダーらしき男おとこ以い外がいの３人にんを眠ねむらせる。

　あっけなさすぎて、ため息いきが出だそう。

　ものの数かずではない、とはこのことね。

「……これでわかったでしょ。わたくしたちは、あなたたちの敵てきよ。って、お知しらせするのがおそかったかしら？」

「く、くそがっ！」

　最さい後ごに残のこったリーダーの男おとこが、ふところから拳けん銃じゅうをとりだして、わたくしにむける。

　あらあら。

　そんなものまで用よう意いしていたの。

　泥どろ棒ぼうにそんなものが必ひつ要よう？

　いったいここで、なにをするつもりだったのかしら？

　わたくしは、自し然ぜんと自じ分ぶんの目めがするどくなるのを感かんじる。

「……ねえ」

　わたくしは、拳けん銃じゅうをかまえた男おとこのほうに、一いっ歩ぽ近ちかづく。

「わたくしは、泥どろ棒ぼうにもプライドがあるってことを、知しってるわ。でもね……あなたの仕し事ごとからはプライドを感かんじない」

　拳けん銃じゅうの銃じゅう口こうがむけられているのに、一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ近ちかづいてくるわたくしに、男おとこは気けおされながらも、いきがる。

「プ、プライドだと？　そんなもの、あろうがなかろうが、犯はん罪ざい者しゃにちがいはねえだろうが」

　男おとこの拳けん銃じゅうを持もつ手てが、カタカタとふるえている。

　わたくしと拳けん銃じゅうとの距きょ離りは、１メートル。

　いつ撃うってきてもおかしくないけれど、恐きょう怖ふはまったく感かんじなかった。

「もちろん、プライドがあろうとなかろうと、あなたがたは犯はん罪ざい者しゃよ。世よの中なかからすれば、最さい低ていなやつらだってことには、まちがいない。だからこそ、よ。プライドすら持もたないやつを、わたくしは、まったく描えがきたくならないわ」

　わたくしは、やっと立たち止どまる。

　鼻はな先さきに拳けん銃じゅうがある。

「し……知しったことか！」

　男おとこがさけびながら、ひきがねを引ひこうとした瞬しゅん間かん──

「がはっ……」

　サクスの麻ま酔すい針ばりを受うけて、男おとこはそのまま床ゆかに倒たおれこむ。

「……無む茶ちゃをする」

　サクスが顔かおをしかめて、わたくしを見みている。

「信しん用ようしていたもの」

　もちろんサクスなら、わたくしに傷きずひとつつけることなく、対たい処しょできるでしょう。

　それぐらいの見みる目めは、あるつもりだわ。

「こいつらはロープでしばって、まとめておけばいいでしょう。あとはレッドのやり方かたでもまねて、匿とく名めいで警けい察さつをよんでおけばいいわね。運うんがよければ、これもレッドのしわざだと思おもわれるかもしれないわ」

「レッドに文もん句くを言いわれるぞ」

「大だい丈じょう夫ぶよ。警けい察さつが勝かっ手てに誤ご解かいするのは、わたくしはあずかり知しらないことだもの」

　わたくしの言こと葉ばに、サクスが「とんでもないやつだ」という目めをむけてくる。

　あら。

　こんなにかよわい相あい棒ぼうに、そんな目めをむけるなんて、ショックだわ。







　　　　４　ごほうびはチョコレートパフェ







　次つぎの日ひの朝あさ。

　いつも通どおり、わたくしは学がっ校こうにむかう。

　校こう門もんを通とおりすぎたあたりで──

「有あり栖すちゃん！」

　西さい園おん寺じさんが、走はしってくる。

　あわててころばないか、心しん配ぱいだわ。

「ごきげんよう」

　わたくしが、西さい園おん寺じさんにあいさつすると、

「ごきげんよう」

　西さい園おん寺じさんも、今いま気きづいたとばかりにほほえみを返かえしてくる。

　他た人にん行ぎょう儀ぎなあいさつだけれど、これが、このお嬢じょう様さま学がっ校こうで定さだめられている「上じょう品ひんなあいさつ」というだけのこと。

「それで、なにかあったの？」

　わたくしは、単たん刀とう直ちょく入にゅうに西さい園おん寺じさんにきく。

「それがね！　昨日きのう、わたくしの家いえに泥どろ棒ぼうが入はいったんだよ！」

　西さい園おん寺じさんが大おお声ごえで言いうものだから、まわりの人ひとたちが、おどろいた顔かおでわたくしたちを見みている。

「声こえをおさえたほうがいいわ。それで、泥どろ棒ぼうが入はいって、西さい園おん寺じさんは無ぶ事じだったの？」

「うん！　そうなの。だれかが、泥どろ棒ぼうがうちに入はいったところをつかまえてくれていたの。警けい察さつが、とつぜん家いえにやってきたときは、びっくりしたよ。泥どろ棒ぼうが入はいったらしいっていうから、屋や敷しきの中なかを調しらべたら、本ほん当とうに、しばられている人ひとたちがいて……」

「それは不ふ思し議ぎなこともあるものね」

「本ほん当とうだよね。でも、警けい察さつの人ひとによると、怪かい盗とうレッドのしわざかもしれない、って」

　どうやら、うまくいったようね。

「でも、もし、あの怪かい盗とうレッドが助たすけてくれたのなら、ひと目め会あってみたかったかも」

「あら。西さい園おん寺じさんは怪かい盗とうレッドが好すきなの？」

「好すきっていうか、有ゆう名めいだから会あってみたいって感かんじかな。今こん回かいみたいに、悪わるいやつらに狙ねらわれてる人ひとを助たすけてくれるなんて、いい人ひとっぽいし」

　西さい園おん寺じさんらしい、ふわふわとした理り由ゆうだわ。

　でもこれでもう、大だい丈じょう夫ぶね。

　レッドならこう言いうのかしら。

　──「ミッション成せい功こう」って。
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　学がっ校こうが終おわり、わたくしは、いつものように校こう門もんを出でる。

　今日きょうも、サクスがわたくしを狙ねらう人にん間げんを片かたづけてから、合ごう流りゅうする。

　そのまま、ラドロの本ほん拠きょ地ちのビルに行いく。

「ボスのおじいちゃん」が、わたくしをよんでいると言いわれて、部へ屋やへむかう。

　でも、おじいちゃんはまだ、この部へ屋やにきていないみたい。

　わたくしは、わたくしの指し定てい席せきになっているカウンター席せきにすわる。

「有あり栖す、あの女おんなの子こに、なにも伝つたえなくてよかったのか？　あの子このために動うごいたんだろう」

　サクスにしては、めずらしく、おせっかいなことを言いうわね。

「……べつに。あの子こがいつも通どおり、笑わらって話はなしかけてくるだけで、十じゅう分ぶんな報ほう酬しゅうよ」

　恩おんを売うりたかったわけじゃないわ。

　ただ、わたくしの日にち常じょうを守まもりたかっただけ……そこに西さい園おん寺じさんがいただけ、よ。

　それ以い外がいの反はん響きょうは、おことわり。

「……まったく。ずいぶんと勝かっ手てなことをする、有あり栖すよ」

　低ひくく、するどい声こえが、きこえてきた。

　声こえがしたほうを見みると、車くるまいすに乗のった、ラドロのボスのおじいちゃんが、付つきそいのボディガードといっしょに、部へ屋やに入はいってくるところだった。

「これぐらいは問もん題だいないでしょ。ラドロの規き則そくだってやぶってないし」

　わたくしは、まったく悪わるびれずに、おじいちゃんに言いう。

「どうせおじいちゃんも、あの男おとこたちが気きに入いらなくて、いずれ手てをまわすことになっていたのでしょうし」

　あいつらのこと、おじいちゃんが手てを出ださずにいるとは思おもえないもの。

　でも、西さい園おん寺じ家けがどうなろうと、おじいちゃんはきっと気きにしない。

　だから、ひと足あし先さきにわたくしが、わたくしのために動うごいただけのことよ。

「私わたしを相あい手てにして、そうズケズケと言いってのける度ど胸きょうと頭あたまの回かい転てんの速はやさは……やはりお前まえをラドロの幹かん部ぶにスカウトしてよかったな」

　おじいちゃんが、くちびるのはしを上あげて、ニヤリと笑わらう。

「あら。ありがとう。お礼れいは、チョコレートパフェでいいわよ」

「くっくっくっ……本ほん当とうにへらない口くちだ」

　そう言いいながらも、おじいちゃんは、そばにひかえる配はい下かに片かた手てをふって指し示じを出だす。

　どうやら、本ほん当とうにパフェをごちそうしてくれるみたいね。

「それで？　なにかいいことでもあったの？　これでもわたくし、少すこしぐらいは怒おこられる覚かく悟ごはしてきたのだけど」

　本ほん当とうに、ほんの少すこしだけれど。

「タキオンのことで、おもしろい情じょう報ほうがつかめた。どうなるかはわからないが、つけいるすきにはなるだろう」

「それはそれは。これから、いそがしくなりそうね」

　使し用よう人にんが、わたくしの前まえに、チョコレートパフェをおいていく。

　自し然ぜんとほおがゆるむ。

　ここで出だされるチョコレートパフェは、絶ぜっ品ぴんなのよね。

　いずれレシピをききだしてやろうと思おもっているのだけど、なかなか明あかしてくれないのが、くやしいわ。

　わたくしはパフェをひとさじすくって、口くちに入いれる。

　ああ…………幸しあわせだわ。

　これだけでも、ラドロにきてよかったと思おもえるもの。

　……あ、いまのは冗じょう談だんよ。

　さすがに、そこまで軽かるい気き持もちじゃないわよ。

　……本ほん当とうよ。

　おじいちゃんが静しずかだと思おもって目めをやると、いつものように、チェス盤ばんの前まえで、だまって深ふかい思し考こうの中なかにいるみたい。

　おじいちゃんが、悪わるだくみ……じゃなかったわ、計けい画かくをたてるときは、いつもそう。

　まあ、だいたい毎まい日にちだけれどね。

　タキオンとの戦たたかいは、いつラドロが劣れっ勢せいになってもおかしくないのだから。

　それを１人ひとりで支ささえているのが、このおじいちゃんの頭ず脳のう。相あい手ての動うごきを先さき読よみした計けい画かくだといっていいもの。

　そうでなければ、ラドロがこんな大おおきな組そ織しきになる前まえに、タキオンにつぶされていたわ。

　だからそう。

「ま、いつものラドロね」

　これはふだんの、ラドロの風ふう景けいだ。

　それも、もう少すこししたら変かわるかもしれないけれど。

　わたくしは、わたくしのできることをやるだけだわ。

　タキオンに世せ界かいを牛ぎゅう耳じられては、こまる。

　あいつらに支し配はいされた世せ界かいでは、芸げい術じゅつもなにも意い味みをなさなくなってしまう。

　あいつらの動うごきを阻そ止しするために、わたくしはラドロに協きょう力りょくしているのだから。

　わたくしは、もうひとさじ、パフェをすくって味あじわう。

　これが、ラドロの日にち常じょう。

　わたくしは、早はやく、絵えを描かくだけでいい生せい活かつにひたりたいのだけれどね。

　それには、まだ時じ間かんがかかりそうかしら？

　わたくしは、そっと肩かたをすくめた。

[image: ]
















　　　　１　宇う佐さ美み桜さくら子この悩なやみ
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「あ～～どうしよう……」

　あたし──宇う佐さ美み桜さくら子こは、自じ分ぶんの部へ屋やのベッドの上うえで、スマホの画が面めんとにらめっこしていた。

　時じ間かんはすでに、深しん夜や１時じ。

　スマホに起き動どうしているのは、トークアプリ。

　ふだん、このトークアプリは、大だい学がくの研けん究きゅう室しつの人ひとたちとの連れん絡らく用ようにときどき使つかっているだけ。

　そんなアプリを、あたしがこんな時じ間かんに開ひらいているのには、理り由ゆうがある。




　２週しゅう間かんほど前まえに、あたしは、ある大だい事じ件けんに巻まきこまれた。

　正せい確かくには大だい事じ件けんになりそうだった事じ件けん、というほうが近ちかいかも。

　事じ件けんは、未み然ぜんにふせげたから。

　そのとき、あたしを助たすけてくれたのが、マサキという少しょう年ねん。

　事じ件けんはふせげたから、住すむ世せ界かいのちがうあたしとマサキは、そのまま縁えんが切きれる、はずだった。

　……だけど、別わかれぎわにマサキは、このトークアプリの連れん絡らく先さきを教おしえてくれたんだ。

　あたしは、もう一いち度ど、スマホの画が面めんに目めを落おとす。

　そこに表ひょう示じされているトークは、


『登とう録ろくしたよ』

『そうか』



　の２つだけ。

　しかも、やりとりをしたのは、事じ件けんのすぐあとのこと。

　だから、もう２週しゅう間かんは連れん絡らくをしていないことになる。

　せっかく連れん絡らく先さきをくれたのに、なにもメッセージを送おくらないなんて……うん、さすがにどうかと、あたしでも思おもう。

　でも、理り由ゆうがあるの。

　だって、今いまさらあいさつするのも変へんだし。

　今日きょう、あったことを書かくとか？

　ダメダメ！

「学がっ校こうでめずらしく、クラスの女じょ子しとちょっとだけ会かい話わができたよ」なんて、マサキに話はなしてどうするのよ！

　今いま、大だい学がくで研けん究きゅうしてることについて書かく？

　いや、そんなの送おくられても、マサキは、わけがわからないよね。

　ふつうの女おんなの子こだったら、トークアプリで、どんなことを送おくるのかな。

　やっぱり、「今日きょうこんなことがあって」とか、書かくのかも。

　でも、そもそも、あたしはふつうの女おんなの子ことは言いいがたい。

　友とも達だちに送おくる「ふつうのメッセージ」ってなんなのか、ぜんぜん知ち識しきがない。

　だって、あたしは友とも達だちがほとんどいないし、ましてや男おとこ友とも達だちなんて……。

　……待まって。マサキって、友とも達だちなの？

　いっしょに事じ件けんに立たち向むかったけど、それだけでは、友とも達だちとは言いえない気きがする。

　ふつうの友とも達だちとは、絶ぜっ対たい、あんなことはしないだろうし。

　たった数すう日じつのことだったし。

　じゃあ、あたしにとって、マサキってなんだろう？

　そんなことをいろいろと考かんがえてたら、なんて送おくったらいいか、ますますわからなくなっちゃって……。

　それで２週しゅう間かんが経たっちゃったんだ。

　今いまさら、どんなメッセージを送おくっても、不ふ自し然ぜんだよね。

　──今いま、マサキはなにしてるのかな。

　真ま夜よ中なかだから、ふつうなら、もう寝ねてる時じ間かんだけど。

　マサキなら起おきてそう。

「起おきてる？」

　って、きいてみたい気きはする。

　だけど、マサキはそんなつまらないことをあたしからきかれるために、連れん絡らく先さきを教おしえてくれたわけじゃないよね……。
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「ああ、もう悩なやんでるのもつかれた！」

　あたしは、ベッドに寝ねころがる。

　研けん究きゅうのことなら、いくらでも頭あたまを悩なやませていられるんだけどな。

　人ひとに送おくるメッセージの内ない容ようを考かんがえることが、こんなにつかれるなんて……。

　同おなじ「悩なやむ」のでも、脳のうのちがう場ば所しょを使つかうとか？

　それはそれで、興きょう味み深ぶかいかも。

　そんなことを考かんがえているうちに、ふと、思し考こうが、ここのところ行いきづまっていた大だい学がくでの研けん究きゅうについて、発はっ展てんしていく。

「……あれ……もしかして…………そっか！」

　ふと解かい決けつ策さくが頭あたまに浮うかんで、あたしは、がばっとベッドから起おきあがる。

「実じっ験けんデータＳエスからここを抜ぬき出だして……そうすると、実じっ験けんデータＯオーで、詰つまっていたところが進すすめられるわ！　なんで思おもいつかなかったんだろう！」

　あたしは、興こう奮ふん気ぎ味みに思し考こうをめぐらす。

「そうすると、どうなるの……あ、そういうことね！　ここに実じっ験けんデータＳエスが、必ひつ要ようになるんだわ……」

　あたしは、頭あたまをフル回かい転てんさせて、次つぎ々つぎと論ろんを進すすめていく。

「なるほど！　そこからこうなって……」

　自し然ぜんと口くちに出だしながら、同どう時じに、指ゆびも動うごく。

　しばらく研けん究きゅうについて考かんがえたところで、あたしは一ひと息いきついた。

「ふうぅ……思おもわぬところに、解かい決けつ策さくがあるなんてね。……あれ？」

　時と計けいを見みると、１時じ間かんも経たっている。

「いつの間まにか、こんな時じ間かんになってたの。でも、よかった。問もん題だいが解かい決けつしそうで……。さっそく明日あした、教きょう授じゅに説せつ明めいして、研けん究きゅうを先さきに進すすめなくっちゃ」

　あたしは、右みぎ手てに持もちっぱなしだったスマホのスリープモードを解かい除じょして、画が面めんを明あかるくする。

　スマホには、最さい後ごに起き動どうしていた、マサキとのトーク画が面めんが開ひらいてた……。

　…………えっ？

「…………あああああっ！」

　あたしは、真ま夜よ中なかだということも忘わすれて、声こえを上あげる。

　あわてて、口くちを閉とじるけど、スマホの画が面めんからは目めをはなせない。

　トークアプリの画が面めんに、メッセージが２つ、増ふえてる。

　というか、あたしが１つめのメッセージを送おくっちゃってる。

　その内ない容ようは……


『ＳエスＯオーＳエス』



　ただ、それだけ。

　しかも、送おくったのは１時じ間かんも前まえだ。

　そして、その２分ふん後ごに、マサキから返へん信しんがきてる。


『どうした

　大だい丈じょう夫ぶか』



　いったい、どうしてこんなことに!?

　……ううん、考かんがえるまでもない。

　さっき、研けん究きゅうについて考かんがえている最さい中ちゅうに、あたしの指ゆびが動うごいていたような、そうでないような、覚おぼえがあるような、ないような……。

　あたし、無む意い識しきに送そう信しんボタンを押おしちゃってたの!?

　しかも、マサキが心しん配ぱいする返へん信しんをくれてから、もう１時じ間かんも経たっていることになる。

「す、すぐにまちがいだってメッセージを送おくらないと！」

　あたしは、あわててスマホをつかみなおす。

　──と。

　あわてていたせいか、スマホがあたしの手てから、するり、とすりぬける。

　　　ぽちゃん

　あたしの手てから、はじかれるように飛とんだスマホが落おちた先さきは……。

　テーブルの上うえにあった大おおきなマグカップ。

　その中なかに、スマホは、すっぽりと入はいりこむ。

　え、ええええっ!!

　マグカップの中なかには、ちょっと冷さましてから飲のもうと思おもっていた、紅こう茶ちゃがたっぷり入はいっていたはず……。

「ちょ、ちょ、ちょっと待まって！！！」

　あたしは、いそいで紅こう茶ちゃの中なかにしずみこんでいるスマホを、マグカップの中なかから抜ぬき取とる。

　全ぜん体たいがびしょぬれになったスマホを、近ちかくにあったタオルで、いそいでぬぐう。

　目めに見みえる水すい分ぶんを、ふきとってから、スマホの画が面めんをのぞいてみる。

「う、うそでしょ……」

　スマホの画が面めんは、真まっ暗くら。

　鏡かがみを見みるまでもなく、自じ分ぶんの顔かおが真まっ青さおになってるのがわかる。

　このスマホは、お父とうさんが機き種しゅ変へん更こうするときに、おさがりをもらった、型かたの古ふるいものだ。

　家か族ぞくや大だい学がくの研けん究きゅう室しつのメンバーに連れん絡らくをとるぐらいしか使つかわないから、それで十じゅう分ぶんだと思おもってたけど……。

　防ぼう水すい対たい応おうじゃなかったんだ！

「お願ねがいだから動うごいてよ……」

　わずかな望のぞみをたくして、電でん源げんボタンを押おすけれど、反はん応のうはなし。

「ダ、ダメだ……どうしよう。

　マサキに、あれはまちがいだって、伝つたえなきゃいけないのに……」

『ＳエスＯオーＳエス』なんて、いきなり送おくられてきたら、だれだって心しん配ぱいするはずだ。

　しかも、マサキはすぐに、トークアプリのあたしのメッセージに気きづいてた。

　あーっ、スマホを持もったまま、考かんがえごとなんてするんじゃなかった……。

　でも、後こう悔かいしたり落おちこんだりするのは、あと！

「とりあえず、今いまからスマホのショップに行いっても……さすがに閉しまってるよね……」

　深しん夜や２時じ過すぎ。

　こんな時じ間かんじゃあ、24時じ間かん営えい業ぎょうのコンビニぐらいしか開あいてない。

「明日あしたの朝あさ一いち番ばんでショップに行いけば……って、明日あしたは学がっ校こうに行いかなきゃダメだったんだ」

　大だい学がくの研けん究きゅう室しつに通かようため、いくつかの授じゅ業ぎょうを免めん除じょしてもらっている代かわりに、テストはしっかりと受うける約やく束そくになってる。

　もし、さぼったりしたら、進しん級きゅうできないかも……。

　しかたない。

「学がっ校こうが終おわって、放ほう課か後ごになったら、すぐにショップに行いこう！」

　それしかない。

　家か族ぞくにスマホを借かりるという方ほう法ほうも考かんがえたけど、たとえ家か族ぞくからでも、ほかの人ひとのスマホから連れん絡らくをとるのは、マサキの信しん頼らいを裏うら切ぎる気きがする。

　そもそも警けい戒かい心しんの強つよいマサキが、他た人にんのスマホからの連れん絡らくを、本ほん物ものだと信しんじてくれるかどうか、わからないし。

「なんで勝かっ手てに動うごくかな、あたしの指ゆび！」

　あたしは、自じ分ぶんの指ゆびをうらめしく見みつめてから、がっくりとうなだれる。

　マサキに心しん配ぱいかけちゃってるよね。

　ああもう！　……どうしてこう間まが悪わるいのかな、あたしって。







　　　　２　マサキの動どう揺よう
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　高こう級きゅうマンションのキッチン。

　おれは、そのキッチンでオムライスを作つくっている。

　夜よ中なかに帰かえってきた、恭きょう也や様さまの食しょく事じを作つくるためだ。

「あ～～今日きょうも疲つかれたよ、マサキ」

　リビングのソファに、大だいの字じのように手て足あしを伸のばしてすわる恭きょう也や様さまが、つかれた声こえで言いう。

「おつかれさまです。今いま、お食しょく事じを作つくるので、少しょう々しょうお待まちください」

　最さい近きんの恭きょう也や様さまは、日に本ほん中じゅうあちこちをまわって、調ちょう査さをしているらしい。

　らしい、というのは、おれは同どう行こうを許ゆるされていないからだ。

　恭きょう也や様さまの師し匠しょうであり、先せん代だい怪かい盗とうファンタジスタである、ラドロのボスは、１人ひとりでの調ちょう査さを恭きょう也や様さまに言いいつけている。

　なまった恭きょう也や様さまの体からだを、鍛きたえなおすためということだ。

　たしかに、フラワーヴィレッジ城じょうから転てん落らくし、１カ月げつ以い上じょうも回かい復ふくに時じ間かんがかかっている。

　そう簡かん単たんに、本ほん来らいの動うごきがもどるわけがない。

　それがわかるからこそ、渋しぶ々しぶながら同どう行こうせずにいる。

　だから、今いまは恭きょう也や様さまのお世せ話わをする、大だい事じな時じ間かん……。

　……だが。

　おれはそう考かんがえながらも、ちらちらと、キッチンにおいたスマホの画が面めんを見みる。

　そこには、トークアプリの画が面めんが開ひらいてあり、桜さくら子ことのトーク画が面めんになっている。

　宇う佐さ美み桜さくら子こ。

　行方ゆくえ知しれずだった恭きょう也や様さまを捜さがしているときに出で会あった、天てん才さい少しょう女じょだ。

　本ほん人にんは隠かくしているつもりだったようだが、桜さくら子この頭あたまの回かい転てんのよさ、調ちょう査さ能のう力りょくなど、あれでただの女じょ子し高こう生せいなどというのは無む理りがある。

　見みてすぐに気きづいたが、隠かくしたいようなのでだまっていた。

　あのあと桜さくら子こについて調しらべてみたが、想そう像ぞう以い上じょうの実じっ績せきだった。もう数すう年ねんすれば世せ界かいに名な前まえが知しられることになるだろう。

　ただ、見みていてとんでもなく、あぶなっかしい。

　おれから見みたら、危き険けんに突つっこんでいくようにしか見みえないことを、平へい気きでやる。しかも、その自じ覚かくがない。

　今いまだってそうだ。

　おれは、もう一いち度ど、スマホの画が面めんを見みる。変へん化かはない。

　今いまから約やく１時じ間かんほど前まえのことだ。

　連れん絡らく先さきの登とう録ろくをしたことを知しらせてきてから、音おと沙さ汰たがなかった桜さくら子こからメッセージが送おくられてきたのは。

　しかも、メッセージはたった３文も字じ。

　──「ＳエスＯオーＳエス」。

　すぐになにかあったのか、確かく認にんの返へん信しんを送おくったが、既き読どくがついたのが10分ぷんほど前まえ。

　しかし、桜さくら子こからの返へん信しんはこない。

　なにをしているんだ、桜さくら子こは！

　いらだちを感かんじながら、おれは料りょう理りをする手てを動うごかす。

　なにかあったのか？

　無む自じ覚かくに、危き険けんに飛とびこむ性せい格かくだ。ないとは言いい切きれない。

　ああ、まったく！

　どうしておれが、こんなことに気きをとられなきゃいけないんだ。

　せっかく、恭きょう也や様さまが帰き宅たくされて、料りょう理りを作つくっている最さい中ちゅうだっていうのに。

「マサキ。手てが止とまってる。こげてるみたいだけど」

　いつのまにか、恭きょう也や様さまがキッチンまでやってきて、フライパンを指ゆびさす。

　そこには、卵たまごがこげつき、香こうばしいにおいをただよわせている。

　しまったっ！

　あわてて、フライパンをコンロからはなす。

　卵たまごが、黒くろくこげついている。

　こんなミス、いったい何なん年ねん振ぶりだろうか。

「恭きょう也や様さま、失しつ礼れいしました！　すぐに作つくりなおします」

「かまわないよ、これで。もったいないだろう」

　恭きょう也や様さまはそう言いって、フライパンのオムライスを、お皿さらに盛もりつける。

　やはり卵たまごがこげついて、とても恭きょう也や様さまに召めし上あがってもらう出で来きじゃない。

「これでは味あじが……」

　おれは、皿さらを下さげようとするが、その前まえに恭きょう也や様さまがひょいと皿さらを持もっていってしまう。

「マサキ」

　恭きょう也や様さまが、あらたまった表ひょう情じょうで言いう。

「はい、なんでしょうか」

「明日あした……いや。もう日ひ付づけが変かわっているから、今日きょうか。今日きょう１日にちは休やすみでいいよ」

「それは……！」

　おれが必ひつ要ようない、ということだろうか。

　オムライスも満まん足ぞくに作つくれない、中ちゅう途と半はん端ぱな従じゅう者しゃなど……。

「今いまのマサキの料りょう理りは、いつもよりおいしくなさそうだ。１日にち休やすめば、いつも通どおりのマサキの料りょう理りが食たべられる。そうだろう？」

　恭きょう也や様さまが、見みすかしたような目めで、おれを見みてくる。

　もしや、すべて気きづかれて……。

　いや。自じ分ぶんの行こう動どうを見みれば、気きづかれるのも当とう然ぜんか。

　１日にちの休やすみで、問もん題だいを片かたづけてみせろ。

　恭きょう也や様さまはそういう意い味みでも、言いっているにちがいない。

　なら、ここで休やすみを断ことわるのは、恭きょう也や様さまに失しつ礼れいだ。

　それに桜さくら子この件けんを片かたづけないと、おれの心こころの安あん寧ねいがおびやかされるのは、事じ実じつのようだ。

「はっ。それでは１日にちお休やすみをいただきます」

　おれは、恭きょう也や様さまに深ふか々ぶかと頭あたまを下さげる。

「そうそう。マサキは真面目まじめすぎるから、少すこし羽はねを伸のばすぐらいがいいんだよ」

　恭きょう也や様さまはそう言いうと、リビングへと歩あるきながら、オムライスを食たべている。

　本ほん当とうは食たべながら歩あるくなど、行ぎょう儀ぎが悪わるいといさめるところだが、たった今いまお休やすみをいただいた身み。

　見みなかったことにしよう。

　おれは、さっそく自じ室しつにもどると、すばやく必ひつ要ようなものをバッグに詰つめこむ。

　そして、マンションを出でる。

　向むかうのは、桜さくら子このところだ。







　　　　３　桜さくら子こに忍しのびよるもの？







　今こん回かいの恭きょう也や様さまの潜せん伏ぷく先さきは、桜さくら子こがいた街まちからは、だいぶはなれている。

　今いまは深しん夜やの２時じ過すぎ。

　電でん車しゃなどの、公こう共きょう交こう通つう機き関かんは終おわってしまっている。

　だが、電でん車しゃが動うごくのを待まっているわけには、いかない。

　おれは、ざっと今いま使つかえる移い動どう経けい路ろを頭あたまの中なかで計けい算さんすると、さっそく動うごきだす。

　移い動どうを開かい始ししてから数すう時じ間かんがたち、おれは朝あさ日ひのまぶしさに、目めを細ほそめる。

　多た少しょうの費ひ用ようは目めをつぶって、おれが桜さくら子このいる街まちに到とう着ちゃくしたのは、朝あさの７時じ。

　思おもったより、時じ間かんがかかったな。

　この時じ間かんなら、桜さくら子この家いえに行いくよりは、学がっ校こうに行いってみるべきか。

　スマホのトークアプリの画が面めんを確かく認にんするが、桜さくら子こからの返へん事じはきていない。

　事じ件けんに巻まきこまれているなら、吞のん気きに学がっ校こうに行いっているとも思おもえないが、それを確かく認にんするためにも、まずは学がっ校こうだろう。

　情じょう報ほう収しゅう集しゅうが必ひつ要ようだ。

　おれは、足あし早ばやに桜さくら子この通かよう高こう校こうへ足あしを向むけた。

　高こう校こう近ちかくの通つう学がく路ろで、人ひと目めにつかないように、おれは登とう校こうする生せい徒とを監かん視しする。

　時じ間かんが少すこし早はやいのか、登とう校こうする生せい徒とはまだ少すくない。

　桜さくら子この登とう校こう時じ間かんは知しらないが、朝あさ早はやく登とう校こうする理り由ゆうはなかったはずだ。

　おれはしばらく、登とう校こうする生せい徒とを眺ながめていると、１人ひとりで高こう校こうに向むかって歩あるいている桜さくら子この姿すがたを見みつける。

　……とくに変かわった様よう子すはないな。

　少すこし、目めの下したに隈くまができているが、それ以い外がいは特とく別べつに変かわった様よう子すはない。

　少すくなくとも「ＳエスＯオーＳエス」をメッセージで送おくるような、緊きん急きゅう事じ態たいが起おきているようには見みえない。

　ふうぅ……。

　おれは、ほっと息いきをつく。

　しかし、なぜ桜さくら子こはあんなメッセージを送おくってきたんだ？

　桜さくら子この性せい格かくからいって、質たちの悪わるいいたずらをするとは思おもえない。

　ならば、一いっ見けん、日にち常じょうを送おくっているように見みせているだけ、という可か能のう性せいもあり得えるか。

　もう少すこし、見み張はってみるか。

　恭きょう也や様さまには、今日きょう１日にちの休やすみをもらっている。

　すぐに帰かえる必ひつ要ようもない。

　おれは、生せい徒とが登とう校こうするのを見み送おくってから、移い動どうを開かい始しする。

　調しらべた情じょう報ほうによれば、桜さくら子このクラスは、たしかこのあたりのはずだが……。

　おれは、校こう舎しゃの窓まどが見みえる、校こう庭ていの大たい木ぼくの上うえに登のぼり、気け配はいを消けして双そう眼がん鏡きょうで確かく認にんする。
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　……いたな。桜さくら子こが席せきにすわって、授じゅ業ぎょうを受うけている。

　いや。あれはテストか。

　クラスの生せい徒とが黙もく々もくと、机つくえに向むかっているから、その可か能のう性せいが高たかそうだ。

　学がっ校こうに通かよったのは変へん装そうをして潜せん入にゅうしたときだけだが、そのときの下した調しらべでだいたいのことはわかっている。

　桜さくら子こは普ふ通つうにテストを受うけているようだし、特とく別べつに問もん題だいがあるようには見みえない。

　だから異い常じょうはない……とするには、ちょっと早はやいようだな。

　おれは、校こう舎しゃとは反はん対たい方ほう向こうに視し線せんを向むける。

　学がっ校こうのまわりに建たつビルの一いっ室しつ。その窓まどガラスの１つが、キラリと光ひかっている。

「望ぼう遠えんレンズ……位い置ち取どりからいっても、プロの監かん視しだな。しかも、監かん視し対たい象しょうは桜さくら子こか」

　校こう舎しゃとビルの位い置ち関かん係けい、それに望ぼう遠えんレンズの光ひかりの角かく度どをざっくり計けい算さんしてみたが、桜さくら子このほうを向むいている確かく率りつが、一いち番ばん高たかい。

「トラブルを招まねきよせる体たい質しつでも、しているのか？」

　おれはため息いきをつく。

　ＳエスＯオーＳエスがこの意い味みだったのかはわからないが、放ほうっておけば、桜さくら子こがやっかいごとに巻まきこまれるのはまちがいない。

　なら、おれのやることは１つだ。

　ストン、と音おともなく大たい木ぼくから降おりると、おれはビルに向むかって移い動どうを開かい始しする。

　どうやら、監かん視し者しゃのいるビルは、５階かいが空あいているらしい。

　おれが光ひかりを確かく認にんしたのも５階かい。

　わかりやすくて、助たすかるな。

　相あい手てはプロではあるだろうが、それだけだ。

　おれは、５階かいのフロアにあがると、気け配はいを消けして進すすむ。

　あそこだな。

　ドアの前まえに、スーツすがたのいかつい男おとこが立たっている。

　しかも、腋わきのあたりのふくらみを見みると、銃じゅうを持もっているか。

　……さわぎを起おこすわけにもいかないからな。

「ご苦く労ろうなことだな」

　おれは、ギリギリまで気け配はいを消けして近ちかづいてから、ドアの前まえの男おとこに声こえをかける。

「な、なん……がっ！」

　おれは、すばやく腹はらに拳こぶしを打うちこみ、男おとこを静しずかにさせる。

　ドアを小ちいさく開あけて、中なかの様よう子すをうかがう。

　窓まどぎわにいて、監かん視しをしているのが２人ふたりか。

　こちらには気きづいていない。

　なら、とっとと終おわらせるか。

　おれは、ドアのすき間まから部へ屋やの中なかにすべりこむと、足あし音おとを消けして、窓まどぎわで監かん視ししている男おとこたちの背はい後ごに立たつ。

　おれが背はい後ごに立たったことで、ようやく男おとこたちは、おれのことに気きづいて、ふり返かえる。

「貴き様さま、なにも……ごほっ！」

　男おとこの１人ひとりに、有う無むを言いわせずに、掌しょう底ていをあごに入いれる。

　男おとこの体からだが浮うき上あがってから、床ゆかに倒たおれこむ。

「な、な、なにものだ！」

　もう１人ひとりの男おとこが、床ゆかにしりもちをついて、後あとずさる。

　男おとこの顔かおが、恐きょう怖ふに引ひきつっている。

　今いまので実じつ力りょく差さがわからないようなら、プロで生いきてなどいけないだろう。

　こっちもだまらせるのは簡かん単たんだが、それだと情じょう報ほうが引ひき出だせない。

「おい。だれを監かん視ししている？」

「そんなことを言いうわけ……」

　ヒュン、とおれは男おとこの顔かおの真ま横よこに、パンチをはなつ。

　男おとこの髪かみが、風かぜでなびく。

「ひっ……！」

「もう一いち度どきく。だれを監かん視ししている？　目もく的てきはなんだ？」

「う、宇う佐さ美み桜さくら子ことかいう女おんなだ。拉ら致ちしてくるように頼たのまれた。そうだ！　頼たのまれただけなんだ」

　男おとこは、おびえた様よう子すで答こたえる。

　やはり桜さくら子こが監かん視し対たい象しょうか。

　しかも、拉ら致ちを前ぜん提ていとした。

　やはり、放ほうっておかなくて、よかったな。

「だれに頼たのまれた？　おまえらを雇やとったやつがいるんだろ？」

「依い頼らい人にんについて言いえるわけが……はいっ！　言いいます！」

　おれが拳こぶしをかまえると、男おとこがあっさりと口くちを割わる。

　依い頼らい人にんの名な前まえをきいたおれは、男おとこに、仲なか間まのあと片かたづけをして、この件けんから手てを引ひくように言いって、ビルの外そとに出でる。

　あれなら、桜さくら子この監かん視しも拉ら致ちも続つづけることはないだろう。

　プロではあるが、大おおきな組そ織しきに属ぞくしていない小ちいさなグループのようだ。

　プロだからこそ、引ひき際ぎわをわきまえて、自じ分ぶんの命いのちを優ゆう先せんして考かんがえるだろう。

　しかし、これでほしい情じょう報ほうは手てに入はいった。

「だいたい、事じ件けんの構こう図ずが見みえてきたな」







　　　　４　陰かげの存そん在ざいとして







　スーツすがたの人にん間げんが、たくさん行いきかうビジネス街がい。

　おれは、その道みちを歩あるいていた。

　もちろん、変へん装そうはしている。

　ダークスーツすがたに、ブルーのネクタイをしめて、まわりからは、20代だいくらいの若わか手てサラリーマンに見みえるはずだ。

　この手ての変へん装そうなら、何なん度どかしたことがあるから、ふるまい方かたもわかっている。

「……ここか」

　おれは、とあるビルの前まえで立たち止どまる。

　目めの前まえにあるのは、30階かい建だての、このあたりではめだつ高たかさのビルだ。

　見み上あげると、窓まどガラスに光ひかりが反はん射しゃしていて、まぶしさに目めがくらむ。

　このビルには、複ふく数すうの会かい社しゃが、オフィスをかまえている。

　おれの目もく的てき地ちは、このビルの25階かいから、最さい上じょう階かいである30階かいまでをオフィスとして使つかっている会かい社しゃだ。

　ビルの１階かいエントランスはスーツすがたの人ひとの出で入いりが多おおく、おれが入はいっていっても、とくにだれにも見みとがめられない。

　エレベーターに乗のり、25階かいまでは、すんなりと行いくことができそうだ。

　高こう速そくエレベーターがのぼっていく浮ふ遊ゆう感かんを味あじわいながら、10秒びょうほどで25階かいにたどりつく。

　さて。ここからだ。

　25階かいでエレベーターを降おりると、すぐのところに会かい社しゃの受うけ付つけがあり、女じょ性せいが２人ふたりすわっている。

　ここで受うけ付つけをしないと、目もく的てきの会かい社しゃのフロアに立たち入いることができない。

「すみません。総そう務む部ぶの槇まき原はらさんと約やく束そくしている、碓うす井いコーポレーションの榎えのき田だと申もうします」

　おれはいつもと声こわ色いろを変かえて、受うけ付つけの女じょ性せいに声こえをかける。

　当とう然ぜん、事じ前ぜんにこの会かい社しゃの社しゃ員いんについては、調しらべてある。

　総そう務む部ぶの槇まき原はらという人じん物ぶつは、本ほん当とうに在ざい職しょくしているし、碓うす井いコーポレーションとは、この会かい社しゃの取とり引ひき相あい手ての会かい社しゃだ。

「はい。碓うす井いコーポレーションの榎えのき田だ様さまですね。少しょう々しょうお待まちください」

　受うけ付つけの女じょ性せいは、内ない線せん電でん話わで連れん絡らくをとっている。

　槇まき原はらには、当とう然ぜんながら約やく束そくの覚おぼえはないはずだが、取とり引ひき相あい手ての会かい社しゃを名な乗のる人にん間げんがやってきて「約やく束そくがある」と言いわれたら、無む下げにする会かい社しゃなど、そうそうない。

　電でん話わを切きると、受うけ付つけの女じょ性せいは少すこしとまどった表ひょう情じょうで、おれを見みる。

「約やく束そくの覚おぼえがない」と言いわれたのかもしれない。

　だが……。

「槇まき原はらは、すぐには手てがはなせないので、中なかでお待まちいただけますか。こちらがＩアイＤディーカードになります。お帰かえりのさいに、ご返へん却きゃくください」

　受うけ付つけの女じょ性せいは、おれに、ケースに入はいったカードをわたしてくる。

　最さい近きんのオフィスは、こういったカードキーでドアを開あけるところが多おおい。

　この会かい社しゃもそうで、このカードキーを忘わすれると、社しゃ員いんですら、トイレからオフィスにもどってこられないなんてことが、おこる。

　セキュリティ上じょう、必ひつ要ようなことかもしれないが、便べん利りになったのか不ふ便べんになったのか、微び妙みょうなところだろう。

　セキュリティとしても、こんなあやしい人にん間げんを、あっさり入いれてしまっているのだから、穴あながある。

　おれはエレベーターで30階かいに移い動どうすると、オフィスのドアを、カードキーで開あける。

　ここには、総そう務む部ぶと経けい理り部ぶ、それに社しゃ長ちょう室しつがある。

　オフィスのドアを開あけた瞬しゅん間かんに、中なかにいる社しゃ員いんから視し線せんをむけられたが、すぐにその視し線せんも散ちる。

　見み知しらぬ顔かおでも「カードキーを持もって入はいっているなら、だれかの客きゃくなのだろう」と思おもいこむから、それ以い上じょうは関かん心しんをはらわないのだ。

　潜せん入にゅうするほうには、楽らくで助たすかる。

　こういったオフィスは、最さい初しょのドアだけにセキュリティがあっても、フロアの中なかにはセキュリティチェックのあるドアは作つくらないことが多おおい。

　いちいち、セキュリティチェックをしていたら、仕し事ごとにならないからだろう。

　おれは、まっすぐに奥おくにある社しゃ長ちょう室しつにむかう。

　堂どう々どうと歩あるいていくと、だれにも止とめられない。

　社しゃ長ちょう室しつにも、めんどうな鍵かぎはついていなかった。

　ノックをしてから、ドアを開あける。

　中なかに社しゃ長ちょうはいない。

　社しゃ長ちょうは出でかけていて、もどってくるまで、あと10分ぷんほどかかることは調しらべてある。

　おれは、社しゃ長ちょう室しつを見みまわす。

　壁かべには、数すう百ひゃく万まん円えんはするはずの高こう級きゅうな絵かい画ががかけてあり、棚たなには大おおぶりの壺つぼや花か瓶びんなどがならべてある。

　美び術じゅつ品ひん収しゅう集しゅうの趣しゅ味みがあるようだ。

　防ぼう音おんもしっかりしている。これも都つ合ごうがいい。

　さてと。そろそろ、社しゃ長ちょうがもどってくるころか。

　おれは、ドアのかげに隠かくれて、気け配はいを消けす。

　　　ガチャ

　社しゃ長ちょう室しつのドアが開ひらく。

　高こう級きゅうスーツに身みを包つつみ、香こう水すいのにおいをぷんぷんとさせた30代だい後こう半はんの男おとこが、社しゃ長ちょう室しつの奥おくのイスにむかって歩あるいていく。

　おれは、気け配はいを消けしたまま、社しゃ長ちょうの背はい後ごに立たつ。

　さっき、桜さくら子こを監かん視ししていたやつらは、さすがにこれで気きづいたが、素人しろうとの社しゃ長ちょうはまったく気きづかない。

　おれは無む言ごんでうしろから社しゃ長ちょうの口くちをおさえこむと、首くび筋すじに、とがったものをつきつける。

「な………もごもごもご……！」

　社しゃ長ちょうが、おれに口くちをおさえられながら、なにかを言いおうとしている。

　どうせ、「なんだ、おまえは」とかいったところだろう。きく価か値ちもない。

「人ひとを拉ら致ちする計けい画かくを指し示じしておいて、自じ分ぶんがこうされる可か能のう性せいは考かんがえなかったのか？」

　おれは、冷さめた声こわ音ねで社しゃ長ちょうに言いう。

　この会かい社しゃは、新しん進しん気き鋭えいのベンチャー企き業ぎょう。

　しかし、やり方かたが強ごう引いんで、研けん究きゅう者しゃを脅おどしまがいに引ひきぬいたり、研けん究きゅう成せい果かをかすめとるようなことをしたりと、悪わるいウワサが絶たえない。

　この社しゃ長ちょうが、次つぎに目めをつけたのが、桜さくら子こだ。

　最さい近きん、桜さくら子こが大だい学がくでしている研けん究きゅうが、金かねになると考かんがえたらしい。

　ずいぶんと物ぶっ騒そうな方ほう法ほうだが、それでも訴うったえられないのは、桜さくら子こを拉ら致ちしようとしていたやつらのような、プロの裏うら稼か業ぎょうの集しゅう団だんを雇やとっているからだ。

　過か去こにも、告こく発はつしようとしていた人にん間げんが、不ふ幸こうな事じ故こにあったりしている。

「うぐうぐぅ……！」

　社しゃ長ちょうが強つよくうめくので、おれは口くちから手てをはなしてやる。

　拉ら致ちについて言いわれた以い上じょう、今いますぐ人ひとをよぶより、おれの素す性じょうを探さぐろうとするだろう。

「こ、こんなことをして、ただですむと思おもっているのか！」

　社しゃ長ちょうは、首くびにつきつけられたもののせいで、身み動うごきがとれないながらも、怒ど鳴なってくる。

「ほお、強つよ気きだな」

　おれは、わずかに怒ど気きをはらんだ声こえで、静しずかに言いう。

「なら、ごじまんの荒あら事ごとのプロでもよんだらどうだ？」

　おれは、手てもはなしてやる。

　首くび筋すじには、とがったものをつきつけたままだから、社しゃ長ちょうはその場ばからは動うごけない。

　だがこれで、手てと口くちの自じ由ゆうはきく。

「後こう悔かいさせてやる！」

　社しゃ長ちょうは言いって、スマホをとりだして、どこかに電でん話わをかける。

　数すう回かいのコール音おんのあとに、相あい手てが電でん話わに出でる。

「今いますぐに助たすけにこい。何なに者ものかの襲しゅう撃げきを受うけているんだ。いそげ！」

　社しゃ長ちょうが怒ど鳴なる。

　だが、電でん話わからもれてくる声こえは、冷さめていた。

『悪わるいが、おまえとはこれっきりだ。相あい手てが悪わるすぎる。おれたちは手てを引ひく。ほかのやつらも、同おなじだろう』

「な、なんだと！　ふざけるな！　おまえたちに、いくら払はらったと思おもってるんだ！」

　社しゃ長ちょうがわめきちらすが、電でん話わはそのまま切きれる。

　ツーツー、という音おとだけが、社しゃ長ちょう室しつにむなしく響ひびく。

　社しゃ長ちょうは、サッとおれにむきなおった。

「な、なあ。金かねなら出だす。おまえを雇やとっている人にん間げんの２倍ばい、いや３倍ばいでも４倍ばいでもいい。どうだ？」

　社しゃ長ちょうは、おれにむけて言いってくる。

　なるほど。今こん度どはおれを買ばい収しゅうか。

　……ふざけるなよ。

　おれは、自じ分ぶんの目めが、するどくなるのを感かんじる。

「きさま、おれの忠ちゅう誠せいを、金かねごときで買かえると思おもっているのか！」

「ひ、ひぃ!?」

　怒ど気きをふくんだ、おれの声こえに、社しゃ長ちょうがちぢみあがる。
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「命いのちは助たすけてやる。ただし、二度ど目めはない」

　おれは言いって、首くび筋すじにつきつけていたボールペンを引ひく。

「がっ……」

　間かん髪はつをいれずに、社しゃ長ちょうの首くび筋すじに手しゅ刀とうを入いれて、気き絶ぜつさせる。

　おれは、ふたたび「若わか手てサラリーマンの榎えのき田だ」の表ひょう情じょうにもどって、社しゃ長ちょう室しつを出でた。

　受うけ付つけで、カードキーを返かえして、そのままオフィスを後あとにする。

　さてと。

　桜さくら子この様よう子すを、見みにもどるか。







　　　　５　いつもどおりのオムライス







　桜さくら子こは学がっ校こう近ちかくの、ケータイショップにいた。

　なぜか、学がっ校こうが終おわってすぐに、桜さくら子こはこのお店みせにやってきた。

　おれは、店てん内ないの桜さくら子こが見みえる位い置ちで、めだたないように視し線せんを送おくる。

　変へん装そうは、すでに解といているが、この距きょ離りなら、桜さくら子こからおれのすがたは見みえないだろう。

　ここにくる前まえに、いちおう、学がっ校こうのまわりを見みまわってみたが、さっきのやつらも、おとなしく引ひいたようだ。

「これで桜さくら子こが狙ねらわれることはないだろ。裏のやつらの情じょう報ほう伝でん達たつは速はやい。『宇う佐さ美み桜さくら子こには正しょう体たい不ふ明めいの警けい護ごがついている』とでも思おもわれれば、あらたに手てを出だすバカも現あらわれないだろうしな」

　結けっ局きょく、桜さくら子こから送おくられてきたＳエスＯオーＳエスについては、わからないままだが、今いま見みたかぎり、これ以い外がいの問もん題だいがないのはまちがいない。

　そう思おもって、おれがその場ばからはなれようとした、そのときだ。

　おれのスマホがかるくふるえた。

　見みると、桜さくら子こと繫つながっているトークアプリに、メッセージが届とどいている。

『昨さく夜やはごめんなさい！　スマホをマグカップの中なかに落おとしちゃって、返へん信しんできなかったんだ。

　今いま、代かわりのスマホを貸かしてもらって、いそいで連れん絡らくしたの』

　連れん絡らくがとだえたのは、そういうことだったのか。

　桜さくら子こが不ぶ器き用ようなのは、あいかわらずだな。

『ＳエスＯオーＳエスとは、どういう意い味みだ？』

　おれはメッセージを返かえす。

『あれは……行いきづまってた研けん究きゅうを、解かい決けつできそうなヒントが思おもいついて、それを考かんがえているうちに、自し然ぜんと指ゆびが動うごいていたみたいで……ごめんなさい』

　頭あたまを抱かかえたくなったが、桜さくら子こなら十じゅう分ぶんにあり得える。

　あの事件のときも、ものすごい集しゅう中ちゅう力りょくだったが、考かんがえごとをしているときは、まったくまわりが見みえていないようだったからな。

『もしかして、心しん配ぱいかけた？』

『問もん題だいない。ただ、今こん度どからスマホを防ぼう水すい加か工こうのものにしておくんだな』

『だね。そうする』

　それから、すぐにもう１つメッセージがきた。

『あの……もしかしてなんだけど、マサキ今いま、近ちかくにいたりする？』

　桜さくら子こは、たまにこんなふうに勘かんが働はたらくことがある。

　おれは、桜さくら子こがあたりをキョロキョロしているのを見みながら、メッセージを打うちこむ。

『いや。見みまわしても見みえないぐらい、遠とおい場ば所しょだ』

『やっぱり、近ちかくにいるんじゃない！』

『もし当あたったなら、桜さくら子この行こう動どうがわかりやすいだけだ。用ようがないなら、これで話はなしは終おわりだ』

　おれはスマホをしまおうとするが、その前まえにメッセージが届とどく。

『ねえ、マサキ』

『なんだ』

『用ようがなかったら、連れん絡らくしたらダメかな？』

　……………！

　おれは、乱らん暴ぼうに頭あたまをかく。

　本ほん当とうなら、桜さくら子こみたいな〝表おもての世せ界かい〟の人にん間げんが、おれのような人にん間げんと関かかわるべきじゃない。

　だけど……。

『たまになら、用ようがなくても話はなしぐらいはきいてやる』

　気きづいたら、おれはそうメッセージを返かえしていた。

『うん、ありがとう』

　そうメッセージを打うち込こんでいる桜さくら子こは、笑え顔がおだった。

　おれは今こん度どこそスマホをしまい、そっと、その場ばをはなれた。
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　夜よるになり、恭きょう也や様さまの部へ屋やに、おれは帰かえってきた。

「おかえり、マサキ。……どうやら、今日きょうはうまいご飯はんが食たべられそうだ」

　恭きょう也や様さまが、おれの顔かおを見みるなり、不ふ可か解かいなことを言いう。

　とはいえ、昨日きのう（今日きょうだったか）は不ふ手て際ぎわがあった以い上じょう、訂てい正せいもできない。

「今日きょうもオムライスです。材ざい料りょうを買かってきました。……ですが、その前まえに部へ屋やの片かたづけが必ひつ要ようみたいですね」

　おれは、部へ屋やを見みまわして、肩かたを落おとす。

「そうかな？」

　恭きょう也や様さまは、不ふ思し議ぎそうな顔かおをしている。

　なぜ、この部へ屋やを見みて、そんな表ひょう情じょうができるのか、恭きょう也や様さまの心こころの中なかを知しりたい。

「そうですよ。どうしたら、たった半はん日にちでこんなに散ちらかせるんですか。まったく」

「ふ～ん」

　片かたづけにとりかかったおれを、恭きょう也や様さまがニヤニヤ笑わらいで見みてくる。

「なんですか」

　おれは、冷つめたい目めで恭きょう也や様さまを見みる。

「いつもより、マサキの機き嫌げんがよさそうだと思おもってね」

「よくないですよ。こんなに部へ屋やを散ちらかして」

「そういう意い味みじゃないんだけどな。まあ、いずれマサキも気きづくか」

　恭きょう也や様さまは、苦にが笑わらいをうかべて、肩かたをすくめる。

「なんの話はなしです？」

　おれは意い味みがわからず、首くびをかしげる。

「気きにしなくていいよ。オムライスが楽たのしみだなぁ～ってこと」

　恭きょう也や様さまはそう言いって、ソファにゴロンと横よこになる。

　おれは、恭きょう也や様さまのほうを見みて、片かたづけの手てを止とめる。

「それならソファでゴロゴロしてないで、恭きょう也や様さまも少すこしは片かたづけを手て伝つだってください」

「おれが片かたづけると、よけいに散ちらかるだろ？」

　恭きょう也や様さまは、すぐさま言いい返かえしてくる。

　たしかに、恭きょう也や様さまに手て伝つだってもらったら、片かたづけは夜よ中なかになっても終おわらないだろう。

　あきらめて、１人ひとりで部へ屋やの片かたづけを再さい開かいする。

　たしかに、今日きょう１日にち、かなりの長ちょう距きょ離り移い動どうだったはずだが、体からだがかるい気きはする。

　それに……。

　なぜだか今日きょうは、いつもよりうまいオムライスが作つくれる気きがする。

　理り由ゆうはわからないが、恭きょう也や様さまにおいしいオムライスを出だせるのなら、問もん題だいはないか。

　そう思おもい、拾ひろいあげたシャツをかごに入いれた。






















　大おお通どおりを横よこに入はいって、小こ道みちを先さきにすすむ。

　見みえてくるのは、１軒けんのお店みせ。

　店みせの中なかには、明あかりがともっている。

　近ちかづいていくと、窓まど越ごしに、めずらしいデザインの、カップやランプなどが見みえる。

　ここは、美み華か子こさんが趣しゅ味みでやっている、輸ゆ入にゅう雑ざっ貨か屋やさん。

　わたしとケイは、今日きょうは美み華か子こさんにさそわれて、美み華か子こさんのお店みせにやってきたんだ。

　　　カランカラン

　木もく製せいのドアを開あけると、ドアについたベルが鳴なる。

「は～い、いらっしゃいませ」

　お店みせの奥おくのほうから声こえがきこえる。

　ドタバタと音おとがして、美み華か子こさんが奥おくから出でてきた。

「あら？　アスカとケイじゃない。もうそんな時じ間かんなの？」

　美み華か子こさんが、わたしとケイのすがたを見みて、おどろいたように、壁かべにかかった時と計けいに目めを向むける。

　約やく束そくしたのは、午ご後ご２時じ。

　今いまは、その10分ぷん前まえだ。

「おじゃまします、美み華か子こさん。いそがしいところでした？」

　わたしが言いう。

　となりでケイも、ちょこんと頭あたまを下さげている。

「大だい丈じょう夫ぶ、大だい丈じょう夫ぶ。ひさしぶりにお店みせにきたから、捜さがしものに熱ねっ中ちゅうしちゃって……。奥おくへどうぞ」

　美み華か子こさんが、わたしとケイを奥おくに案あん内ないする。

　わたしは、お店みせの中なかを歩あるきながら、まわりを見みまわす。

　この輸ゆ入にゅう雑ざっ貨か屋やさんにおいてある商しょう品ひんって、変かわったデザインのものが多おおいんだよね。

　海かい外がいでつくられたものらしくて、ライオンの口くちの中なかにライトがついていたり、亀かめの甲こう羅らをさかさまにしたデザインのティーカップがあったり。

　もちろん、落おちついたデザインのものもあるけど、近きん所じょの店みせで見みかける商しょう品ひんとは、少すこしちがうものばかりなんだ。

　美み華か子こさんは、この店みせを、完かん全ぜんな趣しゅ味みとしてやっている。

　本ほん業ぎょうは、貿ぼう易えき会がい社しゃの社しゃ長ちょうだ。

　お店みせは、美み華か子こさんが日に本ほんにいるときにしか開あけていないから、あんまり売うれてないみたい。

　それでも、通かよってくれるお客きゃくさんはいるんだって、前まえに美み華か子こさんからきいたことがある。

「今日きょうはもう、店みせじまいね。閉へい店てんのプレートに変かえてきちゃおう」

　美み華か子こさんが言いって、お店みせのドアの外そと側がわにかかったプレートを「閉へい店てん」に変かえてきた。

「いいんですか？　せっかくお店みせを開あけたのに」

「いいの。たまにはゆっくり、あなたたちと話はなしたいと思おもってたし。どうせお客きゃくさんもこないし」

　美み華か子こさんはそう言いって、ケラケラと笑わらう。

　……お客きゃくさんがこないっていうのは、笑わらいごとじゃない気きもするんだけど……。

「さぁ、すわって。今いま、紅こう茶ちゃとコーヒーを用よう意いするわ」

「あっ、それなら、お父とうさんから美み華か子こさんに、おみやげをあずかってきました」

　わたしは、持もっていた紙かみ袋ぶくろをわたす。

「わあっ！　これ翼つばさ兄にいさんの手て作づくりパウンドケーキじゃない！　翼つばさ兄にいさん、お菓か子しもおいしいのに、めったに作つくらないから、すごくレアなのよね」

　美み華か子こさんが、紙かみ袋ぶくろの中なか身みを見みて、興こう奮ふんしたように言いう。

　そうなんだよね。

　お父とうさんは、お菓か子しを作つくるのが上じょう手ずなのに、あまり作つくらない。

　でも、たまに作つくると、お店みせで買かうのより、ずっとおいしいんだよ！

　だから、おみやげ用ように、パウンドケーキを焼やいているのを見みて、ひそかに楽たのしみにしてたんだ。

「それじゃあ、これも切きり分わけましょう。２人ふたりも手て伝つだって」

　美み華か子こさんが言いって、手て早ばやくお茶ちゃ会かいの準じゅん備びをする。

　といっても、コーヒーをいれるのは、ケイがやったし、紅こう茶ちゃの準じゅん備びや、パウンドケーキの切きり分わけは、美み華か子こさんがやったんだけどね。

　わたしは、自じ分ぶんの実じつ力りょくがわかっているから、お皿さらに盛もりつけられたパウンドケーキをテーブルに運はこぶ係かかりだ。

　お茶ちゃ会かいの準じゅん備びができると、わたしたちは木もく製せいのテーブルのまわりにすわって、パウンドケーキを、ひとくち。

　う～ん……おいしいっ！

　口くちに入いれると、ふわっとしたやわらかさが伝つたわってきて、そのあとにやさしい甘あまい味あじが広ひろがる。

　不ふ思し議ぎなのは、甘あまいのに甘あますぎないってこと。

　いつまでも残のこる甘あまさじゃなくて、さらっと甘あまさが口くちの中なかで、とけてなくなる。

　そのせいか、甘あまいものがあんまり得とく意いじゃないケイも、気きにならない様よう子すで食たべている。

「……やっぱりおいしいわね。本ほん当とうに料りょう理りでは、翼つばさ兄にいさんに勝かてる気きがしないわ」

　美み華か子こさんが、食たべながら、ため息いきまじりに言いう。

「お父とうさんって、昔むかしから料りょう理りが得とく意いだったんですか？」

「そうよ。料りょう理りする必ひつ要ようがあったのと、お父とうさん……あなたたちからすると、おじいちゃんか。そのおじいちゃんが、料りょう理りが得とく意いだった影えい響きょうもあるんだろうけど」

「へえ～」

　わたしは、お父とうさんのほうのおじいちゃんには、小ちいさいころにしか会あったことがないんだよね。

　だから記き憶おくもおぼろげなんだけど、やさしそうな人ひとだった気きがする。

　わたしたちは、パウンドケーキと紅こう茶ちゃとコーヒーを楽たのしみながら、いろんな話はなしをする。

　だいたい、話はなしをしていたのは、美み華か子こさんとわたしだけどね。

　ケイは、必ひつ要ようなときしかしゃべらないし。

　それでも、つまらなそうにはしていなかった。

「そういえば、それ。ちゃんとつけてるのね」

　美み華か子こさんが、わたしが首くびから下さげたペンダントを指ゆびさす。

「なくしちゃうといやだから、ふだんはつけないんですけど、今日きょうはいいかなと思おもって」

　わたしは言いって、首くびからペンダントをはずす。

　これはロケットペンダントといって、チェーンの先さきに写しゃ真しんを入いれたケースがついている。

　同おなじものを、ケイも持もっているんだ。

　そしてこれは、もともとは、お母かあさんたちのものだったんだって!!

　これをゆずり受うけたのは、見み神かみ島じまだったなぁ……。

「写しゃ真しんは、新あたらしいのを入いれたのね。……なつかしいわね、あのときのこと」

　美み華か子こさんが目めを細ほそめて、なつかしそうに語かたるのに、わたしは首くびをかしげる。

「あのときって？　見み神かみ島じまに行いったときですか？」

　そんなに昔むかしのことでもない気きがするけど。

「ちがうわよ。ほら、島しまに行いったときに、少すこし話はなしたでしょう。──そのロケットペンダントが盗ぬすまれたという話はなし」

「ああ！　はい、ききました。お母かあさんたちが、すりの被ひ害がいにあったって」

「そうそう、そのときのことよ。８年ねん前まえ……もうすぐ９年ねんになるかしら。あのときは、アクシデントもあったけど、楽たのしい思おもい出でも多おおかったから」

「それって、お父とうさんやお母かあさんたちとの……」

「ええ、そうよ。……そうね。ただの昔むかし話ばなしだけど、アスカとケイの２人ふたりには、きいてほしいかも。きいてくれる？」

　わたしは、もちろん大おおきくうなずく。

　となりでケイも、コクリとうなずく。

「じゃあ、話はなすわね。ロケットを盗ぬすまれたってこと以い外がいは、特とく別べつどうということもない話はなしだけど……」

　美み華か子こさんは、そうことわってから、ゆっくりとした口く調ちょうで、８年ねん前まえに見み神かみ島じまで起おきたことについて、語かたりはじめた。
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「杏きょう子こさん、美み緒おさん。まだ食たべ歩あるきするんですか？」

　私わたし──美み華か子こは、前まえを歩あるく２人ふたりを見みながら、あきれ顔がおで言いった。

　あたりには、浴衣ゆかたすがたの老ろう若にゃく男なん女にょや、ものめずらしそうにまわりを見みている外がい国こく人じんなど、いろいろな人ひとが、笑え顔がおで歩あるいている。

　ここは見み神かみ島じま。

　この島しまでは、８年ねんに一いち度どだけとりおこなわれる、２日か間かんのお祭まつりがある。お祭まつりの２日か目めの最さい後ごには、巫女みこが舞まう神しん事じが行おこなわれる。

　もともとは、ひっそりやっていたお祭まつりだったらしいけど、いつのまにか国こく内ないどころか、海かい外がいでも有ゆう名めいになったらしい。

　ＳエスＮエヌＳエスで紹しょう介かいされたら、あっという間まに情じょう報ほうが広ひろがるしね。

　そんなわけで、お祭まつりの日ひの前ぜん後ごは、かなり前まえから旅りょ館かんの予よ約やくをとらないと泊とまれないぐらいたくさんの人ひとが、島しまにやってくる。

　私わたしは、本ほん当とうはくる予よ定ていじゃなかったんだけど、杏きょう子こさんと美み緒おさんにさそわれて、２家か族ぞくの旅りょ行こうに合ごう流りゅうすることになった。

　杏きょう子こさんと美み緒おさんの少すこし前まえを、翼つばさ兄にいさんと圭けい一いち郎ろう兄にいさんが、ならんで歩あるいている。

　翼つばさ兄にいさんは、いつの間まに買かったのか、戦せん隊たいもののヒーローのお面めんを、頭あたまの横よこにつけている。

　圭けい一いち郎ろう兄にいさんは、さっき輪わ投なげでとった景けい品ひんのミニカーを、小ちいさなドライバー１本ぽんで、歩あるきながら解かい体たいしてしまっている。

　……この２人ふたりは、あいかわらずね。

　２人ふたりの兄あにの変かわらない様よう子すに、ちょっと安あん心しんしつつ、私わたしは、杏きょう子こさんと美み緒おさんの横よこに、それぞれぴったりとくっついている子こどもたちに目めを向むける。

「ママ！　あのべびーかすてらっていうの食たべたいっ！」

「はいはい、ちょっと待まってねー」

　美み緒おさんの娘むすめのアスカが、浴衣ゆかたのそでを引ひっぱって、ねだっている。

　たしか、さっきまでこの子こ、リンゴ飴あめを、食たべていた気きがするんだけど……。

「…………」

　杏きょう子こさんの息子むすこのケイは、ものしずかだけど、気きがつくと興きょう味みがあるほうへと、無む言ごんで歩あるいていってしまう。

　杏きょう子こさんが、その手てをにぎって、歩あるく方ほう向こうを修しゅう正せいしてる。

　……やっぱり、紅こう月づき家けの血ちってことなのかしら？

　ケイにかんしては、すでに天てん才さい性せいを発はっ揮きしているらしい。

　圭けい一いち郎ろう兄にいさんの子こどものころとよく似にてる。兄にいさんは幼おさないころは独どく学がくをしていたけれど、ケイは早はやくから大だい学がくでも学まなべるように、兄にいさんと杏きょう子こさんは準じゅん備びしているみたい。

　そんな２人ふたりの子こどもたちは、さっきから私わたしに警けい戒かいするような目めを向むけている。

　もっと小ちいさいころには会あったことがあるんだけど、私わたしがずっと海かい外がいに留りゅう学がくしていて、顔かおを合あわせなかったからか、アスカは覚おぼえていないらしい。

　ケイのほうは、覚おぼえてはいそうなんだけど、その上うえで警けい戒かいされている気きがする。

　……私わたし、なんか悪わるいことしたっけ？

　イギリスの大だい学がくに入にゅう学がくして、それからは、ヨーロッパを転てん々てんとしていたから、アスカが私わたしのことを覚おぼえていないのは、しかたないんだけど、さすがに甥おいと姪めいからこんな目めで見みられるのは、ちょっとへこむかも。

「ところで、美み緒おさん。それ、よっぽど気きに入いってくれたんですね」

　私わたしは、美み緒おさんがときおり巾きん着ちゃくから、ペンダントを出だして、ながめているのを見みて言いう。

「それはそうよ。家か族ぞくの写しゃ真しんを入いれておけるロケットペンダントだなんて、すてきじゃない」

　美み緒おさんが答こたえる前まえに、杏きょう子こさんがふり返かえる。

　杏きょう子こさんも、巾きん着ちゃくから、同おなじデザインのペンダントをとりだす。

　このペンダントの先さきのロケットには、数すう枚まいの写しゃ真しんを入いれられるようになっている。

　私わたしが海かい外がいで見みつけて、この２人ふたりにプレゼントしたもの。２人ふたりともすごく気きに入いってくれたのは、うれしいんだけど……。

「でも、私わたしの写しゃ真しんまで入いれなくてもよくないですか？　しかも、むかーしの写しゃ真しんだし、ちょっとはずかしいんですけど……」

　２人ふたりのロケットペンダントには、夫ふう婦ふで撮とった写しゃ真しんのほかに、私わたしの高こう校こう生せいのときの写しゃ真しんも、なぜか入はいっている。

「だって、美み華か子こちゃん、高こう校こうを卒そつ業ぎょうしてから、ほとんど日に本ほんにもどってこなかったじゃない。だから、ちょうどいい写しゃ真しんがなかったの」

　杏きょう子こさんが、くちびるをとがらせて言いう。

「そうそう。日に本ほんに帰かえってこない美み華か子こちゃんが悪わるい。私わたしたち、さびしかったんだから」

　美み緒おさんも、おどけた様よう子すで賛さん成せいする。

　……もう、この２人ふたりにはかなわないなぁ。

　私わたしの写しゃ真しんを入いれないという選せん択たく肢しが、この人ひとたちには、最さい初しょからないんだから。

「アスカとケイの写しゃ真しんは、どうするんですか？　まだ入いれてないんですよね？」

　私わたしは話はなしをそらす。

「ええ。この子こたちの写しゃ真しんは、この島しまにいる間あいだに撮とろうと思おもっているの。でも、この２人ふたりで撮とるか、家か族ぞく７人にんでいっしょに撮とるか、悩なやむところなのよね……」

　杏きょう子こさんは、あごに手てをあてて、首くびをかしげる。

　さらっと、私わたしも家か族ぞくの人にん数ずうにカウントされている。

「今いまの写しゃ真しんを抜ぬくのもなんだから、家か族ぞく７人にんそろってるのがいいんじゃないかって、私わたしは言いっているの」

「そりゃ、高こう校こうの制せい服ふくすがたよりは、いいですけどね……」

　私わたしは２人ふたりのマイペースぶりに、苦にが笑わらいする。

　他た人にんと話はなしをしていて、相あい手てにペースをにぎられるなんて、ほとんどない私わたしだけど、この２人ふたりが相あい手てだと、どうにもダメ。

　やっぱり私わたしが、この２人ふたりを中ちゅう学がく生せいのときから知しっていて、あこがれているせいかもしれない。

「あっ、そろそろ時じ間かんね。神じん社じゃへ行いきましょう。舞まいの時じ刻こくには、混こみあいそうだし」

　杏きょう子こさんが、腕うで時ど計けいを見みて言いう。

「そうですね。ねえ、翼つばささんとふじ……じゃなくて、圭けい一いち郎ろうくん。もう神じん社じゃに行いこうって」

　美み緒おさんが、前まえの２人ふたりに声こえをかける。

　圭けい一いち郎ろう兄にいさんの名な前まえを呼よびまちがえそうになったのは、昔むかしのくせだろう。

　圭けい一いち郎ろう兄にいさんには、ちょっと複ふく雑ざつな事じ情じょうがあるから。

「おっ。もうそんな時じ間かんか。それじゃあ、場ば所しょ取とりにいくか、圭けい一いち郎ろう」

「そうだね。今いまから行いけば、そこそこいい場ば所しょで見みられるはずだよ」

　翼つばさ兄にいさんと圭けい一いち郎ろう兄にいさんが答こたえて、みんなそろって、神しん事じの巫女みこの舞まいがある、神じん社じゃへと向むかうことにした。
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　──シャン

　すんだ鈴すずの音ねが、静しずまりかえった神じん社じゃの境けい内だいに響ひびきわたる。

　場ば所しょ取とりをしてしばらく待まつと、巫女みこの舞まいが始はじまった。

　──息いきをのむほどの美うつくしさ。

　その言こと葉ばの意い味みが、はじめてわかったかもしれない。

　30代だい半なかばぐらいだろうか。

　巫女みこが、真まっ白しろな装しょう束ぞくに身みをつつみ、一いち礼れいをしてから、境けい内だいの舞ぶ台たいの上うえで、舞まいはじめた。

　そのとたん、ざわめいていた人ひと々びとが、巫女みこに目めをうばわれるのがわかった。

　ゆったりとした舞まいの動うごきなのに、おそいとは感かんじない。

　今いまの動うごきと次つぎの動うごきのつなぎが、ものすごくスムーズなんだと気きづく。

　巫女みこの動うごきに自し然ぜんと目めを惹ひきつけられていると、神しん具ぐがまた、鈴すずの音ねを響ひびかせる。

　巫女みこが舞まいを終おえ、神じん社じゃに向むけて一いち礼れいする。

　思おもわず、えっ、もう終おわり？　と腕うで時ど計けいを確かく認にんすると、舞まいが始はじまってから10分ぷんはたっていた。

　ほんの数すう秒びょうぐらいに感かんじたけれど、こんなに時じ間かんがたっていたの？

　あっという間まだった。

「すごいわねぇ……」

　となりで、杏きょう子こさんがため息いきまじりに言いうのがきこえる。

「ただの踊おどりではないのが、すごいですよ。神かみに捧ささげる舞まいとしか言いいようがない雰ふん囲い気きでしたし」

　美み緒おさんも、巫女みこの舞まいにうっとりした顔かおをしている。

　やんちゃで、さわがしいアスカや、いつも静しずかなケイの２人ふたりも、おさないながらに感かんじるものがあったのか、巫女みこに見みとれている。

　それなのに……。

「あれは、相そう当とうな練れん習しゅうの上うえに成なりたつ技ぎ術じゅつがないとムリだな。マネぐらいならできるだろうが、美み緒おの言いうとおり、それでは神しん事じと言いえるような舞まいには、ならないだろうしな」

「あの神しん具ぐの鈴すずの音ねのタイミングも、計けい算さんされているね。もっとも効こう果かがあるタイミングで、鳴ならしている。あれが昔むかしから伝つたえられているというのだから、伝でん統とうというのは、すごいものだね」

　翼つばさ兄にいさんと圭けい一いち郎ろう兄にいさんは、情じょう緒ちょがまったく感かんじられないことを言いってる。

　神かみ様さまの怒いかりにふれるわよ、まったく。

　私わたしは、兄にいさんたちにあきれつつも、まわりを見みまわして言いう。

「ねえ、そろそろ移い動どうしない？　人ひとの移い動どうが本ほん格かく的てきに始はじまると、人ひとの波なみにのまれそうだし」

　子こどもを２人ふたり連つれているし、人ひとごみは、なるべくさけたいと、大人おとなたちも賛さん成せいする。

　だけど、その判はん断だんは、ひと足あしおそかったみたい。

　すでに、みんなが動うごきはじめていて、私わたしたちはあっという間まに人ひとの波なみにのまれてしまった。

「きゃっ」

「美み緒お。あぶないから、腕うでにつかまっておけ。アスカは、お父とうさんの手てをはなさないようにな」

　人ひとにぶつかってよろけた美み緒おさんを、翼つばさ兄にいさんが支ささえている。

　圭けい一いち郎ろう兄にいさんは、人ひとごみの中なかから、人ひとが少すくないルートを選えらんで、杏きょう子こさんとケイをエスコートしているみたい。

　さすが２人ふたりとも。

　まあ、怪かい盗とうレッドなんだから、これぐらいやってくれないとね。

　……って、そんなことを考かんがえていたら、兄にいさんや姉ねえさんたちのすがたが見みえなくなる。

　まずっ！　見み失うしなったかも。

　私わたしはあわてて、人ひとごみをかきわけて進すすむけれど、この中なかから兄にいさんたちを見みつけるのは、むずかしい。

　しかたない。

　待まち合あわせ場ば所しょを、携けい帯たいのメールで伝つたえておこう。

　私わたしはすぐにさがすのをあきらめて、人ひと波なみにさからわずに歩あるいていく。

　しばらくすると、杏きょう子こさんからメールがくる。

　あっ、そんなに遠とおい場ば所しょじゃない。どうせなら、飲のみ物ものでも買かってから、合ごう流りゅうしようかな。

　私わたしは近ちかくの、しぼりたてリンゴのジュース屋やさんによってから、合ごう流りゅう場ば所しょに向むかった。

　合ごう流りゅう場ば所しょは、神じん社じゃから少すこしはなれた木こ陰かげだった。

　どうしてか、杏きょう子こさんと美み緒おさん、それにアスカとケイしかいない。

　それに、なんだか杏きょう子こさんと美み緒おさんの顔かおが、暗くらいような……。

「すみません、はぐれました」

「美み華か子こちゃん！　合ごう流りゅうできてよかったわ」

　杏きょう子こさんが、私わたしのすがたを見みつけて笑え顔がおになる。

　でも、やっぱりどこかその表ひょう情じょうに影かげがさしている気きがする。

「なにかありました？　それに兄にいさんたちは？」

　私わたしは、杏きょう子こさんと美み緒おさんにきく。

「それがね……盗ぬすまれちゃったのよ」

　美み緒おさんが、失しっ敗ぱいした、という顔かおつきで説せつ明めいしてくれる。

「盗ぬすまれたって……なにをですか？」

　私わたしはおどろいて、たずねる。

「それが、言いいにくいんだけど……美み華か子こちゃんからもらった、ロケットペンダントなの。しかも、私わたしも美み緒おちゃんもそろって」

　杏きょう子こさんが言いいにくそうに、答こたえる。

　えっ、あの気きに入いってくれていた、ロケットペンダントを!?

「兄にいさんたちといっしょにいたのに、ですか？」

　怪かい盗とうが、身み内うちのものを盗ぬすまれるって、間まが抜ぬけているどころの話はなしじゃないでしょ！

「美み華か子こちゃんとはぐれたあとに、圭けい一いち郎ろうくんと翼つばささんともはぐれてしまったの。そのときに、すられたみたい」

「美み華か子こちゃん、わざわざプレゼントしてくれたものなのに、本ほん当とうにごめんなさい」

　杏きょう子こさんと美み緒おさんが、そろって頭あたまを下さげてくる。

「２人ふたりとも、頭あたまを上あげてください。そんなこと、いいんです」

　私わたしはあわてて言いう。

　だけど、あのロケットペンダント。

　杏きょう子こさんも美み緒おさんも、すごく気きに入いってくれていた。

　それを盗ぬすまれるなんて……！

「兄にいさんたちは、今いまどこに？」

「犯はん人にんを捜さがしてくれてるわ。見みつかるといいんだけど」

　美み緒おさんが、気き落おちした表ひょう情じょうで言いう。

　私わたしも捜さがしにいこうかと思おもったけれど、この場ば所しょに、杏きょう子こさんと美み緒おさんを残のこしていくのも不ふ安あんだ。

　アスカとケイもいるし。

　じれったい気き持もちで、30分ぷんほど待まつと、翼つばさ兄にいさんと圭けい一いち郎ろう兄にいさんがもどってきた。

「兄にいさん！　どうだった？」

　私わたしは、翼つばさ兄にいさんに、つめよる。

「落おちつけ、美み華か子こ。ペンダントのある場ば所しょを、見みつけることは見みつけたんだが……」

　翼つばさ兄にいさんの言こと葉ばは歯は切ぎれが悪わるい。

「どういうことなの？」

　私わたしは圭けい一いち郎ろう兄にいさんに、視し線せんを向むける。

「それがね。すりの犯はん人にんは、すぐに見みつけて、つかまえたんだ。だけど、そのすりが、ペンダントを持もっていなかったんだよ」

「持もっていないって……たしかにその人ひとが、すったんでしょ？」

「ああ。だけど、そのすりは、おれたちにつかまる前まえに、途と中ちゅうの祠ほこらにあった箱はこに、盗ぬすんだペンダントを隠かくしたっていうんだよ」

　翼つばさ兄にいさんが、苦にがい顔かおで言いう。

　祠ほこら？　そこまでわかっているなら、とりにいけばいいじゃない。

「その祠ほこらが問もん題だいなんだ。その箱はこは、さっき巫女みこが使つかっていた神しん具ぐをしまうものだったらしいんだよ。しかも、その箱はこは、舞まいのあと、巫女みこが神しん具ぐをしまって、巫女みこしか知しらない宝ほう物もつ庫こにおさめてしまった後あとだったんだ」

　圭けい一いち郎ろう兄にいさんが、説せつ明めいする。

「ええっ？　じゃあ、巫女みこさんに事じ情じょうを説せつ明めいして、取とり出だしてもらえばいいじゃない」

「……この島しまの神しん事じの伝でん統とうを考かんがえたら、それは無む理りよね」

　答こたえは、意い外がいなことに、杏きょう子こさんから返かえってくる。

　この島しまの神しん事じ？

「どういうことですか？」

「この島しまの神しん事じが、８年ねんに一いち度どしか行おこなわれないということは、知しっているでしょ」

　美み緒おさんの言こと葉ばに、私わたしはうなずく。

「神しん具ぐをおさめる宝ほう物もつ庫こも、８年ねんに一いち度どしか開あけないの。つまり、今こん回かいの神しん事じで使つかった神しん具ぐをしまったあとなら、もう……」

「次つぎは、８年ねん後ごにしか、宝ほう物もつ庫こは開あけられないってことですか!?」

　私わたしは、思おもわず声こえを上あげる。

「そうなるわね」

　杏きょう子こさんが、困こまったような表ひょう情じょうをする。

　そんなのって……。

「美み華か子こ。念ねんのため言いっておくが、勝かっ手てに宝ほう物もつ庫こを開あけるってのは、なしだからな」

　翼つばさ兄にいさんが、くぎを刺さしてくる。

「わかってるわよ。この島しまに伝つたわってきた神しん事じだもの。その決きまりを勝かっ手てに破やぶっていいわけがないじゃない。でも……」

　杏きょう子こさんも美み緒おさんも、兄にいさんたちもそう考かんがえているのがわかるから、やるせない。

「……まあまあ、美み華か子こちゃん。８年ねん後ごも私わたしたちみんなで、もう一いち度どきましょう。そのときのお楽たのしみだと思おもえば、いいじゃない」

「そうだよ。８年ねん後ごには、この子こたちも大おおきくなっているだろうし。くるのが楽たのしみでしょ」

　杏きょう子こさんと美み緒おさんが、私わたしをなぐさめるように、言いってくれる。

　盗ぬすまれてがっかりしているのは、この２人ふたりなのに……。

　私わたしばかりが落おちこんでいたら、ダメね。

「わかりました！　なら、絶ぜっ対たいに８年ねん後ごには、かならず宝ほう物もつ庫こからとりもどしましょう！」

「ええ、そのときはお願ねがいね」

「はい！　兄にいさんたちには、まかせておけませんから！」

　私わたしははりきって答こたえる。

「美み華か子こちゃんなら、翼つばささんとちがって、ちゃんと覚おぼえていそうだしね」

　美み緒おさんが、少すこし重おもくなった空くう気きを変かえるように、明あかるく言いう。

「おいおい、美み緒お。さすがに覚おぼえているって！」

「どうかしら～？　この間あいだ、買かっておいてってたのんだシャンプーを、わすれてきたじゃない」

「シャンプーとこれとは、ちがうだろう……」

　翼つばさ兄にいさんが、へこんでいる。

「冗じょう談だん。翼つばささんのことも信しん用ようしてるから」

　美み緒おさんが笑わらって言いう。

　圭けい一いち郎ろう兄にいさんも、杏きょう子こさんをなぐさめるように話はなしている。

　もう……ごちそうさまです。

　本ほん当とうに、兄にいさんたち夫ふう婦ふは、仲なかがいい。

　これなら、８年ねんたっても、この人ひとたちは大だい丈じょう夫ぶそうね。

　私わたしは兄にいさんたち家か族ぞくを見みて、あらためてそう思おもった。

　　　　[image: くぎり]

「────それが、８年ねん前まえにあったことよ」

　美み華か子こさんが長ながい話はなしを終おえて、紅こう茶ちゃでのどをうるおす。

「ペンダントを盗ぬすまれたっていう話はなしはきいてたけど、お母かあさんたちも、すごくあのお祭まつりを楽たのしんでたんだなって……」

　わたしは、はじめてきくお母かあさんたちの話はなしに、不ふ思し議ぎな感かんじがする。

　だって、あたりまえだけど、わたしが覚おぼえているのは「わたしから見みたお母かあさん」だけだから。

　美み華か子こさんから見みたお母かあさんのすがたって、すごく新しん鮮せんな話はなしだったよ。

「……でも、８年ねん後ごの約やく束そくは果はたせなかった。だからあのとき、私わたしはあなたたち２人ふたりといっしょに、見み神かみ島じまに行いったの」

　美み華か子こさんは、いろいろな感かん情じょうがまぜこぜになったような、複ふく雑ざつな表ひょう情じょうで言いう。

「でも、今いまはロケットペンダントもとりもどせたし、わたしとケイも、ちゃんと写しゃ真しんを入いれられましたよ」

　わたしは自じ分ぶんのロケットを開ひらく。

　そこには、お父とうさんとお母かあさんの写しゃ真しん、美み華か子こさんの写しゃ真しん、そして新あたらしく撮とった、わたしとケイの写しゃ真しんが入はいっている。

「あなたたちが、そのペンダントを大だい事じにしてくれていてよかったわ。それで、今日きょうはこれをわたそうと思おもったの」

　美み華か子こさんが、１枚まいの写しゃ真しんプリントを、テーブルの上うえにおく。

「これって……！」

　わたしは、その写しゃ真しんを見みて、目めを見み開ひらく。

　となりのケイも、めずらしく、はっきりとわかるぐらいに表ひょう情じょうを変かえて、おどろいている。

　その写しゃ真しんは、見み神かみ島じまで撮とったものだと思おもう。

　後うしろに写うつる景け色しきに覚おぼえがあるから。

　そこに写うつっていたのは、お父とうさん、圭けい一いち郎ろうおじさん、お母かあさん、杏きょう子こおばさん、美み華か子こさんに、小ちいさなわたしとケイの７人にん。

　みんな笑え顔がおで、お父とうさんとおじさんが、お母かあさんと杏きょう子こおばさんの肩かたをそれぞれ抱だきよせるようにして、７人にんがギュッとつまっている。

「この写しゃ真しんは……」

　わたしは、写しゃ真しんから目めをはなせないまま、美み華か子こさんにきく。

「杏きょう子こさんと美み緒おさんにあんなことがあってから、ずっとしまいこんでいたの。でも、しまっておくぐらいなら、２人ふたりにあげるべきだと思おもって、捜さがしてたの」

「……ぼくたちがお店みせにくる前まえに捜さがしていたのは、これですか？」

　ケイがきく。

「ええ。だいぶ奥おくにしまいこんでしまっていて、とりだすのに苦く労ろうしたわ」

　美み華か子こさんが、肩かたをすくめる。

「この写しゃ真しんは、あなたたちにあげるわ」

「でも！　この写しゃ真しんは、美み華か子こさんにとっても、大たい切せつな思おもい出でなんじゃないですか？」

　わたしは言いう。

　だって、見み神かみ島じまの話はなしをする美み華か子こさんは、すごく楽たのしそうだった。

　お母かあさんとのやりとりとか、身みぶり手てぶりをまじえて、笑え顔がおで話はなして……。

「私わたしは奥おくにしまいこんでいたぐらいだし、やっぱり２人ふたりが持もっているほうが……」

「……それなら、コピーします」

　え？

　ケイの急きゅうな言こと葉ばに、わたしはびっくりする。

　コピー？

「……そのプリントもだいぶ古ふるくなっているので。データとして読よみ込こんで修しゅう整せいをかければ、撮とった当とう時じの状じょう態たいにかなり近ちかづけられます。それに、データにすれば、美み華か子こさんも、アスカやぼくも、持もてますから」

　ケイは、レッドのとき以い外がいでは、めったにないぐらい、はっきりとした口く調ちょうで言いう。

「それは……ありがたい話はなしだけど……いいの？」

　美み華か子こさんは、めずらしくとまどったような表ひょう情じょうをしてる。

「美み華か子こさんが持もってた写しゃ真しんじゃないですか！　いいに決きまってます。美み華か子こさんも持もっててください。持もってないとダメです！」

　わたしは、強つよく言いいきる。

　お母かあさんたちだって、美み華か子こさんにこの写しゃ真しんを持もっていてもらいたいはずだ。

　だって、わたしなら、そう思おもうから。

「……ありがとう。ちょっとだけ肩かたの荷にがおりたかも」

　美み華か子こさんはそう言いって、笑えみをうかべる。

　わたしは、ちらりとテーブルの上うえの写しゃ真しんを見みる。

　写しゃ真しんの中なかのお母かあさんたちも、「それがいい」って笑わらってくれている気きがした。
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■アスカサイド






「「合ごう格かくおめでとう！」」

　コン、とわたしと実み咲さきは、ジュースの入はいったコップで、乾かん杯ぱいする。

　小しょう学がっ校こうの卒そつ業ぎょう式しきも終おわって、３月がつも後こう半はん。

　春はる休やすみのわたしと実み咲さきは、わたしの家いえでちょっとしたお祝いわいをしてるところ。

　合ごう格かく通つう知ちは１カ月げつぐらい前まえにもらっていたんだけど、卒そつ業ぎょう式しきがあったり、入にゅう学がくの準じゅん備びがあったりで、合ごう格かく祝いわいができてなかったんだ。

　それで、やっと今日きょう、実み咲さきと合ごう格かく祝いわいをしてるっていうわけ。

　……わたしの家いえのリビングで、なんだけどね。

「でも、本ほん当とうにアスカはがんばったよ。勉べん強きょうぎらいのアスカが、夏なつ休やすみごろから受じゅ験けん勉べん強きょうしてたんだから」

「がんばれたのは、実み咲さきが勉べん強きょうを教おしえてくれたおかげだけどね。それに、春はるが丘おか学がく園えんの見けん学がくに行いったとき、どうしてもこの学がっ校こうに通かよいたい！　って思おもったんだ。雰ふん囲い気きも気きに入いったし、制せい服ふくもかわいかったし」

「それ、わかるよ。わたしも、春はるが丘おか学がく園えんを見みに行いったとき、すぐに行いきたいなって思おもったから」

　実み咲さきは、笑え顔がおで言いう。

　本ほん当とうに喜よろこんでるのは、表ひょう情じょうを見みればわかる。

　でも、ちょっと気きになってることがあるんだよね……。

「ねえ、実み咲さき」

「なに？」

「実み咲さきの学がく力りょくなら、もっといい偏へん差さ値ちの学がっ校こうにも行いけたよね？　わたしの勉べん強きょうに付つき合あわなかったら、いろいろ行いきたい学がっ校こうも選えらべたんじゃ……」

「それはちがうよ、アスカ」

　実み咲さきは、はっきりと首くびを横よこにふる。

「わたしは、春はるが丘おか学がく園えんが気きに入いったし、アスカといっしょに通かよいたいとも思おもったの。それに、ギリギリの学がく力りょくの学がっ校こうに行いけば、勉べん強きょうは充じゅう実じつするけれど、それ以い外がいの時じ間かんがとれなそうでしょ。わたし、勉べん強きょう以い外がいのことも中ちゅう学がくではやってみたいと思おもってたんだ。だから、そんなことアスカが思おもう必ひつ要ようは、まったくないよ」

　実み咲さきは、これからの春はるが丘おか学がく園えんの生せい活かつが楽たのしみ、という表ひょう情じょうをしてる。

　それにウソがないとわかって、わたしはほっとする。

　半はん年としも受じゅ験けん勉べん強きょうに付つき合あってもらっていて、それもギリギリだったから、余よ裕ゆうを持もって考かんがえられなかったんだけど、いざ合ごう格かくしたら不ふ安あんになったんだよね。

　実み咲さきを、わたしの行いきたい学がっ校こうに、付つき合あわせちゃったんじゃないかって。

　でも、今いまの答こたえは、実み咲さきの本ほん心しんだってわかる。

　これでも、実み咲さきとの付つき合あいは長ながいし、ちょっとの表ひょう情じょうのちがいでもわかるんだ。

　だけど、実み咲さきが入にゅう学がくしたあとのことまで、考かんがえていたなんて、びっくりだよ。

　わたしなんて、まだ、学がっ校こう生せい活かつが楽たのしめるといいなぁ、ってなんとなく思おもってるだけだし。

「まだそこまで考かんがえられないなぁ。勉べん強きょうついていけるかな、って不ふ安あんはあるけど」

　わたしは、ぽつりとつぶやく。

「アスカは勉べん強きょうが苦にが手てって思おもってるけど、のみこみは悪わるくないんだよ。だけど、苦にが手て意い識しきが強つよすぎて、勉べん強きょうにうまく集しゅう中ちゅうできてないと思おもうんだ」

「そう言いわれても、苦にが手てなものは苦にが手てなんだよー」

「まあ、その気き持もちもわかるけど。わたしだって、苦にが手てなものを好すきになれ、って言いわれても、すぐには無む理りだし」

「実み咲さきみたいに、勉べん強きょうが得とく意いだったらなぁ……」

　わたしは、がっくりと肩かたを落おとして、ジュースをちびちびと飲のみ。

「わたしだって、勉べん強きょうが少すこしできるっていうだけで、世よの中なかには天てん才さいってよばれるような、考かんがえられないぐらい頭あたまのいい人ひとだっているんだから。それにくらべたら、わたしもアスカも変かわらないって」

　実み咲さきはそう言いって、なぐさめてくれる。

「天てん才さいかぁ。わたし、天てん才さいな人ひととはなかよくなれなそう……」

　どんな話はなしをしたらいいか、ぜんぜんわからないもん。

「アスカなら、そんなことないと思おもうけどね。きっと、天てん才さいだろうとだれだろうと、なかよくなっちゃうと思おもうよ」

　実み咲さきはそう言いうけど、天てん才さいの人ひととなかよくする自じ信しんなんて、わたしないんだけどな。

　でも、そうそう天てん才さいなんて、まわりに現あらわれるわけもないか。

　春はるが丘おか学がく園えんも、それなりに偏へん差さ値ちが高たかい学がっ校こうだけど、すっごい高たかいってわけじゃないしね。

　それよりも、もう２週しゅう間かんもすれば始はじまる、学がく園えん生せい活かつが楽たのしみでしかたがないよ！








■ケイサイド






　カチャカチャカチャ、とケイはノートパソコンのキーボードをたたく。

　パソコンの画が面めんに表ひょう示じされているのは、チャット画が面めん。

　海かい外がいの大だい学がく教きょう授じゅや博士はかせたちと、チャットをしている最さい中ちゅうだ。






　　　Ｙワイ・Ｏオー教きょう授じゅ：しかし、ケイがジュニアハイスクールに入にゅう学がくするとはね。そんな必ひつ要ようがあるのかい？

　　　Ｐピー・Ａエー博士はかせ：そうだとも。言いってくれれば、こちらの大だい学がくにいくらでも、席せきを用よう意いしたというのに。

　　　Ｙワイ・Ｏオー教きょう授じゅ：それは抜ぬけ駆がけではないかね。今いまからでもおそくない。うちの大だい学がくにきたらどうだろうか。

　　　ＫＥＩケイ：おさそいはうれしいですが、考かんがえて決きめたことです。それに推すい薦せんだけで入にゅう学がくができましたし、自じ由ゆうもきく学がっ校こうのようなので、研けん究きゅう時じ間かんもとれると思おもいます。

　　　Ｐピー・Ａエー博士はかせ：ケイがそう言いうのなら、これ以い上じょうは言いわないが。気きが変かわったら、いつでも言いってほしい。歓かん迎げいするからね。

　　　Ｙワイ・Ｏオー教きょう授じゅ：わたしもだよ。よい学がっ校こう生せい活かつを。




　　　※Ｙワイ・Ｏオー教きょう授じゅ、Ｐピー・Ａエー博士はかせが退たい出しゅつしました。

　　　※ＫＥＩケイが退たい出しゅつしました。








　ケイは、パソコン画が面めんから顔かおを上あげる。

　それからわずかに、顔かおをしかめる。

　２人ふたりで住すむには、少すこし広ひろすぎるマンションの部へ屋やには、段だんボール箱ばこが山やま積づみになっている。

　それもそのはず。

　今いまは引ひっ越こしの準じゅん備び中ちゅうだからだ。

　それはべつにかまわない。

　だけど、問もん題だいがあるとはケイは思おもっていた。

「父とうさん。なにを隠かくしてるの？」

　ケイは、段だんボール箱ばこの山やまの向むこう側がわで、荷に物もつを整せい理りしている父ちち親おやの圭けい一いち郎ろうに質しつ問もんする。

「え？　隠かくしてるってなにがだい？」

　父とうさんは、とぼけた様よう子すで返へん事じをする。

「春はるが丘おか学がく園えんを強つよく勧すすめてきたのは、父とうさんだ。それに、急きゅうに引ひっ越こしが決きまったのはともかく、引ひっ越こし先さきをぼくは教おしえてもらっていないけど」

　ケイが、気きになっているのはそこだ。

　引ひっ越こし先さきを、なぜか教おしえてもらっていない。

　そんな引ひっ越こしがあり得えるのか、と思おもうけれど、父とうさんは無む意い味みにそんないやがらせのようなことを、する人ひとじゃない。

「それは、ちょっとしたサプライズだから。それに、ケイなら調しらべようと思おもえば調しらべられるだろう？」

　父とうさんは、挑ちょう発はつするようにケイを見みる。

　ぐっ、とケイは息いきをのむ。

「父とうさんのことだから、対たい策さく済ずみでしょ。父とうさんのセキュリティは、今いままで一いち度ども突とっ破ぱできたことがないし、ムダなことはやめとく」

　ケイは、首くびを横よこにふって、あきらめる。

　父とうさんのパソコンやプログラミングまわりの知ち識しきは、ケイの数すう段だん上うえだ。

　今いままで、何なん度どか挑ちょう戦せんしたことはあるが、いつも簡かん単たんにあしらわれてしまっている。

　ケイが腕うでをあげても、それ以い上じょうに父とうさんは腕うでを上あげてくる。

　ぼくは天てん才さいだと教きょう授じゅや博士はかせたちは言いうけれど、父とうさんもまちがいなく天てん才さいだ。

　なぜか、今いままで論ろん文ぶんなどもろくに発はっ表ぴょうしたことは、ないそうなんだけど。

　それが、ケイには不ふ思し議ぎでしょうがない。

「つれないなぁ。でも、ケイにとって悪わるいことではないよ。それは保ほ証しょうする」

「だといいけど」

　ケイは、とりあえず父とうさんの言こと葉ばに納なっ得とくしておく。

　目めの前まえの段だんボールに小ちいさくため息いきをついて、引ひっ越こし作さ業ぎょうを再さい開かいする。

　このマンションの部へ屋やは、亡なくなった母かあさんとの思おもい出でがつまっている。

　それを手て放ばなすときいたとき、なにも思おもわなかったわけじゃない。

　だけど、なにより父とうさんがそう決きめたことが意い外がいだった。

　母かあさんが亡なくなったとき、だれより落おちこんでいたのは、父とうさんだと思おもっていたから。

　でも、ちょうどよかったのかもしれない。

　この部へ屋やにいると、いやでも母かあさんのことを思おもい出だす。

　思おもい出でがありすぎる。

　それは父とうさんも同おなじかもしれない。

　それなら、引ひっ越こすという決けつ断だんを、父とうさんがしたこともわからなくもない。

　どこへ引ひっ越こすのかは、気きになるところだけど。

　でも、未み知ちはきらいじゃない。

　大だい学がくでの研けん究きゅうは、未み知ちを解とき明あかすもので、だからこそケイは、興きょう味みをひかれている。

　これも一いっ種しゅの未み知ちだろう。

　それに、父とうさんにはああいったけれど、いくつかの引ひっ越こし先さきの推すい測そくは立たててある。

　どれかが正せい解かいだろう。

　どれが正せい解かいだとしても、うまくやれる自じ信しんはないけど。

　ケイにとって、人にん間げん関かん係けいはあきらめた分ぶん野やだ。

　大だい学がく教きょう授じゅや博士はかせのような人ひとたちとは、話はなしはうまくできる。

　それなのに、同どう世せ代だいとはなにを話はなしていいのか、まったくわからない。

　それに、どうやらケイと関かかわった、同どう世せ代だいの子こどもは、ケイのことをよく思おもわないらしい、ということも実じっ体たい験けんずみだ。

　いやがらせや悪あく意いは、めんどうでしかない。

　それなら、最さい初しょから関かかわりあわないほうがいい。

　引ひっ越こし先さきでも、春はるが丘おか学がく園えんでの生せい活かつでも、そうするつもりだ。

　それしか、ケイはめんどうな悪あく意いを受うけない方ほう法ほうを知しらない。

　どうせぼくは、ぼくのままでしかいられないのだから。

　そう結けつ論ろんづけて、ケイは止とまりかけていた引ひっ越こし作さ業ぎょうを再さい開かいした。
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　　　　あとがき







　こんにちは！　怪かい盗とうレッドの記き録ろく係がかりこと、秋あき木ぎ真しんです。

　今こん回かいは、アスカとアリーと奏かなでのスリリングな休きゅう日じつのおでかけのほか、マサキと桜さくら子この微び妙みょうな関かん係けいや、有あり栖すの名めい探たん偵ていなところ（？）など、怪かい盗とうレッドにとっての日にち常じょうや、事じ件けん以い外がいでのすがたをかいま見みられるストーリーを集あつめています。

　いつもの「怪かい盗とうレッド」の本ほんでは、ちょっと見みられない表ひょう情じょうなど、ぜひみなさんの目めで確かく認にんしてみてくださいね。




　この巻かんに載のっているエピソードのいくつかは、すでに一いち度ど読よんだことがある方かたもいるかもしれません。

　みなさんの応おう援えんのおかげで、レッドシリーズは長ながく続つづいてきて、世せ界かい観かんもどんどん広ひろがってきました。そんな中なか、「アスカとケイの冒ぼう険けん」としては拾ひろいきれない、たくさんのエピソードの一いち部ぶを、ＫＡＤＯＫＡＷＡ児じ童どう書しょポータルサイト「ヨメルバ」https://yomeruba.com/　で不ふ定てい期き連れん載さいしています（２０２２年ねん７月がつ現げん在ざい）。

　今こん回かいは、ヨメルバ掲けい載さい作さく品ひんの中なかから、いくつかのお話はなしをまとめてみました（「おでかけはスカイタワーへ！」は、21巻かんのための書かき下おろしです）。

　アスカ以い外がいが主しゅ人じん公こうのお話はなしも多おおいので、新あらたな一いち面めんを見みせるキャラクターたちを知しってもらえたらな、と思おもっています。




　これからもヨメルバに登とう場じょうしますので、チェックしてみてください。

　もしみなさんから「このキャラクターの話はなしが読よみたい」というリクエストをもらえたら、もしかしたら登とう場じょうする機き会かいがあるかもしれません。

　次つぎに出でる本ほんは、２０２２年ねん冬ふゆごろに「怪かい盗とうレッド」22巻かんの予よ定ていです。

　22巻かんは長ちょう編へんを考かんがえていますよ。それでは、またお会あいしましょう！
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